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ஶ論文ݪ

ॻੜ࣌୅のখ઒ਖ਼޹

দ　༸ೋٱ *

Abstract： W e inv estig ated  the life of school d ays of chemist Masatak a O g aw a from Ehime in Japan that w as a 
pioneer d iscov erer of rhenium. Preced ing  stud ies of O g aw a`s life of school d ays in T ok yo includ e sev eral q uestions 
and  unnatural points. W e pick ed  out the d escription of O g aw a from d ocuments or annual reports of T ok yo Univ ersity 
in the Meij i period  and  analyz ed  them ab out his colleg e life, w hich d id n`t b ecome clear so far. W e introd uce d ocuments 
d iscov ered  new ly in this report and  reconstituted  them consistently for chronolog ical ord er w ith k now n episod es so far. 

キーワード：ڞ立学校，౦ژ大学༧උ門，౦ژ大学法理文三学部，ఇ国大学，౦ژ大学文書資料，常൫会঑
学金，௞අ生
Key words： K yoritsu school /  Preparatory school of the univ ersity of T ok yo /  T he d epartments law , science, and  
literature of T ok yo univ ersity /  T ok yo imperial univ ersity /  d ocuments, Archiv es of T ok yo univ ersity /  T ok iw ak ai 
scholarship /  scholar 

はじめに

明治期から昭和初頭まで活༂した愛媛県出਎の化学者
小川正孝は，レニウϜݩૉのઌۦ的発見者として現在で
はධՁされている．2016 年に໋名されたアδア初とな
る周期表ܝ載ݩૉニホニウϜにも，小川のઌۦ的な࢓事
にରするධՁがࠐめられている 1）．ただ，小川の新ݩૉ
ニッϙニウϜの発見は，൴の存໋中を含Ή 20 におلੈ
いて長くջٙ的にଊえられていた．1996 年，吉原ݡೋ
は現在のࢹ点から小川のۀ੷をৄ細に分ੳし，小川が報
告した新ݩૉニッϙニウϜはレニウϜであり，その࢓事
はアδア初の新ݩૉ発見であったことを明らかにした
2）．吉原の報告直後，小川のҨ଒からレニウϜ発見の物
ূがఏ出され，その分ੳ 3,4）によって小川の発見は確固
たるものとなり，現在では周期表に名લこそ残せなかっ
たものの，新ݩૉ発見にઌۦ的なۀ੷を上げた科学者
として，名༪の回෮とධՁがなされている 5,6）．同時に，
吉原は小川正孝の生֔についてৄ細な調査を行い，小川
がาんだ人生も明らかにした 7-9）．また，吉原の調査の
愛媛における協力者でもあった水関ल雄は，愛媛県内に
おいて小川の実੷や生֔についてৄ細にまとめ 10），小
川が過͝した時୅や同じ時୅を生きた人物が༩えた影響

Masatak a O g aw a of the Stud ent Period
H I SAMAT SU Y oj i

 * 愛媛県総合科学博物館　学芸課　科学・産ۀ研究άループ
　C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum 

についてਂく考࡯した．
化学者小川正孝のۀ੷は科学的な分ੳによって確固た

るධՁがなされたが，一方，小川のาんだ人生について
は明らかになっていない点が多い．自਎の生֔について
文ষにまとめて発表することをしなかったため，小川本
人の言葉をݩにその人生をたどることはできない．現存
するものは，小川がՈ଒や教え子ୡにޠったੲ࿩やその
者ୡが఻え聞いた৘報を後年書き記したものだけであ
る．޾いにも小川の教え子ୡは大変ڵຯਂいエϐιード
を数多く書き残しており，小川の人生が೾ཚにຬちたも
のだったことは，吉原や水関によって明らかにされてい
る 7-10）．このような事৘から，小川の人生についてあま
りエϐιードが残っていない時期も存在する．例え͹，
小川が౦ژで学生生活をૹる，いわΏる書生時୅なども
そうである．ۤ学した小川は旧松山ൡのҭӳ資金でษ学
にྭΉエϐιードが残っているが，そのधڅ時期はఇ国
大学在੶時期と重ならない．小川の学生時୅を支えた学
資が不明な点など，఻えられているエϐιードだけで学
生時୅をたどるには，少し資料に๡しい状況であった．

今回，小川が学生時୅に当たる明治 10 から 20 年୅に
ついて当館で資料調査を行ったとこΖ，౦ژ大学の文書
資料を中心に明治期の資料の中に小川正孝の名લを多く
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見つけることができた．今まで時期や事項にᐆດさが
あったエϐιードのいくつかのৄ細は，これら資料で明
らかになることがわかり，新しい資料を加えて，小川の
౦ژ生活を੔理することが可能となった．

本稿では，小川正孝が上ژして学生生活をૹった明治
14 年から 23 年までの一時期について，文書資料を中心
に当時の高等教ҭػ関の状況を分ੳしながら，小川の置
かれた教ҭや当時の生活環境とط知のエϐιードとの関
࿈性を考࡯し，小川の過͝した書生時୅を再ߏ成したい．

Β༧උ໳ೖ学·で͔ژ্
࣏໌ 1� ೥͔Β 1� ೥·でʢখ઒ਖ਼޹ 1� ʙ 1� ʣࡀ

Ңܦのژ্
愛媛県立松山中学校の四ڃまでट੮で௨した小川正孝

は明治 14 年に༡学のため上ژする．当時，松山中学で
はेڃから一ڃにわたる൒年͝との学期੍であり，ঢڃ
をଔۀとݺぶ׳शがあった 11）．多くの生ెは期の変わ
る 2 月と 7 月に，より高等教ҭػ関を目指して松山を཭
れた．松山を཭れた生ెは中ୀと扱われず，その期に松
山中学からഐ出された生ెとして扱われた．明治 23 年，
松山中学校が明治 19 年の中学校ྩと֐ࡂ෮ڵඅによる
県財੓のඇ常事態により県公立中学校が全て廃ࢭされた
関܎でࢲ立伊ဇਘ常中ላ校となり 12），その第一期ଔۀ
生̓名が名฽に登場する初めてのଔۀ生 13）となる．そ
れまでは松山中学を཭れた者は中学ഐ出であり，小川正
孝は明治 14 年 7 月ഐ出と扱われている 14）．小川の上ژ
した時期は明治 14 年 7 月ഐ出以߱とされるのΈだった
が，ባཅ名士ၚ 15）によって明治 14 年 9 月と特定され，
上ژには༑人が同行したことも明らかになった．

当時の高等教ҭػ関の入学બ抜には，年ྸとݧࢼ合֨
が条݅で学ྺはम学ཤྺの報告だけで入学条݅に含まれ
ていないため 16），地方の中学を中ୀして上ژ，डݧす
る者も多かった．小川は，夏期ٳՋで松山にؼ省してい
た౦ژ大学在学の༑人に౦ژ༡学を相ஊし，9 月その༑
人と一ॹに上ژ 15）する．生まれこそは江ࣳށ三田であ
るが，明治ҡ新直後わずか 3 で松山に引き上げ，松山ࡀ
でҭった 7,10）小川にとって，自਎の記Աでは初めての౦
Ӻまڮધなどの৐り継͗と長いཱྀ程を新ؿ．と言えるژ
で同行してくれた༑人の存在はどれほど心ڧかったかが
推࡯できる．

明治 14 年頃における松山から౦ژへの標準的なཱྀ程
はؿધと鉄道とを৐り継͙ルートであった．੉ށ内海，
۝भをӡ行する各社のؿધで三௡඿ߓからਆށまで移動
し，その後，༣ศؿધ三ඛ会社のؿધに৐り׵えてਆށ
からԣ඿まで移動，最後にԣ඿から新ڮまで鉄道で移動
して౦ژに౸ணする．西南ઓ૪がきっかけで海ӡۀにਐ
出する者が૿えたおかげで੉ށ内ߤ࿏は大ܹઓߤ࿏と

なり，三௡඿ߓにもຖ日数੭のؿધが寄ߓしていた 17）．
までށからਆߓધを使うと三௡඿ؿ 1 日 18）で移動でき
た．明治 6 年の記録によると大ࡕ三௡඿ؒのӡ௞は上等
4 ԁ，中等 3 ԁ，下等 2 ԁ 50 મ 19）．明治 14 年における
ӡ௞もおおよそ同じと考えられる．またਆށԣ඿ؒは明
治 14 年の記録で年ؒ 95 ศ就ߤ 20）していたので，月 8
ศつまりほ΅ຖि 1 ԟ෮のϖースの就ߤだった．ਆށԣ
඿ؒの所要時ؒは໿ 3 日，ӡ௞は上等 20 ԁ，中等 9 ԁ，
下等 6 ԁ 20）（下等は 7 ԁの時期もあった）だった．ԣ඿
新ؒڮの鉄道移動は໿ 35 分．1 日 12 ԟ෮ӡ行され，ཱྀ
٬ӡ௞は上等 1 ԁ，中等 60 મ，下等 30 મ 21）だった．
明治 16 年に発଍する旧松山ൡ主による在ژ旧松山ൡ子
ఋへの঑学੍度，常൫会規ଇによると，౦ژから松山へ
がֹڅする生ెへの支ڷؼ 10 ԁ 22）だった．これはધ，
鉄道によるӡ௞実අ程度だったことが分かる．松山から
౦ژまでのཱྀ程は，৐り継͗が良くても 3，4 日かかる
ため，そのؒの৯අ等ܦඅも当然必要となる．ૣくに෕
਌を๢くし松山ൡからの少ない公࠴で生活していた小川
Ո 7,10）にとって，正孝の上ژは大変なෛ୲だったにҧい
ない．

小川の上ژに同行した༑人は，明治 14 年の夏ळに౦
大在学の条݅から名฽でߜりࠐΉことができる．当時で
も౦大中్ୀ学者は少なからずいたことをצ案して，明
治 13 年名฽ 23,24）に第一から三年ڃでܝ載され，明治 14
年名฽ 25）には第ೋから四年ڃで名を࿈ねている，もし
くは明治 13 年に四年ڃで 14 年名฽に再度四年もしくは
ક科である愛媛県出਎者をリストアップする．ީิ者は
明治 13 年名฽で法学部第三ڃの三ُ࡚之助，理学部化
学科第三ڃの٦ᑇ三࿠，文学部第一科第ೋ年ڃのึੵീ
ଋとલ川ُ࣍࿠にߜられる．このうち三࡚はؙُ出਎（明
治 9 年から 21 年まで߳川県は愛媛県に合ซしていた），
ึੵは宇和島出਎であるため松山出਎の小川と઀点がな
いとして除外すると，٦，લ川が小川上ژの同行者ީิ
となる．2 人の出਎地のৄ細は不明である．もし，༑人
が٦であれ͹，ক来化学者としてਐΉ小川のਐ࿏にԿら
かの影響があった可能性も考えられる．٦の 2 のڃ上ڃ
化学科研究科在੶のߕ賀એ੓，吉田彦࿡࿠は，明治 11
年に૑立した化学会（後の౦ژ化学会）の૑立メンバー
26）でもあった *1）．٦は化学科ଔۀ後の明治 15 年にࢮ๢
27,28）する．લ川は明治 16 年に新ׁへ೚用 29）される．

もう一つの可能性として౦ژ大学ҩ学部の学生も考え
られ，当時の名฽から小川と઀点がある学生 1 名の存在
が認められる．明治 7 年に 14 以上が就学する఻श所ࡀ

（後のൣࢣ学校）が設置され，その第一੮（最上ڃ生）
には 14 孝ࠀの大西ࡀ 30）がいた．উ山小学校は同年，఻
श所の付ଐ小学校となり，小川は 9 でউ山小学校本課ࡀ
に編入する．もともとউ山学校課外੮から分཭した఻श
所はউ山小学校と同じෑ地内にあったので，2 人に面ࣝ
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があった可能性も高い．明治 14 年の夏，大西ࠀ孝は౦
大学ҩ学ೋ等༧科生ژ 31）であり，ळにはҩ学一等༧科
にਐڃ 32）する．明治 14 年はҩ学部༧科が༧උ門に編入
するલであったので，౦ژ大学ҩ学部ಠ自の༧科であり，
༧科生であっても౦ژ大学のҩ学生と扱われていても不
に同行した༑ژલ川，大西が小川の上，٦．でないٞࢥ
人のީิ者であるが，現状ではこれ以上ܾめ手となる資
料はない．小川との年ྸࠩは 7 ～ 8 とࡀ 5 であり，൴ࡀ
らが松山を཭れたこΖの小川は年ྸ的にまだ幼い．൴ら
がڷཬにؼった時に౔産࿩を聞きながら਌ަをਂめたの
だと૝૾できる．

新ڮで༑人と別れた正孝がまず޲かったのは日本ڮ඿
町の久松ఛ 15）だった．旧松山ൡ主久松Ոは，学ۀをम
めるために上ژした旧ൡ士子ఋにఛ内の長屋をॅ居とし
て無ঈでఏڙしていた 33）．上ژ直後の小川にはもはや
݆໿が必要で，ॅ 居は旧ൡ主におئいする必要があった．
Ո଒から正孝に許された学資はわずか月 2 ԁ 15）．今後
の授ۀ料の支෷いなどを考えても，かなり੾り٧めた生
活をしなけれ͹ならなかった．当時の物Ձの例を表̍に
記す．

久松Ոが書生たちにఏڙしていた長屋部屋については
正岡子規の記ड़にৄしい 34）．ఛ中に南北にฒぶ長屋で，
入口は౦に面し，西には֨子がはめられた高૭だけが
あった．ؒ 口は2 （ؒ໿3.6m），Ԟ行きは4 （ؒ໿7.2m）で，
部屋がೋؒと一௶の୆所がඋわっていた．図 1 にある明
治 17 年発行のޒઍ分一౦ژ図測ྔ原図 34）には，久松ఛ
内の建物がৄ細にඳかれている．図によると，当֘長屋
はఛ内西端の川Ԋいに഑置されていたことが分かる．

上ژཌ日に自ਬ用のುをങい 15），16 の小川少年のࡀ
౦ژでの新生活は久松ఛ内の書生部屋から࢝まった．小
川の入居時にԿ人のઌഐが入居していたかは不明だが，
子規もそうであったように，ૣい時期に小川もこの部屋
を出ることになったことがその後のエϐιードから推測
される．

学校ཱڞ
ॅΉ場所がܾまった小川は࣍に学校探しを行った．౦

大学༧උ門に入学する必要ژ大学を目指すにはまず౦ژ
があった．しかし地方中学を中్ୀ学して上ژした者に
とって༧උ門入学は೉関で，別の学校に௨って༧උ門合
֨の学力を஝えるのがී௨だった．特に地方出਎者に
とってӳޠ力不଍はਂࠁで，初等中学科，高等中学科を
ଔۀしてもӳޠ力が不े分で౦ژ大学への入学が認めら
れない者が続出した．そのため明治 16 年，༧උ門にお
いてӳޠ学ઐम課が։設され，ӳޠ以外の科目で入学ࢼ
ઐम生としてޠに合֨した者をӳݧ 1 年ؒ༧උ門でӳޠ
教ҭを行い，༧උ門本校 2 大学法理ژ以上あるいは౦ڃ
文三学部にਐڃさせるા置 36，37）がߨじられた．当時の

小川も自分のӳޠ力が不े分であることを自֮してい
た．そんな小川がબんだ学校はਆ田区୶࿏町にあるڞ立
学校 15）だった．（図 立学校は༧උ門入学のためのڞ（2
ઐ門校であり，この学校で 1 年ؒ༧උ門डݧのための学
力を஝えることにした．

立学校ڞ 38）は，明治 5 年の։学以来ӳޠ教ҭに஫力
し，౦ژӳޠ学校や海܉ฌ学校へਐ学する者を多くഐ出
した．しかし明治 9 年から 10 年にかけての西南ઓ૪と
コレラຮԆで廃校ੇલにまで௥いやられる．学校再建の
ため，ڞ立学校は༧උ門教授の高ੋڮਗ਼を校長に迎え，
学੍を改め，༧උ門に入学する準උ教ҭ学校として生ま
れ変わった．小川の入学するこΖはその実੷が出࢝めた
時期だった．

明治 14 年の༧උ門は生ెの自然法ଇをಡΈ解く力の
௿下が໰୊ࢹされɺそれによる国内の理系研究力の௿下
が危惧されていた．そこで同年 8 月に学科教程を改定し
て第四ڃが廃ࢭされ，四学年੍から三学年੍に変ߋさ
れた 39）．それをडけて同 8 月，ڞ立学校は従来のӳޠ，
Կ学のز，術に加え୅数学ࢉ 4 教科にཤम学科を૿やし，
༧උ門第四ڃから第三ڃへの入学準උへと଎やかに教程
を改正 40）した．։けて明治 15 年 2 月にはさらに西༸ྺ
史と西༸地理の 2 教科を௥加する．当時は୹い期ؒに学
੍や教程の変ߋが܁りฦされる時期でもあった．

当時のڞ立学校にはӳޠ学科と和׽学科の 2 学科があ
り，मۀ年限は 2 年と定められていた 41）．ӳޠ学科は
൒年を 1 期として 2 年 4 期とし，和׽学科は期を定めな
かった．階ڃを̐等に分け，ຖ年 2 月，7 月に定期ݧࢼ
をしてਐڃを判定し，ྟ時のঢ߱も認められていた．ࢼ
ཤྺ書のఏ出で入学が許可され，その後ۀではなく学ݧ
の学力ݕ査により階ڃがܾめられた．授ۀ料はӳޠ科で
一月 1 ԁ，和׽科で 25 મ．ଔ੍ݧࢼۀ度がなく，༧උ
門に入学する者をもってଔۀ生とΈなしていた 42）ため
1 年でଔۀすることも可能だった．小川正孝も 1 年でڞ
立学校をଔۀすることとなった．

実Ոからの࢓ૹりの൒ֹが授ۀ料にফえる．ڞ立学校
入学後し͹らくすると，小川は学校がऴわって༦方ؼ୐
後に筆ߞ（本の筆写）のアルバイトを࢝めた 43）．就৸
時ؒが໷中の 1 時 2 時になったとのことなので，アルバ
イトとษ学にྭんでいた生活がうかがえる．ባཅ名士ၚ
には，周りの༑人からஆかいԉ助もあって，৯අや਎の
回りの඼への支出を੾り٧めながら学໰にྭΈ懸໋に生
活していた小川の当時の生活が記されているが，その中
におかΏだけで生活していた記ड़がある．この部分につ
いては，後年Ҩ଒が誤りだと指ఠしている．記者が੩岡
の小川୐にऔࡐにきたとき，ちょうどお腹をյしておか
Ώを৯べていたことがあの記ड़を生んだとのことで，小
川の࠺૊ॹが息子に࿩したエϐιードとして残っている
44）．
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લड़のとおり，ӳޠ力の不଍は小川本人も実ײしてい
た．本人による記ड़は残っていないが，後年，学生に࿩
していたসい࿩のࢥい出を小川の教え子でもあった੨山
新一が書き残している 45,46）．小川は自分のӳޠ力不଍を
解ফしようと，༧උ門入学લの一時期，ӳ国人から࣋ち
かけられた同居࿩をのんで，100 日ほどそのӳ国人と同
居していた．Ոの手఻いをする୅わりにޠ学を教わる໿
ଋだったにもかかわらず，ञบの悪いӳ国人にいいよう
にৼり回され，最後にはޠ学ษڧどこΖかञの手഑や๫
力までৼるわれるようになり，若ׯ 16 の若き小川少ࡀ
年はそのӳ国人が৸ているؒに引ӽしを断行するという
ۤいݧܦをする．後年，このエϐιードを手ৼり面白く
সい࿩にしてよく࿩していたとのことなので，この౦ژ
での洗礼をݧܦとして自਎でうまくঢ՚させられたよう
である．ӳ国人との同居のࣦഊஊが༧උ門入学લという
ことで，小川が久松ఛ書生部屋を出るおおよその時期が
推測される．書生部屋でפさにౚえた回૝ 47）からౙの
ؒはまだ書生部屋にいた．༧උ門のडݧが明治 15 年 6
月でそれまでに 100 日ほどのӳ国人との同居生活がڬま
れるので，明治 15 年य़，໿൒年ؒで久松ఛを出た計ࢉ
となる．

౦ژ大学༧උ門の入学条݅ 48）は表 2 のとおり，年ྸ
14 への合֨である．明治ݧࢼ以上かつ入学ࡀ 15 年の定
期入学ݧࢼは 6 月 12 日から 20 日のؒ 49）に行われた．
ғはऍ解（万国史，ӳ国史，第ൣݧࢼ 4 ಡ本の類），文
法（字学，解๤），ࢉ術（ऴわりまで），୅数（一࣍方程
ࣜऴわりまで），زԿ（ϩϏンιンزԿ第 3 のऴわりר
まで），地理（総体大意），和׽文（日本外史）でこのൣ
ғから出୊される．主だった教科はӳޠと数学だが地理
やྺ史もあってൣݧࢼғは広く，ڞ立学校 1 年ؒの学श
ではडൣݧғ全ての学शは೉しかった．数学は༧උ門の
ݧғまで学शがؒに合わなかったので，小川はडൣݧࢼ
の一िؒલに公ࣜをؙ暗記してݧࢼにྟんだ 50）とのエ
ϐιードが残っている．それでも見事ݧࢼに合֨し，明
治 15 年 9 月，小川正孝は౦ژ大学༧උ門の第一年（第
三ڃ）に入学する．この年，小川と同じくڞ立学校から
౦ژ大学༧උ門の第三ڃに入学したのは 75 名に上った
51）．༧උ門入学ۀࢼ状況 52）によると，明治 15 年度は定
期入学ۀࢼを含んで計 3 回の入ࢼが行われ，102 名が第
三ڃに合֨したので，実に 75 % がڞ立学校からの入学
生になる．ڻ異的な入学཰といえる．

౦ژେ学༧උ໳
࣏໌ 1� ೥͔Β໌࣏ 1� ೥ʢখ઒ਖ਼޹ 1� Β͔ࡀ 2� ʣࡀ

༧උ໳でのਐڃと੒੷
౦ژ大学༧උ門は 9 月に新学期が࢝まり 7 月で学年が

ऴわる年度ߏ成であり，༧උ門本ᴇ
㆓ㆄ

での小川正孝の学生

生活は，明治 15 年 9 月 11 日にスタートする．明治 15
年はҩ学部༧科が౦ژ大学༧උ門に統一され本ᴇと分ᴇ
が設立する年でもあり，本ᴇが౦ژ大学法理文三学部
へのਐ学，分ᴇが同ҩ学部へのਐ学コースとなった 53）．
༧උ門第一年࣍を第三ڃとݺび，最高学年の三年࣍を第
一ڃとݺぶ．本ᴇ第一ڃをଔۀすれ͹౦ژ大学法理文三
学部のいずれかの学部への入学が認められた．明治 15
年の第三ڃは 5 クラス総勢 157 名．小川正孝は第三ڃೋ
ノ૊ 54）にଐした．（図 3）同じ૊に஑田٠බもいた．こ
れ以߱，小川は大学Ӄをࣙめるまで஑田といつもクラス
をともにする *2）．ちなΈに当時の大学は成੷ॱで੮が
ܾまる，いわΏる੮࣍が採用されていたが，༧උ門の૊
分けは੮࣍ではなくศٓ上の分類で各૊同等 55）であっ
た．

小川が上ژし༡学を࢝めた時期は明治੓෎の教ҭ੓ࡦ
のターニンάϙイントで，։明主義からठ教主義へ，知
ҭ中心から徳ҭ重ࢹ主義への転׵がਐめられていた．༧
උ門入学の明治 15 年 9 月に本ላ教科が改定され和׽文
科がॆ実 56）する．また，第ೋڃに記฽法，第一ڃに物理，
化学，理財学が大学から߱りて課目に加わった．化学が
༧උ門のߨ義に߱りてきたことは小川にとってはت͹し
い改定だったにҧいない．化学の教科書はエリオット，
ストレルによる化学初าを使い，第一ڃのೋ，三学期に
義が行われたߨ 57）．化学のߨ義では，લ日に出した課
୊のݧࢼを行って生ెのशख़度をはかりながらߨ義を行
うとともに，種々の実ݧを実施した．当時の化学ߨ義は，
教ࣨ内で࠲学の్中に実ݧを見せるスタイルが主流であ
り，༧උ門でもߨ義に加えて種々の実ݧを示すとڧ化細
目にも記載されている．༧උ門の教科は表3にまとめる．

༧උ門での成੷は学期͝とのݧࢼと日常の成੷，学年
຤のݧࢼの成੷から課目ධ点として 100 点ຬ点の点数で
ධՁされた．全課目のධ点平ۉ஋で学内ॱ位がܾまり，
ධ点平ۉと各課目の合否数によってঢڃ߱，ڃ，ୀ学が
判定された．判定時期は各学期，学年͝とにあり，大変
しいものだった．成੷の判定については表ݫ 4 にまとめ
る．ཤम科目全てが必मなので，生ెは全ての教科につ
いてຬวなく良い成੷を保つ必要があった．౦ژ大学文
書館の資料 58）をݩに小川の在੶した期ؒの༧උ門全生
ెのୀ学者数をάラϑ（図 4）にまとめる．全学年のデー
タとはいえほ΅ຖ月ୀ学者を出しているのはڻくべきこ
とで，༧උ門の過ࠅさをよく表している．ୀ学者の多く
は表޲き࣬පや事ނによるୀ学とされていたが，その実
は学ۀ不ৼと推࡯されている 59）．

明治 15 年に 5 ૊ 157 名いた第三ڃからの小川の同ڃ
生のঢڃを༧උ門一ཡ 成੷表ݧࢼ，（60,61 62），ଔۀ生名฽
63）から௥੻する（表 5）と，ཌ年の明治 16 年に無事第
ೋڃにਐڃできた者は 49 名．全体のわずか 3 分の 1 程
度しか 1 年でਐڃしていない．લ年のམ第者も加えて第
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ೋڃは 3 ૊ 55 名となり三ڃから૊数生ె数ともܹݮす
る．その中で，明治 17 年に第一ڃへਐڃしཌ明治 18 年
7 月にଔۀできた同ڃ生は 32 名．この年の本ᴇଔۀ生
が 73 名なので൒分はલ年度留年૊からのଔۀという計
するのは大変ۀになる．このように༧උ門を三年でଔࢉ
೉しく，小川と同期入学 102 名のうち三年でଔۀするׂ
合は 31% にす͗ない．༧උ門では各学期，学年のݫし
い判定でਐڃや߱ڃ，ୀ学がܾまるだけでなく，ೋ年以
上同じڃに留まるとୀ学しなけれ͹ならず，明治 15 年
の第三ڃ 157 名のうち，名฽から࢟をফした者は໿൒数
の 74 名に上る．ୀ学した者のその後のৄ細は不明なこ
とが多いが，他省管׋のઐ門教ҭػ関である工部大学校
やۨ場農学校等の在学生名฽を調べると，4 分の 1 ほど
༧උ門ݧܦ者を見いだせた 64）．

このようにݫしい就学環境の中，小川正孝は明治 16
年 9 月にೋڃ三ノ૊ 17 名のクラスに஑田とともにਐڃ
し，明治 18 年 7 月，見事三年でଔۀ 65）を果たし，理科
๬ࢤ 20 名の一員として੖れて౦ژ大学理学部へਐ学す
る．（図 5）

༧උ門時୅の小川の成੷を知る資料 62）が残っている．
明治 17 年 12 月に༧උ門で実施されたݧࢼ成੷表（図
6）で，第一ڃの第一学期の成੷表にあたる．੮࣍ 23 番
に小川正孝の名લがある．成੷を書き記してΈると，म
਎学 80.0 点，和׽学 70.5 点，ӳ文学 76.0 点，ޠ解 73.0
点，୅数学 87.0 点，三֯法 58.0 点，物理学 77.5 点，動
物学 82.5 点，ը学 66.0 点，体ૢ 74.8 点，総得点 741.3 点，
平ۉ点 74.1 点でٴ第，ܽ課，േともに無しである．各
課目ຬ点は 100 点，合֨は 60 点以上である．今回の小
川の成੷は三֯法だけ 60 点を下回っているが，学期の
஋がۉ結果なら͹全課目の平ݧࢼ 60 点以上あれ͹ 50 点
以上得点した不合֨課目は 3 つまで無条݅でٴ第判定で
あり，ٴ第となった．たとえ最௿点が 50 点を下回って
も平常成੷࣍第ではٴ第とされる．この時のݧࢼは第一
ڃ 87 名中，ٴ第が 76 名，不合֨が 4 名，ܽ੮が 5 名で
あった．

༧උ໳のڅඅ੍౓とৗ൫ձ঑学ۚ
౦ژ大学༧උ門の授ۀ料は 1 学期 2 ԁ 66）であったの

で，3 学期੍から単७に月でࢉ׵すると一月 50 મとな
る．さらにಧけ出により൒ֹのݮೲを許可されることが
あったので，े分な収入をもたなかった小川はこの੍度
を使ったのではないかと推測する．小川の入学した明治
15 年はڅඅ੍度が༧උ門になく，当時 300 名ほどの生
ె全員が自අ生 55）だった．明治 16 年 4 月から๙৆څඅ
੍度がಋ入 67）されるが，༧උ門全体で 6 人しかબ定さ
れず，小川と同ڃでબ͹れたのは三好学，ᖒ邊ণຩ，஑
田٠බの3人だけ68）だった．とこΖが小川の収入状況は，
༧උ門第ೋڃにਐڃしてし͹らくすると大きく改ળされ

る．愛媛の঑学金のڅඅがडけられたのである．
明治 16 年 6 月，旧松山ൡ主であった久松Ոが，旧松

山ൡ士子ఋの౦ژでの学ۀを支ԉするための団体，常൫
会を設立 69）する．もともと久松Ոは旧松山ൡ士子ఋに
学資の支څや日本ڮ඿町ఛ内の長屋を無ঈでିし༩える
など，子ఋの学ۀ支ԉ活動を行っていた．そこに松山出
਎の在ژの者たちが旧ൡ子ఋの౦ژでの就学を支ԉする
財団設立と出資の相ஊを久松Ոに࣋ちかけたとこΖ，久
松Ոから全ֹ出資することがఏ案され，それによって常
൫会が設立する．在ژの旧松山ൡ士 5 名以上，松山在ॅ
の旧ൡ士 3 名以上で೚໋されたੈ࿩ֻが学資支څや学生
؂ಜ等を行った．௞අではなくڅඅ事ۀで，一ϲ月 7 ԁ
を上限として学資が支څされるとともに書੶ߪ入୅金は
別にॆ当された．上ژඅ用やපؾ回෮が認められない者
の松山へのؼ県ަ௨අ支څまでडけられる大変手厚い੍
度であった．څඅ生生ె心得にも本੍度が旧松山ൡ主の
徳義でありそのझࢫを理解することがまずᨳわれた．旧
ൡ子ఋへのԸܙ的な学事঑ྭなので，もし௞අとしてฦ
৘がૄִすることとなײが଺った場合のಜଅで૒方のࡁ
れ͹ૉࢤに൓するためڅඅがબ͹れた．ൡ士子ఋを大事
にする立場がよく表れている．さらに明治 20 年には各
所に下॓していたڅඅ生の保護と؂ಜ，څඅ生以外にも
ศٓを図る目的で，寄॓舎まで։設された．

この手厚い঑学੍度のडڅ資֨は，ຬ年ྸ 17 以上ࡀ
25 または同等のۀ以下の඼行方正で初等中学科をଔࡀ
学力を有する者であった．当初は旧ൡ地士଒に限定され
ていたが，のちに一ൠの学生にも門ށが։かれた．明治
16 年，この঑学金څඅ生の最初のื集時に 18 の小川ࡀ
正孝もԠืする．しかし残念ながらڅඅ第一号にはམબ
した．第一号に採用されたのは௭一ဇ 70）だった．どう
しても঑学生になりたかった小川は，常൫会へ建白書を
書いた．その建白書がಡΉ者のڳをଧつ文学的な良文で
あったためڅඅ生に採用された 71）と後年小川は教え子
に࿩している．確かにڅඅ生のબ定には年ྸ，学力，性
質，学資のܽ否に加えࢤ๬動ػもબ定基準に入ってお
り，ੈ࿩ֻの協ٞによって久松Ոへの推ન者をܾ定して
いたので，建白書が採用のܾめ手になることもे分にあ
り得た．そうして小川はڅඅ生第ೋ号となり，௭に஗れ
ることೋϲ月の明治 16 年 12 月から঑学金をडڅ 70）す
る．その࣍のڅඅ生は明治17年2月に1名がબ出された．
いで࣍ 3 月に 3 名，7 月に 2 名と続く．3 月։࢝のڅඅ
生の一人は正岡子規である．小川は常൫会から 5 ԁをڅ
༩ 47）され，そのおかげで学໰にઐ心することができる
ようになった．

අ生になると，定期的にੈ࿩ֻとの面ஊがあり，मڅ
学の状況などを報告する必要があった．学科の変ߋや転
校，ཱྀ 行やؼ省を行うにも常൫会への許可が必要だった．
౦ژのੈ࿩ֻの一人に内藤ૉ行（໐雪）がいて，小川と
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は面ஊを௨じて஥をਂめたとࢥわれる．内藤と小川の付
き合いは൩年まで続く．内藤は౦北ఇ国大学総長となっ
た小川を๚ね，ആը（図 7）をଃっている 72,73）．小川の
幼少からのあだ名であるหܚをඳき，ആ۟「ྋしさや܅
が؟裏のઍ松島」をఴえて「หܚさんのҝ」と書き記し
ていた．77 の内藤໐雪がࡀ 59 ݺとܚの小川をなおหࡀ
ぶؒฑであったのだ．

小川の常൫会څඅには若ׯのٙ໰が残る．一つはڅඅ
ֹである．正岡子規は༧උ門時୅に月 7 ԁ，ఇ国大学時
୅は 10 ԁのڅ付をडけた 74）．小川のڅඅֹが月 5 ԁと
大きくࠩがつき，このことにはٙ໰が残る．もう一つは
期ؒである．他のڅඅ生に比べてڅඅ期ؒがۃ端に୹い
のだ．小川のڅඅ期ؒは明治 16 年 12 月から明治 19 年
の 12 月までの 3 年ؒである．౦ژ大学༧උ門の第ೋڃ
1 学期຤からఇ国大学理科大学 1 年 1 学期຤までに相当
する．௭一ဇの支څ期ؒは明治 23 年 7 月までの 7 年ؒ．
10 年以上څඅをडけた者もいた．数年でडڅがऴわる
者は在学中にࢮ๢した者，あるいは్中で陸海܉ฌ学校
に入学した者だけである．常൫会規ଇによれ͹څඅのࠩ
しࢭめは許可を得ない転校や学科変ߋ，ୀ学した場合や
์౺やۃ端な成੷不ৼ，පؾでम学不能にؕる場合であ
るが，小川にそのようなことはなかった．学අは当然こ
の後，大学Ӄをୀ学するまで必要となった．小川は明治
19 年にఇ国大学が஀生した時に૑設された文部省の௞
අ生にબ͹れ，学資はそれでॆ当できたようだが，څඅ
と௞අでは大きなҧいがある．この݅は後で再度ٞ論す
る．ባཅ名士ၚには，久松Ոのڅ༩金はނあってࢭめら
れた 75）とだけ書かれている．小川も記者にৄしくޠら
なかったのであΖう．

౦ژେ学ཧ学෦ٴͼఇࠃେ学ཧՊେ学ٴͼେ学Ӄ࣌୅
࣏໌ 1� ೥͔Β 23 ೥·でʢখ઒ਖ਼޹ 2� Β͔ࡀ 2� ʣࡀ

౦ژେ学ཧ学෦のҠసとڥ؀ڀݚ
小川正孝は明治 18 年 7 月に౦ژ大学༧උ門をଔۀし，

౦ژ大学理学部に入学する．౦ژ大学法理文三学部に入
学した最後のੈ୅となった．明治 18 年から 19 年にかけ
て，౦ژ大学と関࿈の高等教ҭػ関は大きな変ֵ時期に
あり，౦ژ大学は明治 19 年 3 月のఇ国大学ྩ公布によ
り廃ࢭされ，ఇ国大学へと生まれ変わる．まず，ఇ国大
学設立までの変ભと校舎移転に൐う研究環境の変化につ
いて֓観する．

ఇ国大学が生まれる直લ，౦ژ大学の移転と理学部の
再編が行われる．౦ژ大学法理文三学部は明治 10 年の
૑設時には校舎のあるਆ田一ツڮからઌにҩ学部が新ங
移転していた本ڷの地へ移転する計ըをたて，文部省に
ఏ出 76）した．主にܦඅの໰୊でឯ༨ંۂ 77）はあったが，
法文学部は明治 17 年 8 月に新校舎とともに本ڷに移転

を果たす．移転に大きなܦඅがかかる理学部は，ᬭ
ㆂ

学部
の各施設をؒ借りする形でਆ田一ツڮから本ڷへ移転
し，その後本ڷに建設される新しい理学部各施設へと移
るೋ段ߏえで移転することとなった．理学部の第一段階
の移転は大学事務ࣨ，新ஙපࣨの流用とԾ設の建物等の
利用 78）で明治 18 年 8 月຤に完了する．පࣨの教ࣨ使用
期限は 1 年だった．移転により本ڷで最初に新ஙされる
理学部校舎はレンガ଄り 2 階建地下ࣨ付きの化学実ݧ場
で，ண工は明治 17 年，ॡ工は明治 21 年だったが，完成
すると化学科ઐ用の建物のはずが地学科，物理学科も同
居することとなった．地学，物理学科が 1 階を，化学科
が 2 階を使用した 79）．さらに最ऴ的にその建物は物理
学教ࣨとなる．化学ઐ用教ࣨが別౩で完成するのは大正
5 年のことだった 80）．

明治 18 年຤には౦ژ大学理学部の学科再編もあった．
理学部にあったػց工学，౔木工学，採߭໶金学，Ԡ用
化学，଄ધのॾ学科が，明治 18 年 12 月に理学部から分
཭して工᥁学部となった 81）．同時期に工部省が廃ࢭさ
れ，所管していた工部大学校が文部省へ移管される．明
治 19 年 3 月にఇ国大学が૑設されると，旧౦ژ大学理
学部工᥁学科と旧工部大学校が合わさり工科大学が設立
される．当初の工科大学はࣳ区ދノ門にある旧工部大学
校校舎を使用していたが，本ڷの校舎が明治 21 年に完
成し，同年 7 月຤に移転する 82）．

લ年度まで理学部と༧උ門は同じਆ田一ツڮの校舎
だったが，明治 18 年 9 月，౦ژ大学理学部入学と同時
に小川正孝は 3 年ؒ௨ったਆ田一ツڮの校舎から本ڷの
校舎へと移ることになった．そのさらに 3 年後，理科大
学ଔۀ൒年લに，新しい理学部校舎へとまた引ӽすこと
になる．小川は最高学年の学生として引ӽし作ۀにも中
心的にಇいたにҧいない．੍度の変化に຋࿔されながら
も小川は࣋ちલの正直さで雑事も研究も真面目にऔり૊
んだであΖう．

౦北ఇ国大学時୅の教え子である小஛無ೋ雄が当時の
大学での実ݧ環境について，小川から఻え聞いたҳ࿩を
残している 83）．小川が在੶していた当時，౦ژ大学に
はまだガスが来ておらず，有ػ化学のݩૉ分ੳはうな͗
屋がうな͗をমくときに使うような࿍に୸Րをおこして
実ݧしていたとのことである．事実，明治 19 年，ఇ国
大学のᬭ理ೋ大学ではガスで実ݧできないことが໰୊に
なっていた 84）．工科大学は工部大学校時୅から౦נژ
入して引用していたが，ᬭ科大ߪ会社より石୸ガスをࢩ
学，理科大学ではアルコールを使用していた．当然アル
コールではे分な೤ྔが得られず，実ݧ内༰の੍໿や実
移ڷ時ؒ௒過の໰୊に直面する．そこで工科大学の本ݧ
転に合わせて，三大学全て೩料をガスに統一することと
なった．明治 19 年 11 月のことである．同時に法文ೋ大
学を合わせたޒ大学，図書館，ҩӃ，寄॓舎等の֗౮の
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形ࣜも統一することとなった．石༉౯，ガス౯，ి౯と
各施設が使用しているඋ඼がバラバラだったとこΖ，Ր
等の҆全性，初期౤資ֹ，ランニンάコストから明かࡂ
りは౦ిژ౯会社に委託してి౯をӡ用することとし，
೩料は大学ߏ内に大型のガスタンクを設置，໷ؒ഑ૹの
ガスをஷ蔵してߏ内それぞれに഑管して使用することに
ܾ定した．この案のࡦ定は設置された調査委員会が୲当
した．委員には小川の所ଐ࠲ߨである理科大学化学科の
教ࢣダイバースと同教授ࡩ井ৣೋ，工科大学教授高松ᩕ
吉，同助教授藤岡市助らでߏ成され，調査を行った．また，
理科大学新校舎に引ӽしした直後の明治 22 年 5 月には
ガス࿙れが発生．मસしても度々ىこるために，理科大
学長から౦ࢩנژ会社へ原Ҽ究明の要๬ 85）をしている．
小川の在学時୅は万事੔った環境とは言えない状況で研
究を行っていたことが分かる．

౦ژେ学͔Βఇࠃେ学࣌୅のॴଐ
明治 18 年入学の小川は౦ژ大学法理文三学部最後の

ੈ୅と同時に，ఇ国大学理科大学最初の化学科ଔۀ生と
なるが，この所ଐの変ભについてまとめる．౦ژ大学は
4 年੍の大学で，第一学年に入学するには౦ژ大学༧උ
門をଔۀした者か，年ྸ 16 生と同ۀ以上で༧උ門ଔࡀ
等以上の学力を認められた者に限られた 86）．理学部に
は数学科，物理学科，化学科，生物学科，੕学科，工学
科，地質学科，採߭໶金学科の 8 学科があった．さらに
四年࣍で化学科は७正化学，Ԡ用化学がબ୒で分かれ，
生物学科は動物学，植物学に，工学科はػց工学と౔木
工学がબ୒で分かれた．明治 17 年 5 月には海܉省付ଐ
଄ધ学科が設けられ，明治 18 年 12 月に工学系のॾ学科
は工᥁学科として理学部から別れたことはલड़のとおり
である．各学科ઐ門に分かれるのはೋ年࣍からで，理学
部では理学ॾ学科として全員が同じカリキュラϜをཤम
した．小川と一ॹに༧උ門をଔۀして明治 18 年 7 月に
理学部へ入学したのは 20 名で，他学部からの転入や新
規入学も加え 9 月新学期には理学ॾ学科は 23 名となっ
ていた 87）．この中から工᥁学科が分かれ，明治 19 年 6
月຤調べでఇ国大学理科大学へਐڃ༧定の者は 15 名と
なった．その中で७正化学をબんだものは 3 名 88）．小
川正孝，஑田٠බもこの 3 名に含まれていたのはまずؒ
ҧいない．౦ژ大学のਐڃ条݅や成੷判定は༧උ門と同
じ基準で大変ݫしく（表 4），༧උ門をଔۀした༏लな
学生であっても各学部ともୀ学者が出た．6 月຤調べの
15 人中，ఇ国大学理科大学へਐڃできたのは 12 人 89）．
学科変ߋした者とୀ学した者がいた．化学科入学者は 2
名にݮっていた．

明治 19 年 3 月にఇ国大学が૑設されると，それにԠ
じて各高等教ҭػ関の૊৫も統合，改૊が行われた．ఇ
国大学は౦ژ大学より 1 年少ない 3 年੍が採用された

90）．ఇ国大学理科大学は一年࣍より各学科に分かれる．
ちょうど౦ژ大学理学部第ೋ学年がఇ国大学理科大学第
一学年に૊Έࠐまれた形になった．（図 8）

それに൐い，旧౦ژ大学理学部一年࣍の理学ॾ学科は，
౦ژ大学༧උ門が廃ࢭされて新しく生まれた第一高等中
学校の最高学年に૊Έࠐまれた 91）．第一高等中学校は
5 年ؒのमۀ年限となり，さらに༧උ門の四からೋڃに
相当する༧科一から三ڃと，༧උ門一ڃと౦ژ大学一年
相当となる本科一，ೋ年に分かれた．結局，小川と஑࣍
田は明治 19 年 9 月から૑設したఇ国大学理科大学化学
科一年生となり，正しくਐڃしているにもかかわらず，
2 年࿈続の一年生をݧܦする．また，౦ژ大学化学科時
୅にはઌഐが 3 上すなわち四年生一人だけڃ 88）で，そ
のઌഐも大学Ӄにਐまなかった 89）ので，ఇ国大学理科
大学発଍当時，化学科の学生は小川正孝と஑田٠බだけ
だった．2 人はその後，明治 22 年 7 月にストレートで
ఇ国大学をଔۀし，ఇ国大学理科大学化学科第 1 期ଔۀ
生となった．ೋ人は旧౦ژ大学から数えてちょうど 50
人目の化学科ଔۀ生となった 92）．

౦ژ大学理学部と工部大学校の教員はఇ国大学の理科
大学，工科大学の教員に分けられた．ఇ国大学化学科の
教員には，౦ژ大学理学部からࡩ井ৣೋが教授，吉田彦
࿡࿠が助教授，久

ㆎ

原
ㆯ㇉

᪺
ㆿ

ݭ
ㆤ㇋

がࢣߨで就೚し，工部大学校か
らはエドϫード・ダイバースが教ࢣ，ᆋ

ㆯ ㆋ

和ҝণが助教授
で就೚した．લड़のࢩנ調査委員の高松๛吉は౦ژ大学
理学部，藤岡市助は工部大学校から工科大学への就೚
だった．

小川らが在੶するؒ，化学科ཤम教科はຖ年度変ߋさ
れた．もっとも理科大学化学科に在੶していたのは新入
学生の小川正孝，஑田٠බの 2 名だけであり，上ڃ生の
教科がຖ年変ߋされてもཤमする者がいないので現実的
な໰୊はなかった．化学科はその後，明治 20 年に 3 人，
21 年に 1 人の新入生を迎える．小川在੶時୅の化学科
教科の変ભを表 6 にまとめておく．理科大学一年࣍でも
義に化学がなく物理学主体であった．当時の化学ߨ学࠲
科ではߨ義もݧࢼもӳޠで行われていた 93）．当初は教
の方が学生よりも多く，教授ਞの研究への৘೤をؒ近׭
で見た小川らは，ߨ義以上に多くのことを学びٵ収した
にҧいない．

౦େɾఇେのڅඅ੍౓と学ੜੜ׆
౦ژ大学ٴびఇ国大学における学生のܦඅを比較（表

2）すると，授ۀ料は౦ژ大学が 1 学期 4 ԁつまり年 12
ԁ，ఇ国大学は一月 2 ԁ 50 મだが夏ٳقՋ中の 7，8 月
は授ۀ料をೲめる必要がなく，年ֹ 25 ԁ 94）であるから，
౦ژ大学から比べて年ֹでഒ૿している．寄॓舎生のඅ
用は明治 16 年からの授ۀ料，৯අ，光೤ྔ合わせて月
6 ԁ 95）から授ۀ料，৯අ，光೤අٴび੍෰のඃ෰料ࠐ
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Έでおおよそ 7 ԁ 50 મ 96）と 25% の૿加となっている
が，授ۀ料分を除くとともに月 5 ԁが生活අの計ࢉとな
る．੍෰ඃ෰料とは明治 19 年 4 月に定められた大学Ӄ
び分科大学学生੍෰੍ٴ 97）によるもので，いわΏる学
生෰と੍๧，ۗ には所ଐする分科大学のۗষがつけられ，
小川の理科大学はアルϑΝベットの S 字のۗষだった．
੍෰は明治 19 年 11 月実施されたが当初は学生のؒでも
ࠞཚがあったらしく，ཌ年 2 月には੍෰のண用がなけれ
͹教ࣨ，図書館，ҩӃに入れなくするા置でண用をపఈ
づける௨ୡもなされた．

大学のڅඅ੍度は，小川༧උ門在੶中の明治 16 年か
ら，少しずつその意ຯを変え࢝めた．౦ژ大学のڅඅ੍
度はもともとࡁܦ的に就学ࠔ೉で༏लな学生をࡁٹする
98）もので，授ۀ料と寄॓舎で生活するඅ用を支څする
99）ことで在学時のࡁܦ的ෛ୲を大きくܰݮし，ฦࡁ義
務はあったがଔۀ後 3 年の༛༧期ؒまで設けられる手厚
い保護੍度だった．明治 15 年の౦ژ大学学生明細 100,101）

によると学生のڅඅ比཰は 7，8 ׂにٴび 130 名のڅඅ
生が在੶した時期もあった．学生の寄॓舎利用཰も高く，
自අ生であっても寄॓舎を利用し，寄ׂ॓合は 9 ׂを௒
える学部も存在した．（図 9，10）

とこΖが明治 16 年 3 月にڅඅ੍度の意ຯ合いが大き
く変ߋするऔりܾめがなされる．学ۀ঑ྭのための๙৆
අ੍度څඅ੍度とิ助څ 67,87,102-105）である．લ者は༧උ
門を含め成੷の最も༏लな学生に月 7 ԁの঑学金をڅඅ
するもので，年によって 5 から 21 人がબ出 58）された．
後者は従લのڅඅ生を引き継͙もので，څඅ生はิ助څ
අ生に移行することで引き続きڅඅをडけることができ
た．ただし移行にはଔۀ後の就職条݅をঝ୚ 106）する必
要があった．ଔۀまたはୀ学の日からڅඅをडけた年数
と等しい期ؒ，文部省もしくは౦大総理が໋じれ͹その
職ۀに就かね͹ならないという条݅であり，学生の就学
支ԉに加えて༏लな学生を省ிや学校へഉ出，人ࡐ確保
するための੍度への変ߋを意ຯした．実際にิ助څඅ生
が大蔵省，外務省，日本༣ધや地方中学校，ಔ山など
に就職しその੹務期限を調査した結果が残っている 107）．
また，明治 18 年にはڅඅのఀࢭ条݅やબ抜人数の੍限
などがڧ化され，څඅ੍度はબ抜主義，ҭӳ主義へと
変化した 108）．明治 18 年 11 月຤の調査結果 87）では，理
学部で学生数 68 人にରして表彰څඅ 6 人，ิ助څඅ 32
人，自අ生 30 人，څඅ比཰は 56% ，法学部のڅඅ比཰
は 46% ，文学部で 60% までݮ少した．

明治 19 年，ఇ国大学が૑設されると，学生のڅඅ੍
度は༏लな学生を各քへഉ出することを条݅にした௞අ
੍度に変ߋされ，各省ி，産ۀքから広く঑学金をื集
し，支ԉをうけた学生は原ଇ௞අ期ؒと同じ期ؒの就࿑
義務をෛう੍度となった 109）．加えて省ிや分科大学の
௞අ生には利息が付き，その分のฦؐも必要となったこ

とがఇ大঑学੍度の特徴だった．もっとも，理科大学や
文科大学は౦ژ大学時୅からすでに就職೉が໰୊化さ
れており，就職ઌの大部分は教職員，行੓，੓঎資本
であったۀا にとってଈઓ力となۀاに言え͹ٯ．（110
り得ないઐ門分野について，༏लな学生の就職ઌのѺટ
の意ຯも݉ねており，このことはఇ大の௞අ੍度のझ意
書にもᨳわれていた．ఇ国大学は国Ոਢ要の学術ٕ芸の
理論ٴびԠ用を教授しかつその᥅

ㆄ㇓ㆈㆄ

Ԟを߈
㆓ㆄㆌ㇅ㆄ

究することが目
的 111）であり，そのためにࡁܦ的にम学ࠔ೉でも༏लな
すべての学生に学資をڅするべきだが，そのൣғは大変
広く，限りあるඅ用ではその目的をୡせないため，७正
の原理を探る学科を保護ର৅として大学څඅ規定を作り
౦ژ大学以来のڅඅ੍度を事実上継ঝし，Ԡ用の学科に
個人の௞අを広くื集する，とझ，ۀا，ி׭ってはࢸ
意書には書かれている．ఇ国大学૑設時の঑学金は表 7
にまとめている．特別な保護を要する学科は，法理学，
఩学，史学，和文学，׽文学，博言学，数学，੕学，物
理学，७正化学，地質学，動物学，植物学 112）と定めら
れた．小川の在੶する理科大学は特別な保護を要する学
科であり，理科大学௞අと文部省௞අ，三ඛ社঑学௞අ
の঑学金にԠืすることできた．

学生支ԉには঑学金੍度に加え，寄॓舎੍度も設けら
れていた．౦ژ大学ではڅඅ生は寄॓舎への入舎が義務
付けられ，څඅ金ֹと授ۀ料ٴび寄॓舎での生活අはほ
΅同ֹだった．とこΖが，明治 17 年 8 月の法文学部の
本ڷ移転，ཌ年 8 月の理学部移転により学生支ԉである
寄॓舎が一時期そのػ能をఀࢭする．（図 8）明治 17 年
から 18 年にかけて，移転が一年஗れた理学部こそ一時
的に寄॓཰が૿加するが，法文学部は寄॓཰が移転લの
൒分近くにམちࠐΈ，三学部とも移転が完了した明治
18 年 9 月以߱は三学部学生全員が௨学生となった 87）．
本ڷに寄॓舎が完成したのはఇ国大学が࢝動した明治
19 年 9 月．ఇ国大学は学生全員が寄॓する全ྈ੍を目
指したが，スタート時から施設が不଍したため寄॓舎に
準ずる大学近ྡの公認寄॓所を指定し，学生は寄॓舎と
公認寄॓所に寄॓するࢫを௨ୡ 113）し，௨学生は特別の
理༝による許可੍にした．しかし実৘は寄॓舎が 30 ～
40% ，௨学生は 45% にも上り，有名無実の全ྈ੍であっ
た．

େ学࣌୅のখ઒
લड़のとおり，小川正孝は༧උ門第ೋڃ時の明治 16

年 12 月から旧松山ൡの常൫会঑学金をडڅしていた．
༧උ門は数名の๙৆څඅ生を除き全員が自අ生だったの
で，この঑学金が小川の生活をかなり助けたのは૝૾に
೉くない．ባཅ名士ၚ 114）には，月 5 ԁのडڅで小川の
৯生活が改ળされ，Ӷؾをཆい，学໰にઐ念できるよう
になったتびが記されている．小川在੶中の༧උ門は本
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ᴇ生ె300名程度のうち寄॓生が平ۉして໿3ׂだった．
（図 11）༧උ門で寄॓舎に入舎しても学校঑学金のڅඅ
はडけられない．༧උ門入学લにӳ国人同居からಀげ出
したエϐιードから࣍にॅΉ場所が見つかっていたと考
えると，わ͟わ͟寄॓舎に入る理༝が考えられないため，
小川の寄॓の可能性は௿いと推測できる．

౦ژ大学時୅である明治 18 年のことについては資料
に๡しい．本ڷに移転して全員が௨学生になったので，
少なくとも寄॓舎生活はしていない．฼਌との同居をײ
じさせる記ड़の資料があるが，それらの考࡯は小川のଔ
．時のॅ居と一ॹに後ड़するۀ

小川は明治 19 年ఇ国大学理科大学に入学すると理科
大学௞අ生に出ئした 115）．理科大学の出ئ者は在学 32
名の内，理科大学௞අ生に 11 名，文部省௞අ生に 1 名，
三ඛ社঑学௞අ生に 1 名の計 13 名だった．学年の内༁
は一年生が 10 名で残り 3 名がೋ，三年生だった．理科大
学の小川と同ڃ生は 12 名だったので，ほ΅全員が出ئ
したことになる．大学௞අ生は成੷ॱで上位 7 名がબ͹
れ，બにもれたうちの 3 名は文部省௞අにৼり替えられ
た．小川はৼり替えられた一人だった．理科大学同ڃ
12 名理科大学௞අから 1 名のئい下げがあり，三ඛ社
出ئ者は認められなかったので，理科大学は明治 19 年
9 月 29 日付で計 11 名の௞අ生をఇ国大学に推નした．
同じようなબ抜が他の分科大学でも行われ，ఇ国大学は
明治 19 年 10 月 12 日付で，理科大学の小川を含Ή 10 名
の௞අ生を文部省に推ન（図 12）し，ཌ々日の 14 日か
らૣ଎څඅが࢝まった 116）．

文部省௞අ生は理科大学௞අと同じく年ؒ 85 ԁを上
限にڅඅ 117）された．85 ԁの内༁は௨常月が 7 ԁ 50 મ
で，授ۀ料ೲ付の必要がない 7，8 月が 5 ԁの計ࢉであ
る．基本的に寄॓舎で生活するに଍るֹのڅඅとなって
いる．ฦؐ時には年 6 分の利子がついた．新੍度一年目
であったので，特別保護を要する理科文科大学の新入生
は原ଇ全員が௞අ生に出ئすることになっていたのかも
しれない．明治 19 年຤の学生明細 118）によると，理科
大学，文科大学では，一年生は理科大学のࣙୀ者を除き
全員௞අ生になっている．自අ学生はೋ，三年生だけだっ
た．授ۀ料が໔除されている特଴生さえも一年生は௞අ
をडけた．自අの特଴生は上ڃ生だけであった．௞අ生
出ܦئҢが書かれた資料は見つかっていない．小川はఇ
国大学入学当初，文部省௞අと常൫会څඅの 2 つの঑学
金をडڅしていた．2 つのडڅが小川の常൫会धڅ期ؒ
の୹さに関܎したであΖうと推測できる．文部省௞අが
まったのが明治࢝ 19 年 10 月 14 日で，常൫会は同年 12
月を最後にڅඅがऴわる．ባཅ名士ၚ 114）はこの事実に
৮れ，文部省௞අでఇ大の学අをೲ入し，常൫会のڅඅ
は༁あってࢭめられたと記載している．2 つの঑学金を
同時にडけऔることを常൫会の面ஊで໰୊にされたので

あΖう．小川にとっては，લड़のように，大学の౎合で
文部省の௞අに૊Έࠐまれただけだったのかもしれな
い．もし正岡子規と同じく౦ژ大学入学と同時にڅඅֹ
が૿ֹされていたなら，文部省௞අにԠืする理༝がな
い．小川の場合は文部省௞අより常൫会څඅの金ֹが少
なかった，あるいは小川の例がきっかけとなって後ഐの
අֹが૿ֹされた可能性も考えられる．それらを判断څ
する資料は今の所見つかっていない．ط存の資料では，
小川正孝が明治 20 年から文部省௞අでఇ大時୅を生活
したことだけを教えている．小川の関܎する঑学金੍度
については表 8 にまとめておく．

ཧՊେ学ଔۀとେ学Ӄ
༧උ門，౦ژ大学，ఇ国大学理科大学とどの学校もと

てもݫしい課程の中，小川正孝は見事ストレートでम了
し，明治22年7月理科大学をଔۀ．大学Ӄへとਐ学する．
明治 22 年 7 月の理科大学ଔۀから 9 月の大学Ӄ入学ま
での事務手続きで，小川に関する多くの資料が౦ژ大学
に残っているので，時系列的に紹介する．

ଔۀの直લの明治 22 年 7 月 5 日付で大学Ӄの入学ئ
書 119）をఏ出した．（図 13）この年の理科大学の大学Ӄ
入学ئࢤ者は数学 1 名，化学 2 名，生物学 3 名の計 6 名
だった．ئ書には亜঳ࢎ，亜ྜྷࢎ，亜ེࢎ൓Ԡという研
究テーマが書かれており，小川が理科大学で無ػ化学を
ઐ߈していたことがわかる．7 月 9 日にはଔࣜۀにྟ੮
する਌ੰをಧけている．ଔۀ生は 2 名までট଴すること
ができ，฼਌のよし（Յだがಧ出名฽にはひらがなで記
載）と，਌ੰの大内એᩆの 2 名をಧ出 120）した．（図 14）
ཌ 10 日がଔࣜۀで理科大学からは 10 名がଔۀした 121）．
この時作成された名฽（図 15）で小川の出਎地が愛知
と書きؒҧえられており，લ年度までの大学一ཡには正
しく愛媛と記載されていた小川の出਎地がཌ年度から愛
知と誤植 122）されるのは，このଔۀ名฽の影響と考えら
れる．同様に׭報に記載されたଔۀ名฽ 123）も小川の出
਎は愛知と誤植された．

ଔۀした 7 月 10 日付で文部省௞අֹが日ׂり計ࢉさ
れ，小川のฦೲֹは 235 ԁ 96 મ 8 ྚにܾ定したと文部
省から௨知 124）があった．文部省௞අはଔۀ後に高等ࢣ
ൣ学校または中学校への就職が条݅だったため，ཌ 11
日には，大学Ӄへのਐ学の報告と௞අの継続について，
ఇ国大学が文部省にর会 125）している．7 月 24 日には文
部省から大学Ӄ入学とڅඅの継続についてঝ୚する௨知
がಧいた．この文書において௞අの条݅である中学校教
員が高等中学校の教員であることが示され，大学Ӄ在学
中でもܽ員が出れ͹ண೚するように指示されている．ཌ
日 25 日付で小川の入学許可ࣙྩ書と高等中学校教員ܽ
員時の೚用௨知のडྖ書 126）が留主引੥人，大内એᩆ名
で大学へఏ出される．（図 16）7 月 26 日付の׭報には小

01ԕࡊො୯.indd   9 2019/02/28   8:31



書生時୅の小川正孝

－ 10 －

川らの大学Ӄ入学が報じられる 127）．文部省௞අについ
ては大学Ӄ入学のঝ認と௞අ継続の手続きは行われた
が，ଔۀ後のฦؐԆ期の手続きがされていなかったので
文部省会計局からฦؐの੥ٻがあったものとࢥわれる．
Ԇ期ئ 128）を 9 月 14 日付でఏ出している．

ఇ大 1 期生が初めてଔۀし大学Ӄへ入学するというこ
とで事務処理も༨༟がなく߄ただしかったであΖうこと
が日付のࠁΈ方からもよく分かる．いくつかの文書は小
川の直筆であったようだが，文書によってはかなりཚれ
た文字を書いている場合もあり，大学からのٸな書類ఏ
出指示にࠔ࿭したのではないかと૝૾される．大学Ӄ入
学関܎の書類については，明治 22 年 9 月 19 日付で小川
の大学Ӄの研究指ಋ教׭がダイバースとࡩ井ৣೋにܾ
まったとする報告 129）が理科大学からఇ国大学に出され
ることで一区੾りがつく．（図 17）

େ学Ӄのୀ学とब৬
小川の大学Ӄ生活は一年଍らずでಥ然ऴᖼする．੩岡

ਘ常中学校への就職がܾまったからだ．੩岡行きのܦҢ
は不明だがಥ然ܾまったのであΖう．それからઌの事務
処理の߄ただしさから，े分準උされた就職でないこと
がಡΈऔれる．

明治23年 5月 19日，小川はୀ学ಧ 130）をఏ出する．（図
18）ಧには就職のためとは書かれず，学資支หの్が
ないためと記載されていた．続く 5 月 26 日付で教員໔
許औ得のため，໔許ݕ定ئ 131）を文部省にఏ出する．同
日，ఇ国大学は文部省Ѽに小川が学力，人物，健߁面で
教員たる資質を有しているࢫの推ન文とともに小川のݕ
定ئをૹ付した．小川のݕ定ئには明治 19 年 12 月の文
部省ྩਘ常ൣࢣላ校ਘ常中ላ校ٴ高等ঁላ校教員໔許規
ଇ 132）によりݕ定のґཔとݕ定料の໰い合わせが書かれ
ていた．この規ଇは教員໔許औ得について定められたも
ので，第࿡ᑍには教員໔許औ得にはݧࢼによる学力ݕ定
が必要であり，かつୠし書きに国内外の高等学校をଔۀ
したものでݕ定委員が教員にదした学力があることを認
める場合はݧࢼが໔除されること，第۝ᑍにはݕ定にཤ
ྺ書が必要なこと，第ेᑍにݕ定料の金ֹが定められて
いる．ఇ大大学Ӄ生の小川にはे分な学力が当然認めら
れるので，文部省教員ݕ定委員から上記規ଇ第۝ᑍに従
うཤྺ書のૹ付がٻめられ，5 月 30 日付でఇ国大学は
ཤྺ書のૹ付とݕ定料について報告している．小川がਘ
常ൣࢣ学校ਘ常中学校高等ঁ学校教員໔許状をडྖした
のは 6 月 13 日のことだった．

高等中学校教員のܽ員଴ち状態だった小川は文部省の
指示があれ͹その೚につかなけれ͹ならない．௞අฦؐ
期ؒ内の小川には職ۀબ୒に੍限があり，੩岡ਘ常中学
校へ就職することについて許可を得る必要があった．ୀ
学ಧに就職のためと記載されなかったのは，このことに

関܎するのではないだΖうか．5 月 26 日にݩ文部省௞
අ生小川正孝名で，文部省௞අ規ଇにґり文部省指定場
所として੩岡ਘ常中学校はࠩし支えないかをఇ国大学に
い，同日，ఇ国大学が文部省総務局へ໰い合わせをし࢕
ている 133）．この໰い合わせにରする文部省の回౴には
時ؒがかかっており，໰୊ないとの回౴がఇ国大学にૹ
られたのは 6 月 24 日付だった．小川に௨ୡされたのは
7 月 5 日，小川正孝名で௨知のड理をฦૹしたのは 7 月
8 日であった．

੩岡ਘ常中学校への就職にରする回౴については形ࣜ
的なことだったのであΖう．回౴が来るલに教員໔許が
ަ付 134）され，໔許ަ付よりલに小川は੩岡ਘ常中学校
にண೚した．੩岡ਘ常中学校では農ۀ，化学，博物の科
目を୲当していたळ山保教諭 135）が明治 23 年 3 月 18 日
付でୀ職 136）し，理科の教員が不଍していた．小川正孝
はその理科の教諭として 6 月 2 日付でண೚した．߄ただ
しかった小川の就職スケδュールを表 9 にまとめる．

େ学࣌୅のখ઒のॅॴ
౦ژで学໰にྭんでいた時期の小川正孝のॅ居につい

てはほとんど明らかになっておらず，۩体的なॅ居は日
本ڮ඿町の久松ఛの書生部屋だけだったが，今回の౦ژ
大学文書資料の調査で，いくつか明らかになったことを
基に，他の資料との関࿈性から書生時୅の小川のॅ居に
ついて考࡯してΈる．

明治 22 年ଔۀ名฽ 121），大学Ӄ入学ئ書 119）には小川
のॅ所が記されており，小石川区指ϲ谷 93 番地であっ
た．また，ଔࣜۀにもྟ੮した਌ੰの大内એᩆは小川の
大学Ӄ入学に関する種々の事務書類がૹ付された留主引
੥人であり，そのॅ所 119）は小石川区指ϲ谷 92 番地で
あった．さらに，小川は明治 23 年 4 月 22 日付でఇ国大
学に転居ಧ 137）をఏ出しており，そのॅ所は小石川区指ϲ
谷 94 番地である．近ྡの地番がܝ載された大正ݩ年発
行の地੶図 138）（図 19）を参রすると，3 つのॅ所は地
番のとおりฒんでおり，小川は大内Ոのす͙ྡにॅんで
いたことがわかる．94 番地はෑ地の形から下॓のよう
な形態のॅ居だったのかもしれない．

大学時୅の小川は਌ੰである大内એᩆ୐に寄留してい
たと考えるのは自然ではないだΖうか．঑学金を主な収
入源としてࡁܦ的にギリギリの生活を਌ੰの大内が支ԉ
していた可能性は考えられる．ߖ଒も参列するଔࣜۀに
฼਌とともにট଴することで，౦ژでの生活のԸฦしの
一つになったのではないだΖうか．さらに小川が入学
した各学校には保ূ人のఏ出が義務付けられていた 139）．
大内の名はそこにڍげられるީิとしては有力であΖう
と推測できる．明治 20 年に常൫会寄॓舎が設立され，
౦ژでम学する愛媛県の学生の多くが利用していたが，
小川が利用した記録は残っていない 140）．小川の大学時

01ԕࡊො୯.indd   10 2019/02/28   8:31



久松　༸ೋ

－ 11 －

୅のॅ居が小石川区指ϲ谷であるなら，常൫会寄॓舎を
利用しなかった事実とも੔合する．

༧උ門をଔۀした明治 18 年 7 月，小川正孝はڷཬの
松山にؼ省し，そして今度は฼਌と一ॹに上ژしたとの
記ड़がባཅ名士ၚにある 114）．また，小川の੩岡ਘ常中
学校教員時୅には฼਌，ຓと同居していたことはҨ଒の
資料から確かである．ባཅ名士ၚは੩岡県の名士を紹介
した書੶で，記者が੩岡の小川୐までऔࡐに来たことが
小川のҨ଒資料から分かっている．औࡐ時期は出版年か
ら考えて明治 23 年から 24 年初頭であると推࡯できるの
で，記者の表現に多少のތ張はあったとしても，小川の
記Ա的にも事項と時系列はある程度信པできると考え
られる．明治 18 年の฼を൐った上ژは入学ࣜを見せる
ためだったのか，同居を目的としていたのか，小川のՈ
଒との同居時期をܾ定づける資料はまだ見つかっていな
い．

小川は常൫会のڅඅがૣくにऴわり，常൫会寄॓舎入
居の可能性も௿いが，上ژしていた当時の同ڷの学生生
ెとܾして関܎がബかったわけではない．౦ژでともに
ษ学にྭんでいた松山中学時୅の同ڃ生の西原義೚ 141-

143）が，明治 22 年，小૔ࡋ判所にෝ೚するのでૹ別会を
։いた時の写真が残っている．（図 20）લ列右から 3 人
目中ԝで࠲っているのが西原，そのࠨ後Ζで立っている
のが正岡子規，後列右端が小川である．ਆ田୶࿏町で撮
影された．学校がҧうからかօそれぞれにҧった੍෰や
෰૷である．小川はఇ大の学生෰をண用している．正岡
子規は小川とはҧった学生෰をணているので，これが当
時の第一高等中学校の੍෰だったとࢥわれる．小川が残
した写真には「༑人西原義೚氏西国にෝ೚するときに写
す」とメモが書かれていた．同じ写真を正岡子規も残し
ていた 144）．学年も少しずつҧったはずだが，同時期に
౦ژでؤ張った者同士こうして集まっていた࢟が今でも
写真で見ることができる．

͓ΘΓに

今回，明治期に書かれた書੶，学校がまとめた年報，
一ཡ，史誌や明治当時の事務文書をূݕすることで，小
川正孝の過͝した明治 10 年୅後൒から 20 年୅初頭の౦
大学を中心とした学生の生活環境を੔理した．それにژ
より小川の過͝した書生時୅について，ط存のエϐιー
ドをつな͙史実を明らかにでき，当時の小川の生活につ
いて新しい知見をఏڙできた．

上ژ時期の特定とその後の各学校と入学時期の同定が
できた．当時の学生のਐ学コースやम学年୅，学校੍度
の変ભを౿まえないとࠞཚしてしまうもので，大学༧උ
門に入るための学校の存在や大学等のमۀ年限が数年で
変ߋしていた事実とরらし合わせなけれ͹，小川のਐ学

した道ےを明らかにすることはできなかった．小川のਐ
学したコースと年数を調べることで，小川の༏लな成੷
と学໰にऔり૊Ή࢟勢を֞ؒ見ることもでき，それを一
部成੷表で確認することもできた．また，以લより೉໰
であった大学での঑学金についても発見できた．常൫会
අ時期は愛媛県の資料から，小川のम学時期の全てをڅ
カバーできないことが知られていたが，今回，常൫会څ
අ以߱にडڅされた文部省঑学金について物ূとともに
明らかにできた．ただ，なͥ常൫会より文部省をબんだ
のかという新たなٙ໰を生Ή結果となった．このことを
理解する新しい資料の発見が଴たれる．

小川が書生時୅に過͝した場所についてもいくつか特
定することで，ط存のエϐιードとの関࿈性を考࡯した．
ۤ学するエϐιードから，小川は愛媛県の常൫会寄॓舎
を利用して然るべきなのにそのࠟ੻が見つからなかった
ことは，同時期に਌ੰ୐へ寄留していたことに関܎する
と考࡯された．寄॓舎や同ڷの学生とは࿈བྷをऔり合っ
ていたが，入舎をબぶ必要がなかったと考えることで寄
॓舎のٙ໰に౴えることができる．฼਌の上ژやଔࣜۀ
へのট଴資料の発見は，小川が大変฼਌を大事にする人
ؒだったこと 7-9,145）の裏付け資料の一つとなった．਌ੰ
の特定は小川の౦ژでの生活をサϙートした者の存在を
示ࠦする．サϙートの۩体的な事実を特定するまでには
．らなかったが可能性をఏ示できたࢸ

科学の研究者が自分のۀ੷を論文や報告書にまとめる
ことは多くても，自分自਎について残すことは一ൠ人と
同じように少ない．ましてや公։されることはもっとك
なケースとなる．しかし，実物として書੶や文書，写真
などが残っていれ͹，その中から当時の生活を๰͙ࢼΈ
も不可能ではなくなる．意ࣝせずとも残っていた本人の
ࠟ੻がະ੔理の資料から発見されれ͹，その人物のਂい
理解が得られるであΖう．資料を残す博物館等施設の໾
ׂの重要性を信じ，新しい資料の発見とさらなる小川正
孝ݦ彰のػ会を଴ちたいと考える．
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ଠ࿠外四人௞අฦೲ方௨௉ニሣシ同省Ϥリฦೲֹ調
書ఴߋ正方র ．ʡ明治ೋेೋ年ላ士ཆ成関܎書類．
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139）લܝ 48 p.40．લܝ 27 pp.148-149．લ88  ܝ p.13.
140）લܝ 74 pp.38-39.
141）愛媛県立松山౦高等学校資料．ʠ明治े三年ࣣ月大

．ڃᱛ表．ʡ松山中ላ校，1880，表面第࿡ࢼ
142）愛媛県立松山౦高等学校資料．ʠ明治े四年大ࢼᱛ

表．ʡ松山中ላ校，1881，表面第ڃޒ．
143）愛媛県立松山౦高等学校資料．ʠ明治े四年ޒ月ྟ

時大ࢼᱛ採ᴍ表．ʡ松山中ላ校，1881，表面第四ڃ．
144）新ை日本文学アルバϜ 21 正岡子規．新ை社，

1986，p.28.
145）Ӭ海佐一࿠．ʠԸࢣ小川ઌ生をࢥひ出して．ʡ౦北

化ላ同૭။報第ീᥒ小川正孝ઌ生௥ౣᥒ，1930，　
pp.13-17.

஫　　٭

*1）このこととは無関܎だが，吉田彦࿡࿠は小川のఇ国
大学時୅の化学科助教授である．

*2）ただし，明治 17 年౦ژ大学༧උ門第一ڃのクラス
だけ名฽がなく，確認できていない．
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図 1　日本ڮ඿町にある久松ఛ
ෑ地ࠨ手，川Ԋいの南北に長屋がฒんでいることがಡΈऔれる．この長屋に旧松山ൡ士の子ఋがษ学にྭΉ書生
部屋があった．
明治ेࣣ年ീ月　ޒઍ分一౦ژ図測ྔ原図౦ژ෎෢蔵国日本ڮ区඿町ٴ本所区相生町ਂ川区常൫町近๣　
ΐ日本地図センター（1984）ෳ製・発行より改変して作成

図 2　小川が௨った学校の഑置
日本ڮ඿町の久松ఛ，ਆ田୶࿏町のڞ立学校，ਆ田一ツڮの౦ژ大宇学༧උ門と法理文三学部，本ڷのఇ国大学
の理科大学（Ծ移転のݩ本部建物位置と理科大学新校舎位置），少なくとも理科大学ଔۀલから大学Ӄ時୅のॅ
所である小石川指ϲ谷の寄留ઌの位置関܎を示す．
明治۝年明治౦ژ全図（1876）より改変して作成
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図 3　౦ژ大学༧උ門第三ڃೋノ૊名฽
明治 15 年に౦ژ大学༧උ門第三ڃに所ଐしたのは 5 ૊ 157 名だった．大学Ӄまで一ॹのઐ門をาΉことになる
஑田٠බと小川は༧උ門入学時から同じクラスであった．౦ژ大ላဇඋ門一ཡ　本ᴇ　自明治ेޒ年ࢸ明治े࿡
年より抜ਮ

図 4　౦ژ大学༧උ門ୀ学者推移
明治 15 年 7 月から明治 17 年 6 月までの౦ژ大学༧උ門本校のୀ学者の推移άラϑ．༧උ門では，年度຤だけで
はなくほ΅ຖ月ୀ学者を出していた．これらのほとんどは学ۀ不ৼが原Ҽによる自主ୀ学だと考えられている．
ただし，明治 16 年 11 月の大ྔୀ学者は学ۀ不ৼではなく໰୊行動にରする処分による．
౦ژ大学文書館所蔵資料　文部省ԟ෮明治ेޒ年分Ե号之三，明治े࿡年分࡭ޒ之内ஸ号，文部省։申ॾ表明治
ेࣣ年ٴびेീ年の各月の౦ژ大学༧උ門生ె明細から作成
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図 5　明治 18 年 7 月༧උ門理科ࢤ๬者ଔۀ名฽（20 名）
明治 18 年 7 月に౦ژ大学理学部へਐ学した 23 名のうち༧උ門ଔۀ生
は 20 名．実質的に༧උ門が౦大入学者をڅڙする教ҭػ関だった．
第一高等ላ校本部一ཡ　自明治三े三年ࢸ明治三े四年より

図 6　小川の༧උ門第一ڃ一学期ݧࢼ
成੷表
60 点以上がٴ第点，全教科必म科目
である．学期のݧࢼ結果なら͹全教科
平ۉ 60 点以上あれ͹ 50 点以上得点し
た不合֨課目は 3 つまでは無条݅でٴ
第判定となる．最௿点が50点を下回っ
ても平常成੷࣍第ではٴ第とされる．
このݧࢼの小川のॱ位は第一ڃ 87 名
中 23 位．ٴ第判定は 76 名だった．
明治ेࣣ年ेೋ月（第一ላ期）౦ژ大
ላဇඋ門લ本ᴇ第一，ೋ，三ٴڃヒ第四
の上のӢミューࡔ）༏ྼ表ۀࢼ生ెڃ
δアϜ所蔵資料）より小川成੷部分ෳ
写抜ਮ
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図 7　内藤໐雪が小川正孝にଃったആը．
「ྋしさや܅が؟裏のઍ松島　ҝหܚさんࣣेࣣ໐雪」
小川Ոではֻけ࣠にして保存されている．

図 8　౦ژ大学からఇ国大学への年࣍૊Έ替え
4 年੍の౦ژ大学から 3 年੍のఇ国大学へ生まれ変わったため，౦ژ大学の 1 年目が旧༧උ門である第一高等中学校の最高学年に
૊Έࠐまれ，༧උ門第一ڃの学年と合わせて本科一，ೋڃに編成された．明治 18 年に༧උ門は౦ژ大学からಠ立し文部省の直׋校
となったことから学科改正があり，本ᴇ第三ڃの下に改正学科四ڃが作られた．この改正学科四ڃと本ᴇ三ڃ（改正学科三ڃ），
ೋڃは༧科一から三ڃとして再編された．
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図 9　౦ژ大学法理文三学部の寄॓཰
౦ژ大学三学部ではڅඅ੍は寄॓舎への入舎が義務付けられていたので，寄॓཰とڅඅ཰は࿈動する．明治 17 年の法文学部の移
転によってೋ学部の寄॓཰はݮ少し，移転が一年஗れた理学部の寄॓཰が૿加する．明治 18 年の移転完了に൐い全員が௨学生と
なった．
౦ژ大学文書館所蔵資料　文部省ԟ෮明治ेޒ年分Ե号之三，明治े࿡年分࡭ޒ之内ஸ号，文部省։申ॾ表明治ेࣣ年ٴびेീ年
の各月の౦ژ大学༧උ門生ె明細から作成

図 10　౦ژ大学法理文三学部のڅඅ཰
֓して౦ژ大学のڅඅ཰は高かった．څඅ཰が下がる時期はଔۀの時期に重なっているので，実質的なڅඅ཰は高いままである．
౦ژ大学文書館所蔵資料　文部省ԟ෮明治ेޒ年分Ե号之三，明治े࿡年分࡭ޒ之内ஸ号，文部省։申ॾ表明治ेࣣ年ٴびेീ年
の各月の౦ژ大学༧උ門生ె明細から作成
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図 11　༧උ門寄॓཰
౦ژ大学༧උ門の寄॓཰は౦ژ大学に比べて௿かった．༧උ門ではほ΅全員が自අ生であり寄॓の義務はなく，ٯに౦ژ大学生の
寄॓཰から考えて༧උ門生にׂり当てられた寄॓࿮は少なかったと考えられる．
౦ژ大学文書館所蔵資料　文部省ԟ෮明治ेޒ年分Ե号之三，明治े࿡年分࡭ޒ之内ஸ号，文部省։申ॾ表明治ेࣣ年ٴびेീ年
の各月の౦ژ大学༧උ門生ె明細から作成

図 12　明治 19 年文部省௞අ生一ཡ
明治 19 年にબ出された文部省௞අ生 10 名の名฽．理科大学̏番目に小川の名લが書かれている．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ
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図 13　小川大学Ӄ入学ئ書
小川のఏ出した入学ئ書．大学Ӄで研究༧定のテーマが記
されている．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ

図 14　理科大学ଔࣜۀのྟ੮者名฽
ଔۀ生は̎人ずつ਌ੰや保ূ人をଔࣜۀにট଴できた．小
川は฼のよしと਌ੰの大内એᩆをট଴した．大内は小川の
留主引੥人でもあった．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ
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図 16　小川大学Ӄ入学許可डྖ書
入学許可と中学校教員への就職についての௨知のडྖを小
川の留主引੥人大内એᩆ名でఇ国大学にఏ出している．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ

図 17　小川大学Ӄ指ಋ教׭
大学Ӄでの小川の指ಋ教׭がダイバース，ࡩ井ৣೋの̎名
をಧけ出ている．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ

図 15　明治 22 年 7 月ఇ国大学理科大学ଔۀ生名฽
理科大学からは10名がଔۀした．名฽にはଔۀ生のॅ所，出਎も記載されている．ॅ 所から寄॓生の比཰が高くないこともわかる．
小川の出਎地が愛知と誤記されている．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写抜ਮ
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図 18　小川大学Ӄୀ学ئ
明治23年5月19日付でఇ国大学にఏ出された小川正孝のୀ学ئ．
౦ژ大学文書館所蔵資料よりෳ写

図 19　小石川区小川ॅ所周辺
中ԝのࠩަࠥޒ点ࠨ（北西）方޲に指ϲ谷 92 から 94 番地がඳかれている．92 番地が大内એᩆ୐，小川は明治 23 年 4 月に 93 番
地から 94 番地へ転居した．
大正ݩ年（1912）౦ژ市ე調査။編，౦ژ市ٴ઀᠃郡部　地੶地ᅷ　上ר，小石川区指ϲ谷町北部より改変して作成
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図 20　大学時୅の記念写真
後列右端が小川正孝．ྡࠨがଠ田正᪺．後列ࠨから̏番目が正岡子規．લ列中ԝ右が西原義೚．西原のࠨが༄原ۃಊ．西原の
ૹ別会の記念写真で，小川，子規の̎人とも残していた．
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表̍　明治初頭の物Ձ
小川が生活していた明治 10 年୅以߱を中心とした物Ձの一ཡ．
ே日新聞社編　஋段史年表　明治・大正・昭和（1988），新஋段の෩俗史　明治・大正・昭和（1990）より作成

分　　類 物　　඼ 単　　位 Ձ　　֨ 調　査　年
৯ࡐ調理 白ถ 10k g 82 મ 明治 15 年

ে༉ 1 ঋ 9 મ 明治 26 年
࠭౶ 1k g 14 મ 明治 30 年
Ԙ 1k g 7 મ 9 ྚ 明治 38 年
Έそ 1k g 5 મ 明治 13 年
અ׍ 1 本 10 મ 明治 21 年
卵 100 ໴ 10 મ 明治 12 年
小ഴค 10k g 80 મ 明治 25 年
ೕڇ 1 本 3 મ 5 ྚ 明治 16 年
೑ڇ 100 άラϜ 3 મ 明治 13 年
౾෗ 1 ஸ 1 મ 明治 41 年
のり 1 ஽ 10 ຕ 10 મ 明治 6 年
あずき 1 ঋ 4 મ 明治 12 年

外৯՛子類 うな重 ฒ 1 ഋ 20 મ 明治 10 年
そ͹ 1 ഋ 1 મ 明治 20 年
ఱက ฒ 1 ഋ 3 મ 明治 26 年
あんͺん 1 個 5 ྚ 明治 7 年
৯パン 1 ی 6 મ 明治 15 年
まんじΎう 1 個 5 ྚ 明治 10 年
いなりण࢘ 1 個 5 ྚ 明治 37 年

日用඼ Ԗ筆 1 本 1 ྚ 明治 20 年
൒ࢴ 1 ஽ 1 મ 明治 20 年
଍ା உ上ڃ 1 ଍ 12 મ 明治 20 年
マッチ ฒ型 1 แ 3 મ 明治 9 年
δϟノメࡿ 1 本 80 ～ 90 મ 明治 40 年
ༀѿ 7 日分 20 મ 明治 22 年
୸ 1 ඨ 32 મ 明治 17 年
そΖ͹ん 1 個 30 મ 明治 9 年
地図 1 ຕ 5 મ 明治 21 年

ᅂ好඼ コーヒー 1 ഋ 3 મ 明治 19 年
஡ 100g 6 મ 6 ྚ 明治 24 年
日本ञ ฒ等ञ 1 ঋ 6 મ 9 ྚ 明治 14 年
Ϗール 大Ϗン 1 本 16 મ 明治 10 年
ラϜネ 1 本 14 ～ 15 મ 明治 17 年
মய Ե類 1 ঋ 36 મ 明治 40 年

生活関܎ Ո௞ 長屋 1 月 8 મ 明治 12 年
入ཋ料 1 回 1 મ 2 ྚ 明治 15 年
理൅料金 大人 1 人 4 મ 明治 18 年
ి報料金 内地 10 字以内 15 મ 明治 18 年

その他 小学校教員の初೚څ 月เ 5 ԁ 明治 19 年
博物館観ཡ料 日大人ٳ 5 મ 明治 15 年
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表
2　
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表 3　౦ژ大学༧උ門の教科
౦ژ大ላဇඋ門一ཡ　本ᴇ　自明治ेޒ年ࢸ明治े࿡年より作成

課目 第一期 第ೋ期 第三期

第三ڃ 
（第一学年）

म਎学 論ޠ ि 1 時ؒ 論ޠ ि 1 時ؒ 論ޠ ि 1 時ؒ

和׽文
௨ؑ　要正編 

作文
ि 3 時ؒ

௨ؑ　要正編 
作文

ि 3 時ؒ
௨ؑ　要正編 

作文
ि 3 時ؒ

ӳޠ学
ಡ法　ऍ解　書औ 

௲文ٴ文法
ि 10 時ؒ

ಡ法　ऍ解　書औ 
作文ٴ文法

ि 10 時ؒ
ಡ法　ऍ解　書औ 

作文ٴ文法
ि 10 時ؒ

数学 ୅数زԿ ि 4 時ؒ ୅数زԿ ि 4 時ؒ ୅数زԿ ि 4 時ؒ

生物学 生理 ि 3 時ؒ 生理 ि 3 時ؒ 健全学 ि 3 時ؒ

史学 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ

ը学 自在ը法 ि 2 時ؒ 自在ը法 ि 2 時ؒ 自在ը法 ि 2 時ؒ

第ೋڃ 
（第ೋ学年）

म਎学 論ޠ ि 1 時ؒ 論ޠ ि 1 時ؒ 論ޠ ि 1 時ؒ

和׽文
௨ؑ　要正編 

作文
ि 3 時ؒ

௨ؑ　要正編 
作文

ि 3 時ؒ
௨ؑ　要正編 

作文
ि 3 時ؒ

ӳޠ学
मࣙ　作文　ऍ解

　ಡ法ߨٴԋ
ि 8 時ؒ

मࣙ　作文　ऍ解
　ಡ法ߨٴԋ

ि 8 時ؒ
मࣙ　作文　ऍ解

　ಡ法ߨٴԋ
ि 8 時ؒ

数学 ୅数زԿ ि 6 時ؒ ୅数زԿ ि 6 時ؒ ୅数زԿ ि 6 時ؒ

生物学 植物 ि 3 時ؒ 植物 ि 3 時ؒ

史学 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ 万国史　国史　要 ि 5 時ؒ

記฽法 大意 ि 3 時ؒ

ը学 自在ը法 ि 2 時ؒ 自在ը法 ि 2 時ؒ 用ثը法 ि 2 時ؒ

第一ڃ 
（第三学年）

म਎学 論ޠ ि 2 時ؒ 論ޠ ि 2 時ؒ 論ޠ ि 2 時ؒ

和׽文
文ষ
作文

ि 3 時ؒ
文ষ
作文

ि 3 時ؒ
文ষ
作文

ि 3 時ؒ

ӳޠ学
 解　作文ޠ

ԋߨ
ि 6 時ؒ

 解　作文ޠ
ԋߨ

ि 6 時ؒ
 解　論文ޠ

ԋߨ
ि 6 時ؒ

数学
୅数 

三֯法
ि 6 時ؒ 三֯法 ि 6 時ؒ 三֯法 ि 6 時ؒ

物理学
重学　ిס論 

水理重学
ि 3 時ؒ

೤論 
光論

ि 3 時ؒ
࣓力論 
ి論

ि 3 時ؒ

化学 無ػ ि 3 時ؒ 無ػ ि 3 時ؒ

生物学 動物 ि 3 時ؒ 動物 ि 3 時ؒ

理財学 大意 ि 3 時ؒ

ը学 用ثը法 ि 2 時ؒ 用ثը法 ि 2 時ؒ 用ثը法 ि 2 時ؒ
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表 5　༧උ門時୅の小川同ڃ生のਐڃ比཰分ੳ
౦ژ大ላဇඋ門一ཡ　本ᴇ　自明治ेޒ年ࢸ明治े࿡年， 自明治े࿡年ࢸ明治ेࣣ年， 明治ेࣣ年ेೋ月（第一ላ期）౦ژ大ላဇ
උ門લ本ᴇ第一，ೋ，三ٴڃヒ第四ڃ生ెۀࢼ༏ྼ表，第一高等ላ校本部一ཡ　自明治三े三年ࢸ明治三े四年より作成

ਐڃ関࿈ 名฽記載数 ％
第三ڃ名฽記載者数（明治 15 年 9 月）A 157 100
　A のうち　新入生（明治 15 年） 102 64.9
　A のうち　ୀ学したとࢥわれる者 74 47.1
　A のうち　̍年目のམ第生ె数 31 19.7
　A のうち　ਐڃ生ె数（明治 16 年） 49 31.2
　A のうち　明治 17 年にଔۀ生 32 20.3

表 6　小川在੶時୅の化学科教科
౦ژ大学一から四年࣍に相当する各年୅の化学科ཤम課目．明治 18 年，小川入学当時のデータがなかったため，明治 16 ～ 17 年
の課目を記載した．
౦ژ大ላ法理文三ላ部一ཡ　ኺ明治े࿡年ࢸ明治ेࣣ年， ఇᅳ大ላ一ཡ　ኺ明治े۝年ࢸ明治ೋे年， 明治ೋे年ࢸ明治ೋे一年， 
明治ೋेೋ年より作成ࢸ明治ೋे一年， ኺ明治ೋे一年ࢸ明治ೋेೋ年， 第一高等中学校一ཡ　ኺ明治ೋे年ࢸび明治ೋे一年ٴ

明治 16 ～ 17 年 明治 19 ～ 20 年
学年・ཤम者 科目 期ؒ 時 学年・ཤम者 科目 期ؒ 時

౦
ژ
େ
学
ཧ
学
෦
ॾ
学
科

第一学年
௯植ઍՅ衛 
ླ木ӹ夫 
山࡚૖吉
౔井助三࿠
小഼文三࿠

数学（୅数زԿ）
物理学
重学大意
੕学大意
化学（無ػ　実ݧ）
金石学大意
地質学大意
図学
論理学
ӳޠ

1 年ؒ
൒年ؒ
2 学期
1 学期
1 年ؒ
൒年ؒ
൒年ؒ
1 年ؒ
൒年ؒ
1 年ؒ

ຖि 4 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時
ຖि 4 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 4 時

第
ޒ
号
学
科
ớ
ཧ
学
ࢤ
๬
ੜ
Ờ 

第
Ұ
ߴ
౳
த
学
ߍ
ຊ
科

第ೋ学年
Ӌ田ਗ਼ീ 
市岡ଠ࣍࿠ 
他 15 名

第 1 外国ޠ
第 2 外国ޠ
ラテンޠ
数学
化学
ఱ文
఩学
ը学
力学
測ྔ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 4 時
ຖि 5 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 1 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時

౦
ژ
େ
学
ཧ
学
෦
Խ
学
科

第ೋ学年
डߨ者なし

分ੳ化学
（質分ੳݕ）
有ػ化学
物理学
金石学
ਧ管分ੳ
ӳޠ
ドイツޠ

1 年ؒ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 12 時

ຖि 2 時
ຖि 4 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時

ఇ
ࠃ
େ
学
ཧ
科
େ
学
Խ
学
科

第一学年
஑田٠බ
খ઒ਖ਼޹

७正数学
力学
物理学
化学実ݧ
߭物学ٴび実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時

ຖि 3 時
ຖि 3 時

第三学年
村੉光ᅮ 
松井࣍ݩ࿠

製଄化学
໶金学
物理学
分ੳ化学

（定ྔ分ੳ）
製଄化学実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 4 時
ຖि 3 時
ຖि 12 時

ຖि 4 時
ຖि 3 時

第ೋ学年
डߨ者なし

高等物理学
化学
生理化学
物理学実ݧ
化学実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ

ຖि 5 時
ຖि 6 時
ຖि 3 時
ຖि 3 回ޕ後

ຖि 3 時

第四学年 第三学年
डߨ者なし

理論ٴび
　物理化学
光ઢ化学
バクテリア学
化学実ݧ

1 年ؒ

第 1 期
第 1 期

ຖि 2 時

ຖि 1 回ޕ後
ຖि 1 回ޕ後

७
ਖ਼
Խ
学

吉෢ӫ之ਐ 
高島উ࣍࿠

化学理論
有ػ体研究
製଄化学
物理学
७正化学実ݧ
金術ࢼ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
2 学期

ຖि 1 時
ຖि 1 時
ຖि 3 時
ຖि 2 時
ຖि 19 時
ຖि 4 時

ଔۀ論文（๜文׽文若くはӳ文）
Ԡ
༻
Խ
学

૿島文࣍࿠ 
ԣ地石ଠ࿠ 
҆藤֨

製଄化学
製଄化学実ݧ
Ԡ用重学
金術ࢼ
ց図ػ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
2 学期
1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 16 時
ຖि 3 時
ຖि 4 時
ຖि 2 時

ଔۀ論文（๜文׽文若くはӳ文）
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明治 20 ～ 21 年 明治 21 ～ 22 年
学年・ཤम者 科目 期ؒ 時 学年・ཤम者 科目 期ؒ 時

第ೋ学年 第 1 外国ޠ
第 2 外国ޠ
ラテンޠ
数学
化学
ఱ文
఩学
ը学
力学

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 4 時
ຖि 5 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 1 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 2 時

第ೋ学年
ଠ田久ଠ࿠ 
中村ਗ਼ೋ 
大޾༐吉 
山上ᤈ࣍࿠ 
藤井健࣍࿠ 
ଠ田ୡ人

第 1 外国ޠ
第 2 外国ޠ
ラテンޠ
数学
化学
ఱ文
఩学
ը学
力学

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 4 時
ຖि 5 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 1 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 2 時

第一学年
Ӌ田ਗ਼ീ 
市岡ଠ࣍࿠ 
஑ከଠ࿠

ඍ分ੵ分
力学初า
高等物理学
化学実ݧ
分ੳ化学
߭物学
߭物実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
第 2 期下 
第 3 期
第 1 期
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 3 時೫ࢸ 4 時
ຖि 3 時

ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 3 時

第一学年
三原義比

ඍ分ੵ分
力学初า
高等物理学
無ػ化学
生理化学
ݧび実ٴ　
化学実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
第 2 期下第 3 期
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 3 時೫ࢸ 4 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時

ຖि 3 時
第ೋ学年
஑田٠බ 
খ઒ਖ਼޹

無ػ化学
有ػ化学
生理化学ٴび実ݧ
高等物理学
化学実ݧ
物理学実ݧ
ドイツޠ

1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ
1 年ؒ

ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 3 時
ຖि 5 時

ຖि 3 回ޕ後
ຖि 3 時

第ೋ学年
Ӌ田ਗ਼ീ 
市岡ଠ࣍࿠ 
஑ከଠ࿠

高等物理学
物理学実ݧ
無ػ化学
有ػ化学
化学実ݧ
ドイツޠ

第 1 期第 2 期
1 年ؒ
1 年ؒ
1 年ؒ

1 年ؒ

ຖि 5 時
ຖि 3 回ޕ後
ຖि 3 時
ຖि 4 時

ຖि 3 時

第三学年
डߨ者なし

化学理論のྺ史
理論ٴび物理化学
光ઢ化学
光ઢ化学実ݧ
化学実ݧ
バクテリア学

第 1 期
第 2 期第 3 期
第 1 期
第 1 期

第 3 期

ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 1 回ޕ後

ຖि 6 時

第三学年
஑田٠බ 
খ઒ਖ਼޹

化学理論のྺ史
理論ٴび物理化学
光ઢ化学実ݧ
化学実ݧ

第 1 期
第 2 期第 3 期
第 1 期

ຖि 2 時
ຖि 2 時
ຖि 1 回ޕ後
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表
7　

明
治

19
年

の
ఇ

国
大

学
঑

学
金

一
ཡ

明
治

19
年

，
ఇ

国
大

学
։

学
時

に
ื

集
さ

れ
た

঑
学

金
の

一
ཡ

．
ఇ

ᅳ
大

ላ
一

ཡ
　

ኺ
明

治
े

۝
年

ࢸ
明

治
ೋ

े
年

よ
り

作
成

種
　

　
　

別
条

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

݅
ื

集
大

学
学

科
定

　
員

文
科

大
学

௞
අ

生
特

別
保

護
を

要
す

る
学

科
 

ଔ
ۀ

後
の

就
職

条
݅

の
ঝ

୚
文

科
大

学
若

ׯ
名

理
科

大
学

௞
අ

生
特

別
保

護
を

要
す

る
学

科
 

ଔ
ۀ

後
の

就
職

条
݅

の
ঝ

୚
理

科
大

学
若

ׯ
名

文
部

省
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
中

学
校

も
し

く
は

ࢣ
ൣ

学
校

教
員

の
職

に
従

事
法

科
大

学
੓

治
学

科
 

文
科

大
学

 
理

科
大

学
10

名

࢘
法

省
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
࢘

法
の

職
に

従
事

法
科

大
学

法
཯

学
科

30
名

鉄
道

局
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
鉄

道
局

の
事

ۀ
に

従
事

工
科

大
学

౔
木

工
学

科
 

　
　

　
　

ػ
ց

工
学

科
7
名

 
3
名

内
務

省
౔

木
局

௞
අ

ଔ
ۀ

後
，

౔
木

局
の

事
ۀ

に
従

事
工

科
大

学
౔

木
工

学
科

ຖ
ڃ

10
名

三
ඛ

社
঑

学
௞

අ
な

し
ଔ

ۀ
後

の
ฦ

ࡁ
は

ఇ
国

大
学

に
行

い
，

そ
の

ฦ
ࡁ

金
が

࣍
୅

の
঑

学
生

へ
の

௞
අ

金
原

資
と

な
る

．

法
科

大
学

੓
治

学
科

 
　

　
　

　
理

財
学

科
 

工
科

大
学

 
文

科
大

学
 

理
科

大
学

10
名

ݹ
河

市
ฌ

衛
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
ݹ

河
市

ฌ
衛

の
事

ۀ
に

従
事

す
る

工
科

大
学

採
߭

໶
金

学
科

6
名

藤
田

૊
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
大

ࡔ
藤

田
૊

の
事

ۀ
に

従
事

工
科

大
学

採
߭

学
科

 
　

　
　

　
౔

木
工

学
科

 
　

　
　

　
଄

ધ
学

科
 

　
　

　
　

Ԡ
用

化
学

科

2
名

 
1
名

 
1
名

 
1
名

大
૔

૊
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
大

૔
૊

の
事

ۀ
に

従
事

工
科

大
学

౔
木

工
学

科
 

　
　

　
　

଄
Ո

学
科

1
名

 
1
名

౦
ژ

ి
ؾ

౯
会

社
௞

අ
ଔ

ۀ
後

，
౦

ژ
ి

ؾ
౯

会
社

の
事

ۀ
に

従
事

工
科

大
学

ి
ؾ

工
学

科
1
名
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表
8　

小
川

の
関

܎
す

る
঑

学
金

੍
度

ま
と

め
各

学
校

の
঑

学
金

੍
度

の
う

ち
小

川
が

ध
څ

ର
৅

と
な

っ
た

も
の

を
ま

と
め

た
．

౦
ژ

大
ላ

ဇ
උ

門
一

ཡ
　

本
ᴇ

　
自

明
治

े
࿡

年
ࢸ

明
治

े
ࣣ

年
， 
౦

ژ
大

ላ
法

理
文

三
ላ

部
一

ཡ
　

ኺ
明

治
े

࿡
年

ࢸ
明

治
े

ࣣ
年

， 
ఇ

ᅳ
大

ላ
一

ཡ
　

ኺ
明

治
े

۝
年

ࢸ
明

治
ೋ

े
年

よ
り

作
成

学
　

　
校

౦
ژ

大
学

༧
උ

門
౦

ژ
大

学
理

学
部

ఇ
国

大
学

঑
学

金
名

๙
৆

څ
අ

څ
　

　
අ

ิ
助

څ
අ

๙
৆

څ
අ

理
科

大
学

௞
අ

文
部

省
௞

අ

੍
度

時
期

明
治

16
年

3
月

か
ら

明
治

16
年

2
月

ま
で

明
治

16
年

3
月

か
ら

明
治

16
年

3
月

か
ら

明
治

19
年

12
月

か
ら

څ
අ

条
݅

学
ۀ

最
༏

等
 

඼
行

方
正

学
ۀ

༏
等

で
඼

行
方

正
，

ক
来

成
ۀ

の
目

的
が

あ
る

 
ශ

ࠔ
 

寄
॓

舎
入

舎

明
治

16
年

2
月

以
લ

の
څ

අ
生

ຢ
は

学
力

༏
良

で
඼

行
方

正
，

ক
来

成
ۀ

の
目

的
が

あ
る

 
ශ

ࠔ
 

寄
॓

舎
入

舎
 

ଔ
ۀ

後
の

就
職

条
݅

の
ঝ

୚

学
ۀ

最
༏

等
生

 
඼

行
方

正

特
別

保
護

を
要

す
る

学
科

 
学

力
༏

等
 

඼
行

方
正

 
学

資
支

ห
ࠔ

೉
者

 
ଔ

ۀ
後

の
就

職
条

݅
の

ঝ
୚

特
別

保
護

を
要

す
る

学
科

 
学

力
༏

等
 

඼
行

方
正

 
学

資
支

ห
ࠔ

೉
者

 
ଔ

ۀ
後

の
就

職
条

݅
の

ঝ
୚

څ
අ

ֹ
一

月
5
ԁ

以
内

一
月

5
ԁ

以
内

一
月

6
ԁ

以
内

一
月

7
ԁ

以
内

一
月

7
ԁ

50
મ

（
7，

8
月

は
5
ԁ

） 
年

ֹ
85

ԁ
以

内

一
月

7
ԁ

50
મ

（
7，

8
月

は
5
ԁ

） 
年

ֹ
85

ԁ
以

内

څ
අ

人
数

̐
名

～
11

名
上

限
不

明
 

（
13

0名
程

度
څ

අ
実

੷
あ

り
）

上
限

不
明

 
（

10
0
名

程
度

څ
අ

実
੷

あ
り

）
5
～

21
名

若
ׯ

名
一

年
͝

と
10

名
બ

定
 

（
計

30
名

）

ฦ
ؐ

条
݅

等
ଔ

ۀ
後

̏
年

目
よ

り
月

5
ԁ

以
上

ฦ
ؐ

ଔ
ۀ

ຢ
は

ୀ
学

の
日

か
ら

څ
අ

金
を

ड
け

た
年

数
と

等
し

い
期

限
内

は
文

部
省

も
し

く
は

総
理

の
໋

が
あ

れ
͹

そ
の

職
務

に
就

く

̍
年

̒
分

の
利

子
を

つ
け

て
௞

අ
期

ؒ
と

同
じ

年
数

で
ฦ

ؐ
 

௞
අ

を
ड

け
た

年
数

と
同

じ
期

ؒ
を

௞
අ

者
の

示
໋

の
職

に
就

く

̍
年

̒
分

の
利

子
を

つ
け

て
௞

අ
期

ؒ
と

同
じ

年
数

で
ฦ

ؐ
 

ଔ
ۀ

後
に

中
学

校
ຢ

は
ࢣ

ൣ
学

校
の

教
員

に
就

職

そ
の

他
༧

උ
門

で
は

生
ె

の
ほ

΅
全

員
が

自
අ

生

明
治

16
年

3
月

か
ら

条
݅

を
ຬ

た
し

た
者

の
Έ

ิ
助

څ
අ

に
移

行
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表
9　

小
川

の
就

職
ス

ケ
δ

ュ
ー

ル
大

学
Ӄ

ୀ
学

と
就

職
に

関
す

る
ԟ

෮
書

؆
の

一
ཡ

．
໔

許
ަ

付
લ

の
ண

೚
や

就
職

後
に

就
職

の
໰

い
合

わ
せ

回
౴

が
あ

る
な

ど
，

小
川

の
就

職
が

ಥ
然

ܾ
ま

り
ࠞ

ཚ
の

中
事

務
処

理
を

行
っ

た
こ

と
が

う
か

が
え

る
．

੩
中

੩
高

ඦ
年

史
上

ר
， ʠ

個
人

ئ
ニ

ґ
リ

大
ላ

Ӄ
ୀ

学
ノ

݅
．ʡ

 大
学

Ӄ
学

生
関

܎
書

類
　

明
治

ೋ
े

三
，ೋ

े
四

年
大

学
Ӄ

学
生

関
܎

，ʠ
理

学
士

小
川

正
孝

教
員

ݕ
定

ئ
.ʡ

文
部

省
ԟ

෮
　

明
治

ೋ
े

三
年

， ʠ
小

川
正

孝
੩

岡
ਘ

常
中

学
校

ϔ
就

職
ئ

ノ
݅

．ʡ
 明

治
ೋ

े
三

年
学

士
ཆ

成
関

܎
，

ཤ
ྺ

書
，

੩
岡

県
立

੩
岡

中
学

校
一

ཡ
よ

り
作

成

日
　

　
付

出
　

　
来

　
　

事
資

　
　

　
　

　
　

　
　

料
明

治
23

年
3
月

18
日

੩
岡

ਘ
常

中
学

校
の

理
科

୲
当

ळ
山

保
教

諭
が

ୀ
職

੩
中

੩
高

ඦ
年

史
上

ר

5
月

19
日

小
川

ୀ
学

ಧ
ఏ

出
ʠ

個
人

ئ
ニ

ґ
リ

大
ላ

Ӄ
ୀ

学
ノ

݅
．ʡ

 大
学

Ӄ
学

生
関

܎
書

類
　

明
治

ೋ
े

三
，ೋ

े
四

年
大

学
Ӄ

学
生

関
܎

5
月

26
日

教
員

໔
許

ݕ
定

ئ
を

文
部

省
へ

ఏ
出

ʠ
理

学
士

小
川

正
孝

教
員

ݕ
定

ئ
．ʡ

 文
部

省
ԟ

෮
　

明
治

ೋ
े

三
年

5
月

26
日

小
川

就
職

ノ
ّ

ニ
࢕

を
ఇ

国
大

学
に

ఏ
出

ʠ
小

川
正

孝
੩

岡
ਘ

常
中

学
校

ϔ
就

職
ئ

ノ
݅

．ʡ
 明

治
ೋ

े
三

年
学

士
ཆ

成
関

܎
5
月

26
日

ఇ
国

大
学

が
文

部
省

に
小

川
の

中
学

就
職

を
໰

合
せ

ʠ
小

川
正

孝
੩

岡
ਘ

常
中

学
校

ϔ
就

職
ئ

ノ
݅

．ʡ
 明

治
ೋ

े
三

年
学

士
ཆ

成
関

܎
日

付
な

し
文

部
省

ݕ
定

委
員

か
ら

ཤ
ྺ

書
ૹ

付
の

௨
ୡ

ʠ
理

学
士

小
川

正
孝

教
員

ݕ
定

ئ
．ʡ

 文
部

省
ԟ

෮
　

明
治

ೋ
े

三
年

5
月

30
日

ఇ
国

大
学

か
ら

小
川

の
ཤ

ྺ
書

ૹ
付

と
ݕ

定
料

の
報

告
ʠ

理
学

士
小

川
正

孝
教

員
ݕ

定
ئ

．ʡ
 文

部
省

ԟ
෮

　
明

治
ೋ

े
三

年
6
月

2
日

੩
岡

県
ਘ

常
中

学
校

ண
೚

ཤ
ྺ

書
，

੩
岡

県
立

੩
岡

中
学

校
一

ཡ
6
月

13
日

ਘ
常

ࢣ
ൣ

学
校

ਘ
常

中
学

校
高

等
ঁ

学
校

教
員

໔
許

ड
ྖ

ཤ
ྺ

書

6
月

24
日

文
部

省
総

務
局

か
ら

小
川

の
就

職
が

ࠩ
し

支
え

な
い

こ
と

を
ఇ

国
大

学
へ

௨
知

ʠ
小

川
正

孝
੩

岡
ਘ

常
中

学
校

ϔ
就

職
ئ

ノ
݅

．ʡ
 明

治
ೋ

े
三

年
学

士
ཆ

成
関

܎

7
月

5
日

ఇ
国

大
学

か
ら

小
川

へ
੩

岡
中

学
就

職
が

ࠩ
し

支
え

な
い

こ
と

を
௨

知
ʠ

小
川

正
孝

੩
岡

ਘ
常

中
学

校
ϔ

就
職

ئ
ノ

݅
．ʡ

 明
治

ೋ
े

三
年

学
士

ཆ
成

関
܎

7
月

8
日

小
川

御
੥

書
の

ड
ྖ

を
ఇ

大
書

記
׭

ࣨ
へ

ૹ
付

ʠ
小

川
正

孝
੩

岡
ਘ

常
中

学
校

ϔ
就

職
ئ

ノ
݅

．ʡ
 明

治
ೋ

े
三

年
学

士
ཆ

成
関

܎
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愛媛県総合科学博物館研究報告　Bulletin of Ehime Prefectural Science Museum, No.23（2018）, p. 35－42

短　　報

石鎚山系総合学術調査で採集されたコガタブチサンショウウオHynobius stejnegeri とシコクハコネサンショウウオOnychodactylus kinneburi の標本の調査記録

稲葉　正和 *・岡山　健仁 **

Abstract： Scientific research of the Ishizuchi Range was conducted from the 20th to 27th of July, 1958. In this survey, 
it was confirmed that three salamanders inhabited the Ishizuchi Range, and many specimens were also obtained.
However these specimens have been unknown to date. We discovered old specimens of Hynobius stejnegeri and 
Onychodactylus kinneburi in a collection lot kept at Matsuyama Kita Public High School of Ehime Prefecture. The 
specimens were collected during Scientific research of the Ishizuchi Range. We here describe details of the specimens 
based on our investigation. 
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はじめに

石鎚山系総合学術調査（主催 愛媛県，愛媛新聞社）は，
愛媛大学農学部の石原保教授を団長として，昭和 33 年

（1958 年）7 月 20 日から 27 日にかけて，地質・動物・野鳥・
昆虫・植物・地理民俗・探険・水質・観光・報道の 10
班が設置され，特別参加の陸上自衛隊員を含めて総勢
91 名の調査団員によって実施された（石原，1960）．石
鎚山系における両生類の分布については，愛媛大学文理
学部の伊藤猛夫助教授を班長とした動物班によって調査
が行われており，石鎚山系に分布する旧名オオダイガハ
ラサンショウウオ（イシヅチサンショウウオ Hynobius 
hirosei），旧名ブチサンショウウオ（コガタブチサンショ
ウウオ Hynobius stejnegeri），旧名ハコネサンショウウオ

（シコクハコネサンショウウオ Onychodactylus kinneburi）
についての調査記録が報告されている（伊藤，1960）．
しかし，石鎚山系総合学術調査で得られたとする両生類
の標本は，現在まで所在不明となっており，標本に基づ
く調査記録の確認を行うことができなくなっていた．

石鎚山系総合学術調査で確認された 3 種のサンショ
ウウオの和名および学名は，最近の調査研究成果に基
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づき，改変されている．オオダイガハラサンショウウ
オ Hynobius boulengeri とされていた四国の個体群は，系
統分類学的な調査結果から，イシヅチサンショウウオ
H. hirosei とされた（Nishikawa et al., 2007）．ブチサン
ショウウオ Hynobius naevius とされていた四国の個体群
は，系統分類学的な調査からコガタブチサンショウウ
オ Hynobius yatsui とされた（Tominaga・Matsui, 2008）．
その後，Matsui et al.（2017）がベッコウサンショウウ
オ H. stejnegeri のタイプ標本の調査を行った結果，H. 
stejnegeri が和名コガタブチサンショウウオに相当する
種であることが明らかにされた．そのため，本稿ではコ
ガタブチサンショウウオを H. stejnegeri とした．また，
四国に生息するハコネサンショウウオ Onychodactylus 
japonicus は，系統分類学的な調査から高知県いの町
を基準産地として平成 25 年（2013 年）にシコクハコ
ネサンショウウオ O. kinneburi として新種記載された

（Yoshikawa et al., 2013）．以後，本稿はこれらの研究成
果に基づく和名と学名を使用する．石鎚山系には，現在
もイシヅチサンショウウオ H. hirosei，コガタブチサン
ショウウオ H. stejnegeri，シコクハコネサンショウウオ
O. kinneburi が分布していることが確認されている（岡山，
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2014a ：田邊，2014; 田邊ほか，2014）．
筆者の稲葉は，愛媛県内の公立学校に保管されている

様々な標本の収蔵状況を調査し，標本の保存状態を確認
するとともに，発見した標本を可能な限り愛媛県総合
科学博物館に移管する活動を行っている（稲葉，2018a，
2018b，2018c，2018d）．その過程で，石鎚山系総合学術
調査において採集されたと考えられるコガタブチサン
ショウウオとシコクハコネサンショウウオの標本を新た
に確認した．これは，石鎚山系総合学術調査の調査結果
を裏付ける標本に基づく重要な記録であると考えられる
ため，ここに報告する．

方　　法

標本は，平成 29 年（2017 年）4 月 15 日に愛媛県立松
山北高等学校で行った標本調査の過程で発見された．標
本は保存状態を確認した後，学校長の許可を得て愛媛県
総合科学博物館に移管した．標本は，ホルマリンを除去
するための水洗処理を施した後，70％エタノール液中にて
保管した．その後，写真撮影を行った．コガタブチサン
ショウウオに関しては，松井（1979）に従い頭長・胴長・
頭胴長・尾長・全長・頭幅・尾高の 7 形質をノギスを用
いて 0.1mm 単位で計測した．また，標本の肋条数を背
面右側より計測した．シコクハコネサンショウウオの標
本は，ホルマリン溶液が蒸発してミイラ化していたため，
各部の計測を断念した． 

結　　果

1．コガタブチサンショウウオの標本について
コガタブチサンショウウオの標本は，亜成体 1 個体が

ホルマリン溶液中に保存されている状態で発見された
（写真 1）．ラベルには，「（脊椎動物門）和名ぶちさんしょ
ううお，産地石鎚山成就，昭和 33 年 7 月 25 日，松山北
高」と記載されていたが，採集者や学名，採集手段は記
載されていなかった（写真 2）．　

標本が発見された愛媛県立松山北高等学校には，石鎚
山系総合学術調査動物班 B パーティのメンバーの一員
であった三好保徳氏が勤務されていた．動物班 B パー
ティは昭和 33 年（1958 年）7 月 25 日に成就－老の川で
調査を行っており（石原，1960），その調査記録による
と成就社下 1,350m のヒノキ林の朽木の下でコガタブチ
サンショウウオの成体を採集している（伊藤，1960）．
これらのことから，今回発見されたコガタブチサンショ
ウウオの標本は，動物班 B パーティによって採集され
た後，同班の三好保徳氏の勤務校である愛媛県立松山北
高等学校に保管されていたものであると推定される．

標本は，背面は頭部から尾端にかけて地衣状の斑紋が

広く見られたこと，尾はつけねで肥厚し，尾端は尖って
いることなどから，コガタブチサンショウウオと同定し
た．また，全長が 60.9mm であったことから成体（伊藤，
1960）ではなく亜成体であると推定した．なお，腹面は
頭部から尾端にかけて白色化しており，斑紋は確認でき
なかった．本個体は愛媛県総合科学博物館両生類標本と
して平成 29 年（2017 年）8 月 29 日に登録した（愛媛
県総合科学博物館両生類標本（EPSM : Ehime Prefectural 
Science Museum-AM-1280））．

標本の記録

有尾目　Caudata　
サンショウウオ科　Hynobiidae
コガタブチサンショウウオ　Hynobius stejnegeri Dunn, 
1923（写真 3）
標 本 番 号：EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-
AM-1280
採集日：昭和 33 年（1958 年）7 月 25 日
採集場所：愛媛県西条市石鎚山成就
（環境省標準メッシュコード：5033-51-40）

頭 長 10mm・ 胴 長 24.6mm・ 頭 胴 長 34.6mm・ 尾 長
26.3mm・全長 60.9mm・頭幅 7.6mm・尾高 3.6mm
肋条数　13　
鋤口蓋歯列の型　V 字
移管完了日：平成 29 年（2017 年）8 月 29 日

2．シコクハコネサンショウウオの標本について
シコクハコネサンショウウオの標本は，幼生 2 個体が

ひと瓶にまとめられて保存されている状態で発見された
（写真 4）．ラベルには，「（脊椎動物門）和名はこねさん
しょううお，産地石鎚山御塔タル，昭和 33 年 7 月 24 日，
松山北高」と記載されていたが，採集者や学名，採集手
段は記載されていなかった（写真 5）． 

石鎚山系総合学術調査の動物班 A パーティーは，調
査団行動表から昭和 33 年（1958 年）7 月 24 日に石鎚山
から加茂川へと調査をしながら移動したと考えられる

（石原，1960）．その調査記録には御塔谷（旧名御塔タル）
でシコクハコネサンショウウオの幼生を多数採集したこ
とが報告されている（伊藤，1960）．これらのことから，
今回発見されたシコクハコネサンショウウオの標本は，
動物班 A パーティによって採集された後，三好保徳氏
の勤務校である愛媛県立松山北高等学校に保管されてい
たものであると推定される．

標本は，背面に帯状の斑紋が見られたこと，四肢に黒
爪があることなどから，シコクハコネサンショウウオと
同定した．標本は，S 字状と U 字状に変形した状態で
発見された（写真 6，7）．その形状から採集直後にホル
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マリン溶液中で固定されたものと推測される．標本は外
鰓や尾鰭が目立たなくなっているが，黒爪は残留してい
ることが確認できた．しかし，標本の変形が著しいた
め，岩沢・解良（1980）による発生段階の判定は断念し
た．標本個体がすべて同一地点から得られたものである
かどうかは不明であるが，それを確認する方法はない．
そのため，確認された個体すべてをひとつの標本として
平成 29 年（2017 年）8 月 29 日に登録した（愛媛県総合
科学博物館両生類標本（EPSM : Ehime Prefectural Science 
Museum-AM-1278））．

標本の記録

有尾目　Caudata　
サンショウウオ科　Hynobiidae
シコクハコネサンショウウオ　Onychodactylus kinneburi 
Yoshikawa, Matsui, Tanabe et Okayama, 2013（写真 6，7）
標 本 番 号：EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-
AM-1278
採集日：昭和 33 年（1958 年）7 月 24 日
採集場所：愛媛県西条市石鎚山御塔タル
（環境省標準メッシュコード：5033-51-41，42）

移管完了日：平成 29 年（2017 年）8 月 29 日

論　　議

1．コガタブチサンショウウオの標本について
石鎚山系にはイシヅチサンショウウオ，コガタブチサ

ンショウウオ，シコクハコネサンショウウオの 3 種のサ
ンショウウオが生息している（岡山，2010）．石鎚山系
におけるこれらのサンショウウオの分布に関しては，多
くの研究者が調査・研究を行っているが（岡山，2010），
初期の調査記録として，昭和 18 年（1943 年）に佐藤井
岐雄氏が著した「日本産有尾類総説」に示された調査記
録と昭和 33 年（1958 年）に行われた石鎚山系総合学術
調査の調査記録が重要である．

佐藤（1943）は，コガタブチサンショウウオが面河山
や石鎚山一帯に分布していること，常に水の枯れている
ような細い渓流に生息していることを報告している．石
鎚山系総合学術調査では，コガタブチサンショウウオが
西冠岳の峠下の海抜 1,700m のイシヅチササ原，愛媛大
小屋直下の 1,530m のブナ帯，三の鎖のわらじ捨て場の
1,700m，成就社下 1,350m のヒノキ林の朽木の下の計 4
地点で採集されている（伊藤，1960）．今回，そのうち
の成就社下 1,350m のヒノキ林の朽木の下で採集された
と考えられる標本が保管されていることが明らかになっ
た．

石鎚山系総合学術調査後では，イシヅチサンショウウ

オとシコクハコネサンショウウオに関する記録の報告が
多く，コガタブチサンショウウオの分布について報告さ
れたものは少ない（岡山，2010）．岡山（2004）は，コ
ガタブチサンショウウオが石鎚山系の 6 地点において分
布することを報告し，岡山（2010）において引き続き石
鎚山系の 4 地点において分布することを報告している．
しかし，石鎚山系総合学術調査でコガタブチサンショウ
ウオの分布が確認された石鎚山北斜面にあたる成就社付
近では，現在までコガタブチサンショウウオの幼体や成
体を確認できていない．

愛媛県内のコガタブチサンショウウオは地域によって
体色が異なる（田邊，2014）．石鎚山系のコガタブチサ
ンショウウオの成体の体色は，暗褐色の地に黄金色の斑
点（ブチ）をもち（岡山，1993），石鎚地方の本種の方
言名は「ゴマ」と紹介されている（佐藤，1943）．しか
し，伊藤（1960）は，コガタブチサンショウウオの特徴
として，紫がかった褐色地にまだら模様の灰白色の斑紋
があることをあげている．これは，石鎚山系に分布して
いる本種の特徴とは異なる．また，久万高原町産のイシ
ヅチサンショウウオには銀白色の顆粒状の斑紋がある成
体も存在する（岡山，2014a）．そのため，石鎚山系総合
学術調査において確認されていたコガタブチサンショウ
ウオは， 顆粒状の斑紋があるイシヅチサンショウウオを
誤認していた可能性も否定できなかった．さらに，伊藤

（1960）では，調査時に採集されたコガタブチサンショ
ウウオの標本や生体の写真について公表されておらず，
佐藤（1943）より図版（第 17，広島県産）が転載され
ている．そのため，石鎚山系総合学術調査で採集された
コガタブチサンショウウオの記録を裏付ける標本を確認
することは長年の懸案事項の一つであった．

今回のコガタブチサンショウウオの標本の発見によ
り，石鎚山北斜面にあたる成就社付近にコガタブチサン
ショウウオが分布していたことが再確認された．石鎚山
系総合学術調査では，今回確認された標本以外にも，3
地点でコガタブチサンショウウオが採集されている（伊
藤，1960）．今後も引き続き，石鎚山系総合学術調査で
採集されたコガタブチサンショウウオの標本の所在を調
査する必要がある．

石鎚山系におけるコガタブチサンショウウオの分布
域は，石鎚山南斜面・面河川水系 9 地点と同山北斜面・
加茂川水系 1 地点でそれぞれ確認されている（岡山，
2010）．今後も，野外調査によって過去の生息地におけ
る個体の確認や新規生息地の発見に努める必要がある．
また，コガタブチサンショウウオは，森林の伐採や林道，
堰堤などの建設によってその生息環境は悪化しており，
愛媛県レッドデータブック 2014 では絶滅危惧Ⅱ類（VU）
に指定されている（田邊，2014）．そのため，その生息
環境の保全に努めることも重要である．
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2．シコクハコネサンショウウオの標本について
佐藤（1943）は，シコクハコネサンショウウオが石鎚

山の西之川の源流である御塔谷（旧名オトウノタル）や
老ノ川の源流である初芽成谷（旧名ウイガナル），雪瀑
谷上流（旧名トヤマタル），高瀑，面河渓の源流である
御来光の滝上流部（旧名アカタル）に生息していること
を報告している．また，石鎚山系のシコクハコネサンショ
ウウオは，標高 1,200m ～ 1,400m の御塔谷および初芽
成谷， 雪瀑谷上流では 5 月中旬頃，標高が 1,700m 程度
ある高瀑や面河渓上流部である旧名アカタルでは 5 月下
旬に産卵期を迎えることを報告し，昭和 12 年（1937 年）
5 月 21 日には御塔谷の標高 1,250m 付近でシコクハコネ
サンショウウオの卵のうを発見している（佐藤，1943）．
これは，石鎚山系における最初のシコクハコネサンショ
ウウオの卵塊の発見記録である．

石鎚山系総合学術調査では，シコクハコネサンショウ
ウオが佐藤（1943）の報告と同じ面河渓本流，御塔谷，
高瀑渓などに加えて，面河渓支流・鉄砲石川で新たに
採集されている（伊藤，1960）．その後の調査でも，伊
藤（1979）は，上記の 4 地域に引き続きシコクハコネサ
ンショウウオが分布していることを報告している．しか
し，近年の調査では，シコクハコネサンショウウオは面
河渓および支流の鉄砲石川などの石鎚山南斜面での生息
が確認されているが（岡山，2004；岡山，2014b），標本
が発見された御塔谷や高瀑渓などの石鎚山北斜面では記
録が報告されていない．シコクハコネサンショウウオは，
石鎚山周辺での生息数は比較的多いが，森林の伐採や林
道，堰堤などの建設によってその生息環境は悪化してお
り，愛媛県レッドデータブック 2014 では絶滅危惧Ⅰ類

（CR+EN）に指定されている（田邊ほか，2014）．そのため，
その生息環境の保全に努めるとともに，野外調査によっ
て過去の生息地における個体の確認や新規生息地の発見
に努める必要がある．あわせて，今後も引き続き，石鎚
山系総合学術調査で採集されたシコクハコネサンショウ
ウオの標本の所在を調査する必要がある．

3．学校に収蔵されている標本の調査について
本稿では，愛媛県立松山北高等学校に保管されていた

石鎚山系総合学術調査で得られたサンショウウオの標本
について報告した．同調査において得られた両生類標本
は長らく所在が確認できていなかったが，今回公立学校
に保管されている標本の調査において初めて 2 種の標本
が確認された．公立学校の標本調査ではその他にも様々
な標本が発見されており（稲葉，2018a，2018b，2018c，
2018d），保管されている標本の中には地域の自然史を記
録する重要なものが多く含まれている可能性が高い．伊
藤（1979）は，昭和 53 年（1978 年）10 月に西冠沢でイ
シヅチサンショウウオの成体2匹が，昭和53年（1978年）

10 月に御塔谷源流域の無名支谷の登山道近くでシコク
ハコネサンショウウオの成体 1 匹が，松山営林署面河出
張所員によって採集され，それらの標本は面河村立面河
中学校に保存されていると報告している．しかし，面河
中学校は少子化の影響で平成 21 年（2009 年）に閉校さ
れており，筆者の岡山が閉校直後に調査した際には，そ
れらの標本は所在不明となっていた．愛媛県内では，耐
震化工事による校舎の建て替え時などに標本が廃棄され
る事例が散見される．今後も標本調査を継続し，標本の
新規発見に努める必要がある．また，学校収蔵標本を保
存・活用していくことの意義を教職員に啓発し，その保
全に努めていくことも重要である．

謝　　辞

本稿をまとめるにあたり原稿の校閲を賜った国立科学
博物館分子生物多様性研究資料センターの吉川夏彦博士
に心より厚く御礼申し上げる．本調査に快く御協力いた
だいた愛媛県立松山北高等学校教諭の藤江孝利氏，標本
の寄託を許可していただいた愛媛県立松山北高等学校校
長の立石淳氏にこの場を借りて厚く御礼申し上げる．

引用文献

稲葉正和（2018a）: 愛媛県立今治南高等学校で確認され
た昭和初期に作製された愛媛県産の鳥類標本につい
て．愛媛県総合科学博物館研究報告，22，pp.23-27.

稲葉正和（2018b）: 新居郡加茂村大保子谷（現西条市
藤之石）で捕獲されたニホンカモシカ Capricornis 
crispus. 愛媛県総合科学博物館研究報告，22，pp.35-
39.

稲葉正和（2018c）：最近発見された愛媛県重信川水系産
のスナヤツメ（ヤツメウナギ科）の標本．愛媛県総
合科学博物館研究報告，22，pp.1-7.

稲葉正和（2018d）：最近発見された西条市産のシラウオ
（シラウオ科）の標本．愛媛県総合科学博物館研究
報告，22，pp.9-13.

石原　保（編）（1960）：石鎚山系の自然と人文－石鎚山
系総合学術調査報告－．愛媛新聞社．322pp.

伊藤猛夫（1960）：動物　4．両生類．石鎚山系の自然と
人文－石鎚山系総合学術調査報告－．石原　保（編）．
愛媛新聞社．pp.68-75.

伊藤猛夫（1979）：石鎚山・面河地区の魚類および両生
類．石鎚国定公園　石鎚山・面河地区自然環境保全
調査報告書　日本自然保護協会調査報告書　N0.58. 
財団法人日本自然保護協会（編）．日本自然保護協会．
pp.99-113.

岩沢久彰・解良芳夫（1980）：ハコネサンショウウオの

02稲葉　石鎚.indd   38 2019/02/28   8:31



稲葉　正和・岡山　健仁

－ 39 －

発生段階図表．爬虫両棲類学雑誌，8（3），pp.73-
89.

松井正文（1979）：滋賀県の両生類．滋賀県の生物．滋
賀県自然保護財団．pp.591-614.

Matsui, M., K. Nishikawa and A. Tominaga (2017) : 
Taxonomic relationships of Hynobius stejnegeri and H. 
yatsui, with description of the amber-colored salamander 
from Kyushu, Japan (Amphibia : Caudata). Zoolgical 
Science, 34 (6), pp.538-545.

Nishikawa, K., M.Matsui, S. Tanabe, and S. Sato  (2007) : 
Morphological and Allozymeic variation in Hynobius 
boulengeri and H. stejnegeri (Amphibia : Urodela : 
Hynobiidae) Zoological Science, 24 (7), pp.752-766.

岡山健仁（1993）: 両生爬虫類．面河・石鎚の自然．面
河山岳博物館．pp.32-33.

岡山健仁（2004）：愛媛県面河村の爬虫類・両生類　付
愛媛県面河村の爬虫類・両生類目録．面河山岳博物
館研究報告，1，pp.1-8.

岡山健仁（2010）: 石鎚山系におけるサンショウウオ類
の研究史と分布の現状．日本山岳文化学会論集，8，
pp.33-40.

岡山健仁（2014a）：イシヅチサンショウウオ．愛媛県レッ
ドデータブック 2014 RED DATA BOOK EHIME －愛
媛県の絶滅のおそれのある野生生物－．愛媛県レッ
ドデータブック改訂委員会（編）．愛媛県県民環境
部環境局自然保護課．p.97.

岡山健仁（2014b）：2013 年愛媛県 RDB 調査で確認され
た爬虫類・両生類．面河山岳博物館研究報告，6，
pp.35-40.

佐藤井岐雄（1943）：日本産有尾類総説．日本出版社．
520pp.

田邊真吾（2014）：コガタブチサンショウウオ．愛媛県
レッドデータブック 2014 RED DATA BOOK EHIME
－愛媛県の絶滅のおそれのある野生生物－．愛媛県
レッドデータブック改訂委員会（編）．愛媛県県民
環境部環境局自然保護課．p.97.

田邊真吾・宇和　孝・岡山健仁（2014）：シコクハコネ
サンショウウオ．愛媛県レッドデータブック 2014 
RED DATA BOOK EHIME －愛媛県の絶滅のおそれ
のある野生生物－．愛媛県レッドデータブック改訂
委員会．愛媛県県民環境部環境局自然保護課．p.98.

Tominaga, A., M. Matsui (2008) : Taxonomic Status of a 
Salamander Species Allied to Hynobius naevius and a 
Reevaluation of Hynobius naevius yatsui (Amphibia : 
Caudata). Zoological Science, 25 (1), pp.107-114.

Yoshikawa, N., M. Matsui S. Tanabe and T. Okayama 
(2013) : Description of a New Salamander of the Genus 
Onychodactylus from Shikoku and Western Honshu, 
Japan (Amphibia, Caudata, Hynobiidae). Zootaxa, 3693 
(4), pp.441-464.

写真 1　本研究で扱ったコガタブチサンショウウオの標本が入っていたガラス瓶の外観
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写真 2　ガラス瓶に貼り付けられていたコガタブチサンショウウオのラベル

写真 3　コガタブチサンショウウオの標本
（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1280）
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写真 4　本研究で扱ったシコクハコネサンショウウオの標本が入っていたガラス瓶の外観

写真 5　ガラス瓶に貼り付けられていたシコクハコネサンショウウオのラベル
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写真 6　シコクハコネサンショウウオの幼生の標本（No.1）
（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1278）スケールは cm

写真 7　シコクハコネサンショウウオの幼生の標本（No.2）
（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1278）スケールは cm
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短　　報

େਖ਼࣌୅に੺石山で採集されたシコクハコネサンショウウオOnychodactylus kinneburi の標本

稲葉　正和 *・岡山　健仁 **

Abstract： A b ottle w ith old  specimens of Onychodactylus kinneburi w as found  at Doi Pub lic H ig h School of Ehime 
Prefecture. T he specimens w ere collected  from Mt. Ak aishi in May 1917, and  may b e the old est record  of the specimen 
from Shik ok u I sland . W e here d escrib e d etails of the specimens b ased  on our inv estig ation.

キーワード：シコクハコネサンショウウオ，大正時୅の標本，੺石山，四国島
Key words： Onychodactylus kinneburi, Specimens Preserv ed  since the T aisho Era, Mt. Ak aishi, Shik ok u I sland

はじめに

シコクハコネサンショウウオ Onychodactylus kinneburi
は，サンショウウオ科ハコネサンショウウオଐにଐする
種で，四国 3 県（߳川県を除く）と中国地方 3 県（岡
山，広島，山口）に分布している（吉川，2015）．従
来，四国に生息する本種は，ハコネサンショウウオ
Onychodactylus japonicus とされていたが，系統分類学
的な調査から四国と中国地方の一部に生息する個体群
は，高知県いの町を基準産地として平成 25 年（2013
年）にシコクハコネサンショウウオ O. kinneburi として
新種記載された（ Y oshik aw a et al., 2013）．本稿で引用
した Y oshik aw a et al．（2013）の発表以લの文ݙ・論文
では，四国に生息するシコクハコネサンショウウオ O. 
kinneburi はハコネサンショウウオ O. japonicus とされて
いる．本稿ではࠞཚをආけるため，四国のハコネサンショ
ウウオの記録を最新の研究成果に基づき，シコクハコネ
サンショウウオとして記ड़する．

੺石山系は，中ԝߏ଄ઢにฒ列する法ߖ山຺の西部に
あたり，新居඿市の西山付近から四国中ԝ市のハネζル
山付近までの౦西໿ 15 k m，南北 10k m ほどの地域を指
し，౦੺石山（1706.6m）や西੺石山（1626.1m）など標
高 1,000m をӽえる山が࿈ๆを形成している（新居඿市，
2017）．過去の調査によって੺石山系にはイシヅチサン
ショウウオ Hynobius hirosei とコガタブチサンショウウ

O ld  Specimens of Onychodactylus kinneburi C ollected  from Mt. Ak aishi in the T aisho Era. 
I NABA Masak az u and  O K AY AMA T ak ehito

 *  愛媛県総合科学博物館　学芸課
**  面河山岳博物館（〒 791-1710 愛媛県上浮穴郡久万高原町若山 650-1　http:/ / w w w .k umak og en.j p/ site/ omog o-sang ak u/ ）
 *  C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum
** C uratorial Div ision, O mog o Mountain Museum

オ Hynobius stejnegeri が生息していることが確認されて
いる（岡山，2014；田邊 2014；稲葉・岡山，2019）．し
かし，੺石山系におけるシコクハコネサンショウウオの
分布については，ෳ数の文ݙで報告されているが（伊藤，
1971；伊藤，1980；別子山村史編ࢊ委員会，1981b ），標
本はおΖか採集地や採集時期に基づくৄ細な記録はΈら
れない．そのため，筆者の岡山が爬虫類・両生類ઐ門分
科会にܞわった愛媛県レッドデータブック 2014 では，
シコクハコネサンショウウオの生息地を石鎚山系，౦三
方ϲ森，小田ਂ山とし（田邊ほか，2014），੺石山系を
含めていなかった．なお，愛媛県内のシコクハコネサン
ショウウオの生息環境は森林伐採や林道・堰堤などの建
設によって悪化しており，シコクハコネサンショウウオ
は愛媛県レッドデータブック 2014 において絶滅危惧Ⅰ
類（C R + EN）に指定されている（田邊ほか，2014）．

筆者の稲葉は，愛媛県内の公立学校に保管されている
様々な標本の収蔵状況を調査し，標本の保存状態を確認
するとともに，発見した標本を可能な限り愛媛県総合
科学博物館に移管する活動を行っている（稲葉，2018a，
2018b ，2018c，2018d ）．その過程で，大正 6 年（1917 年）
5 月下旬に੺石山（現四国中ԝ市౔居町上野付近）にお
いて採集されたと考えられるシコクハコネサンショウウ
オの標本を新たに確認した．本研究で発見された標本は，
੺石山系で採集された本種の標本に基づく初記録である
とともに，四国地方に現存する本種の標本の中では，最
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もݹい時୅に採集されたものと推定されたため，ここに
報告する．

方　　法

標本は，平成 29 年（2017 年）3 月 14 日に愛媛県立౔
居高等学校の標本調査を行った際に発見された．標本は
保存状態を確認した後，許可を得て愛媛県総合科学博物
館標本として移管した．移管した標本は，ホルマリンを
除去するための水洗処理を施した後，70％エタノール液
中にて保管した．その後，写真撮影を行い，松井（1979）
に従い頭長・胴長・頭胴長・尾長・全長・頭幅・尾高
の 7 形質をノギスを用いて 0.1mm 単位で計測した．ま
た，それぞれの標本の肋条数を計測した．その際，標本
No.1 については背面ࠨ側にইがあったため，背面右側
の肋条数を計測し，標本 No.2 と No.3 は背面ࠨ側の肋条
数を計測した（表 1）．

結　　果

標本は，幼生 3 個体がひと瓶にまとめられてホルマリ
ン溶液中に保存されている状態で発見された（写真 1）．
発見時，日মけで色あせていたラベルには，「ശࠜ山ᑦ魚，
੺石山，大正࿡年ޒ月下旬，Onychodactylus japonicus」
と๽ोで記載されていたが，ৄ細な採集地や採集者，採
集手段は記載されていなかった（写真 2）．また，௥加
の同校のラベルには，「両標 No.3，さんしょううを科，
和名はこねさんしょううを」と記載されていた．

標本は，白色化していたものの尾部背面に帯状の斑紋
が見られたこと，四肢に黒爪があることなどから，シコ
クハコネサンショウウオと同定した．これらの標本は外
鰓の個体ࠩは認められたものの，尾鰭が目立たなくなっ
ていることから，岩沢・解良（1980）の発生段階図より，
લ変態期－変態完了期（st.70�st.72）であると推定した．
なお，標本個体がすべて同一地点から得られたものであ
るかどうかは不明であるが，それを確認する方法は現在
のとこΖない．そのため，確認された個体すべてをひと
つの標本として平成 29 年（2017 年）6 月 24 日に登録し
た（愛媛県総合科学博物館両生類標本（EPSM : Ehime 
Prefectural Science Museum-AM-1331））．

標本の記録

有尾目　C aud ata
サンショウウオ科　H ynob iid ae
シコクハコネサンショウウオ　Onychodactylus kinneburi 
Y oshik aw a, Matsui, T anab e et O k ayama, 2013（写真 3，4，5）
標 本 番 号：EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-

AM-1331
採集日 : 大正 6 年（1917 年）5 月下旬
採集場所：੺石山（環境省標準メッシュコード：503362
および 503363）
移管完了日：平成 29 年（2017 年）6 月 24 日

論　　議

Stej neg er（1907）は，日本動物誌 F auna Japonica に記
載されたハコネサンショウウオの生息地として相模，信
ೱ，୮೾，ୠഅ，౔佐をあげ，さらに௥加産地として
伊賀，൬৓を紹介している．日本動物誌 F auna Japonica
は，シーϘルトが 1823 年から 1829 年にかけて採集した
๲大な動物標本および日本人ֆࢣが書いた下ֆをもとに
1833 年から 1850 年にかけて 5 つの部編が分ץ࡭行され
た（ژ౎大学ෟଐ図書館，2018）．ハコネサンショウウ
オの記ड़については，1834 年から 1838 年にかけてまと
められた R eptilia の中にΈられる（ژ౎大学ෟଐ図書館，
2018）．そのため，シーϘルトが日本に଺在していた
1820 年୅には，طに高知県におけるシコクハコネサン
ショウウオの分布৘報が確認されていたと考えられる．
しかし，田子（1907）は，ハコネサンショウウオの分布
について陸Ԟ国から伊賀伊勢にࢸるଠ平༸および日本Ԋ
の各国に分布するが，四国についての分布はະ確認で؛
あり，ৄ細な調査を行うことでその分布を確認できるで
あΖうと報告している．ただし，高知中学校教܇岡本氏
の所蔵標本の中に౔佐山邊産のシコクハコネサンショウ
ウオの標本が含まれていた可能性について報告しており

（田子，1907），この標本が保管されていれ͹四国内で最
もݹい標本に基づくシコクハコネサンショウウオの記録
となったと考えられる．その標本の所在は，現在のとこ
Ζ確認できていない．

佐藤（1934）は，石鎚山におけるシコクハコネサンショ
ウウオの分布の初記録は，ീ木（1931）と小林（1931）
によって報告されたとしている．ീ木（1931）は，シコ
クハコネサンショウウオが愛媛県内に分布していること
を報告している．ただし，ീ木（1931）には，シコクハ
コネサンショウウオの分布域について記ड़されていな
い．小林（1931）は，昭和 6 年（1931 年）の夏に石鎚
山にෝいた際，愛媛県周܂郡ઍ଍山村字黒川（現西条市
小松町石鎚）のીզ部थ助氏より地ݩでキンネブリとよ
͹れているシコクハコネサンショウウオのס૩඼ 5 尾と
ञਫ਼௮け 4 尾を໯いडけ，ञਫ਼௮け 4 尾（ˁ 2，˂ 2）
を観࡯し，その計測஋を報告している．この報告が四国
産のシコクハコネサンショウウオの標本に基づく最初の
調査記録であると考えられる．

今回の標本の発見にあわせて，標本が採集された੺石
山周辺の自然史を記録している過去の文ݙ調査を行っ
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た．その結果，明治 43 年（1910 年）にધ木ਘ常小学校
で発ץされたڷ౔誌に，新居郡ધ木村（現新居඿市）に
サンショウウオが生息していることが記ड़されているこ
とを確認した（ધ木ਘ常小学校，1910）．ધ木村は物ॅ
頭から西੺石山にかけての੺石山系にଐする山岳地帯を
含んでいた地域であることから，明治 43 年（1910 年）
の段階で，地ݩの教員等によって੺石山系にサンショウ
ウオが生息していたことが確認されていたことが推࡯さ
れる．ただし，その種類については確認することができ
ない．

標本が発見された愛媛県立౔居高等学校は，明治 34
年（1901 年）5 月に設置された宇ຎ郡立農ۀ学校を։
૆とする学校である（愛媛県立౔居高等学校，2018）．
宇ຎ郡立農ۀ学校は，明治 39 年（1906 年）に宇ຎ郡
立農林学校に改শされており（愛媛県立౔居高等学校，
2018），今回発見された標本は，宇ຎ郡立農林学校の教
員か生ెによって採集されたものか，学श用の標本とし
て寄ଃされたものであると推定される．

発見された標本のラベルには，大正 6 年（1917 年）5
月下旬に੺石山で採集されたと記ड़されている．これ
は，小林（1931）の報告よりもよりݹい時期に採集され
た標本であることを示している．標本のラベルに記ड़さ
れていた੺石山という山名は愛媛県内の地形図に存在し
ない．しかし，愛媛県では，౦੺石山を中心とした地域
を੺石山と総শすることがある（北川，1961；愛媛大学
山岳会，1987；҆森，2006）．また，昭和 8 年（1933 年）
に発ץされた伊ဇޒ良௡੺石山植物目録では౦੺石山か
ら西੺石山，౦平を含Ή地域を੺石山と規定している記
ड़が見られた（҆森，2006）．そのため，標本のラベル
に記載された੺石山は，੺石山系の౦੺石山から西੺石
山を含Ή地域を指していると考えられる．

੺石山系におけるシコクハコネサンショウウオの分布
記録としては，伊藤（1971）により੺石山系にシコクハ
コネサンショウウオが分布することが報告されており，
新居඿市史には地方名「コガネサンショウウオ」とよ͹
れ，やや大きい谷川に生息すると記ड़されている（伊藤，
1980）．また，別子山村史に੺石山系の南面の渓流にシ
コクハコネサンショウウオが分布していると報告されて
いる（別子山村史編ࢊ委員会，1981a，1981b ）．ただし，
これらの記ड़を裏付ける標本やॾ৘報の存在については
確認できておらず，そのৄ細は不明である．そのため，
今回発見された標本は，文ݙ記録でしか確認されていな
かった੺石山系におけるシコクハコネサンショウウオの
分布を裏付ける標本であると考えられる．

今回の標本の発見や文ݙ調査の結果から，੺石山系に
はシコクハコネサンショウウオが分布している可能性が
示された．シコクハコネサンショウウオは，徳島県の݋
山周辺や高知県の三ྮ，白൅山での生息が確認されてお

り（田辺・松井，2001；岡山，2002；田村，2012；など），
੺石山系を含Ή四国山຺の亜高山帯には新規産地が発見
される可能性もあるため，今後も継続的な調査を行う必
要がある．また，過去の市史や町史，村史の自然史部門
の作成には，地ݩの公立学校の教員が関わっていること
があり，学校収蔵標本の中にその調査で得られた標本が
保管されていた事例がある（稲葉，ະ発表）．そのため，
౦༧地域の公立学校に保管されている標本調査をとおし
て，੺石山系で採集されたシコクハコネサンショウウオ
の標本の新規発見に努めることも重要である．
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表 1　੺石山産シコクハコネサンショウウオの幼生の計測஋（mm）

No. 頭長 胴長 頭胴長 尾長 全長 頭幅 尾高 肋条数 

1 8.6 31.5 40.1 37.9 78.0 8.1 4.5 14 

2 11.4 36.1 47.5 44.7 92.2 9.3 6.1 13 

3 10.6 38.9 49.5 44.8 94.3 10.3 6.5 14 
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写真 1　本研究で扱った標本が入っていたガラス製瓶の外観

写真 3　੺石山産シコクハコネサンショウウオの幼生（No.1）
EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1331.

写真 2　標本瓶に貼り付けられていたラベル
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写真 4　੺石山産シコクハコネサンショウウオの幼生（No.2）
EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1331.

写真 5　੺石山産シコクハコネサンショウウオの幼生（No.3）
EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1331.
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短　　報

໘Տܢ୩࢈のシコクハコネサンショウウオOnychodactylus kinneburi の標本の調査記録

稲葉　正和 *・岡山　健仁 **

Abstract：A b ottle w ith old  specimens of Onychodactylus kinneburi w as found  at Matsuyama K ita Pub lic H ig h 
School of Ehime Prefecture. T he specimens w ere collected  from the O mog o Valley in Aug ust 11th, 1952, and  may 
b e the old est record  of the specimen from the O mog o Valley. W e here d escrib e d etails of the specimens b ased  on our 
inv estig ation.

キーワード：シコクハコネサンショウウオ，四国島，石鎚山系，面河渓谷
Key words： Onychodactylus kinneburi, Shik ok u I sland , I shiz uchi R ang e, O mog o Valley 

はじめに

シコクハコネサンショウウオ Onychodactylus kinneburi
は，サンショウウオ科ハコネサンショウウオଐにଐする
種で，四国 3 県（徳島，愛媛，高知）と中国地方 3 県（岡
山，広島，山口）に分布している（吉川，2015）．愛媛
県内では，石鎚山系，౦三方ϲ森，小田ਂ山でシコクハ
コネサンショウウオの生息が確認されており，石鎚山周
辺における生息個体数は比較的多いが，森林の伐採や林
道・堰堤などの建設によってその生息環境は悪化してい
る（田邊ほか，2014）．そのため，シコクハコネサンショ
ウウオは，愛媛県レッドデータブック 2014 で絶滅危惧
Ⅰ類（C R + EN）に指定されている（田邊ほか，2014）．

従来，四国に生息する本種は，ハコネサンショウウ
オ Onychodactylus japonicus とされていたが，系統分類
学的な調査から四国と中国地方の一部に生息する個体
群は，高知県いの町を基準産地として平成 25 年（2013
年）にシコクハコネサンショウウオ O. kinneburi として
新種記載された（Y oshik aw a et al., 2013）．そのため，本
稿で引用した Y oshik aw a et al.（2013）以લの文ݙや論文
では，四国に生息するシコクハコネサンショウウオ O. 
kinneburi の記録は，ハコネサンショウウオ O. japonicus
として記ड़されている．しかし，本稿ではࠞཚをආける
ため，最新の研究成果に基づき，シコクハコネサンショ

Surv ey R ecord  of O ld  Specimens of Onychodactylus kinneburi C ollected  from the O mog o Valley 
I NABA Masak az u and  O K AY AMA T ak ehito

 *  愛媛県総合科学博物館　学芸課
**  面河山岳博物館（〒 791-1710 愛媛県上浮穴郡久万高原町若山 650-1　http:/ / w w w .k umak og en.j p/ site/ omog o-sang ak u/ ）
 *  C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum
** C uratorial Div ision, O mog o Mountain Museum

ウウオ O. kinneburi に統一して記ड़する．
筆者の稲葉は，愛媛県内の公立学校に保管されている

様々な標本の収蔵状況を調査し，標本の保存状態を確認
するとともに，発見した標本を可能な限り愛媛県総合
科学博物館に移管する活動を行っている（稲葉，2018a，
2018b ，2018c，2018d ）．その過程で，昭和 27 年（1952 年）
8 月 11 日に面河渓谷（現久万高原町若山付近）におい
て採集されたと考えられるシコクハコネサンショウウオ
の標本を新たに確認した（写真 1）．佐藤（1953）には，
同渓谷下流・ホウライケイ（๗ན渓）において本標本と
同時期に本種の成体 2 頭が中川愛ඒ氏によって採集され
たとΈられる記ड़がある．しかし，その標本の所在は現
在のとこΖ不明である．また，面河渓谷における本種
の分布記録については，ෳ数報告されているが（佐藤，
1934；佐藤，1943；伊藤，1960；伊藤・宇和，1973；伊
藤，1979；森川，1979；宇和，1980；宇和，1986；岡山，
2004；岡山，2010；岡山，2014 など），岡山（2004）の
報告以લに採集された大部分の標本は所在不明である．
本研究で発見された標本は，面河渓谷で採集された本種
の標本に基づく記録であるとともに，愛媛県下に現存す
る面河渓谷の本種の標本として最もݹい時୅に採集され
たものと推定されたため，ここに報告する．
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方　　法

標本は，平成 29 年（2017 年）4 月 15 日に行った愛媛
県立松山北高等学校の標本調査の過程で発見された．標
本は保存状態を確認した後，学校長の許可を得て愛媛県
総合科学博物館に移管した．標本は，ホルマリンを除去
するための水洗処理を施した後，70％のエタノール液中
にて保管した．その後，写真撮影を行い，松井（1979）
に従い頭長・胴長・頭胴長・尾長・全長・頭幅・尾高の
7 形質をノギスを用いて 0.1mm 単位で計測した．また，
全ての標本の肋条数を背面ࠨ側より計測した（表 1）．

結　　果

標本は，幼生 3 個体がひと瓶にまとめられてホルマリ
ン溶液中に保存されている状態で発見された（写真 1）．
ラベルには，「脊椎動物門，和名はこねさんしょううお，
学名 Onychodactylus japonicus，産地面河，昭和 27 年 8
月 11 日，松山北高」と記載されていたが，採集者や採
集手段は記載されていなかった（写真 2）． 

標本は，背面の頭から尾部にかけて帯状の斑紋が見ら
れたこと，四肢に黒爪があることなどから，シコクハコ
ネサンショウウオと同定した．標本を観࡯した結果，ど
の個体も外鰓や尾鰭が目立たなくなっていることから，
岩沢・解良（1980）の発生段階図より，すべて変態完了
期（st.72）であると推定した．なお，標本個体がすべて
同一地点から得られたものであるかどうかは不明である
が，それを確認する方法は現在のとこΖない．そのため，
確認された個体すべてをひとつの標本として平成 29 年

（2017 年）8 月 29 日に登録した（愛媛県総合科学博物館
両生類標本（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-
AM-1277））．

標本の記録

有尾目　C aud ata 
サンショウウオ科　H ynob iid ae
シコクハコネサンショウウオ　Onychodactylus kinneburi 
Y oshik aw a, Matsui, T anab e et O k ayama, 2013（写真 3，4，5）
標 本 番 号：EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-
AM-1277
採集日：昭和 27 年（1952 年）8 月 11 日
採集場所：愛媛県上浮穴郡久万高原町面河

（環境省標準メッシュコード：503340，503341，503350）
移管完了日：平成 29 年（2017 年）8 月 29 日

論　　議

愛媛県におけるシコクハコネサンショウウオの標本に
基づく初記録は，小林（1931）による報告である．小林

（1931）は，昭和 6 年（1931 年）に愛媛県周܂郡ઍ଍山
村字黒川（現西条市小松町石鎚）のીզ部थ助氏よりৡ
りडけたシコクハコネサンショウウオの標本 4 個体につ
いて報告しており，この標本はおそらく石鎚山北斜面で
採集されたものであると考えられる．石鎚山南斜面の記
録については，佐藤（1934）が面河渓源流のアカタル（御
来光の滝上流）にシコクハコネサンショウウオが分布し
ていることを報告している．これらのことから，ઓલよ
りシコクハコネサンショウウオが石鎚山および面河渓谷
に分布していることが確認されていたことがわかる．広
島文理科大学助教授であった佐藤井岐雄氏は，1930 年
୅にԿ度も石鎚山系でサンショウウオの調査を行ってお
り（岡山，2010），石鎚山系産のシコクハコネサンショ
ウウオの標本に基づく報告も行っていることから（佐藤，
1943），石鎚山系産のサンショウウオの標本を多数所࣋
していたと考えられる．しかし，原രのࢂՒによって佐
藤氏はٸ੦するとともに，و重な調査記録や標本はমࣦ
したと考えられる（宇౎2001，2002，ٶ）．

ઓ後にはじめて石鎚山系と面河渓谷の調査報告が行わ
れたのは，昭和 27 年（1952 年）発ץの「石鎚࿈ๆと面
河渓調査書」によると考えられ，石鎚山南面の面河川，
金山川（面河渓谷支流金山谷）の上流域などにシコクハ
コネサンショウウオが生息していることが報告されてい
る（愛媛県，1952）．その後，昭和 33 年（1958 年）に
は石鎚山系総合学術調査が։催され，面河渓谷をはじめ
とする石鎚山系においてシコクハコネサンショウウオの
分布が報告された（伊藤，1960）．その後も，ෳ数回調
査が行われ，面河渓谷を中心に石鎚山系におけるシコク
ハコネサンショウウオの分布域がさらに明らかにされた

（伊藤・宇和，1973；伊藤，1979）．しかし，これらの調
査において採集されたシコクハコネサンショウウオの標
本は，現在のとこΖ西条市産の 2 点のΈしか確認されて
いない（稲葉・岡山，2019a）．石鎚山系総合学術調査等
で採集された標本は，愛媛大学理学部教授の伊藤猛夫氏
のୀ׭後に所在不明となっているためである．そのため，
現存する石鎚山系産の本種の標本は，筆者の岡山が調査
を։࢝した 1990 年୅以߱のものが多い．本研究で使用
した標本は，愛媛県（1952）の調査報告書が発行されて
ؒもない時期に採集された標本であり，愛媛県内に現存
する面河渓谷産の標本の中では最もݹいものと推測され
る．

標本が発見された愛媛県立松山北高等学校は，明治
33 年（1900 年）4 月に設置された北༧中学校を։૆と
する学校で，昭和 24 年（1949 年）9 月に県下高等学校

04稲葉　ർϳ2.indd   50 2019/02/28   9:59



稲葉　正和・岡山　健仁

－ 51 －

再編成により，旧北༧高等学校，旧松山৓北高等学校，
旧松山農ۀ高等学校の 3 校が統合されて，愛媛県立松山
北高等学校として発଍した（愛媛県立松山北高等学校，
2017）．今回発見された標本とともに，石鎚山系総合学
術調査において動物班に所ଐしていた愛媛県立松山北高
等学校教諭の三好保徳氏が保管していたと考えられる標
本も発見された（稲葉・岡山，2019a）．そのため，今回
発見された標本も三好保徳氏か他の教員または生ెに
よって採集されたものであると推測される．

愛媛県内におけるシコクハコネサンショウウオのその
他の分布域としては，੺石山，౦三方ϲ森，小田ਂ山が
報告されている（山本，1990；岡山・ઍ葉，1995；山本・
౔居，2000；稲葉・岡山，2019b ）．今回の標本の発見に
ともない，旧面河村（現久万高原町）に近઀する自治体
が発行した文ݙの調査を行った．その結果，川内町（現
౦Թ市）やࡼϲྮ（現౦Թ市）にシコクハコネサンショ
ウウオが分布しているという記ड़がΈられた（重信町誌
編ࢊ委員会，1988；ીզ部ほか，1992）．ただし，それ
らを裏付ける採集時期や採集場所に関する৘報はະܝ載
であり，写真や標本など採集記録を裏付ける資料の所在
も不明である．しかし，川内町（現౦Թ市）は，岡山・
ઍ葉（1995）によってシコクハコネサンショウウオの分
布が確認されている౦三方ϲ森南斜面とྡ઀する地域で
あり，シコクハコネサンショウウオが分布している可能
性がある．また，石鎚山系の最西端にあたるࡼϲྮ࿈ๆ
県立自然公園とその周辺地域における調査はまだे分に
行われているとはいえない．そのため，シコクハコネサ
ンショウウオの新規生息地発見の可能性もあり，今後も
継続的に調査を続ける必要がある．また，今回のように
愛媛県内の学校等に保管されている標本の調査をとおし
て，各地で採集されたシコクハコネサンショウウオの標
本の新規発見に努めることも重要である．
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表̍　面河産シコクハコネサンショウウオの幼生の計測஋（mm）

No. 頭長 胴長 頭胴長 尾長 全長 頭幅 尾高 肋条数

̍ 10.1 38.3 48.4 47.0 95.4 9.3 6.5 13

̎ 11.5 42.4 53.9 49.8 103.7 9.3 7.0 13

̏ 10.5 33.0 43.5 40.6 84.1 8.5 5.4 13
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写真 3　面河産のシコクハコネサンショウウオの幼生（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1277）No.1

写真 1　本研究で扱った標本が入っていたガラス瓶の外観

写真 2　ガラス瓶に貼り付けられていたシコクハコネサンショウウオのラベル
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写真 5　面河産のシコクハコネサンショウウオの幼生（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1277）No.3

写真 4　面河産のシコクハコネサンショウウオの幼生（EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-AM-1277）No.2
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短　　報

Ѫඤࢢ࣏ࠓݝで採集されたΞϚϛサιϦϞドキについて

େ੢　߶ *

Abstract：T ypopeltis stim psonii ( W ood , 1862) is record ed  from I mab ari city, Ehime prefecture in the autumn of 2017. 
T ypopeltis stim psonii w as found  from I mab ari city since 1990. But Museum d id  not hav e it until now , collected  it.

キーワード：アマミサιリモドキ，今治市
Key words： T ypopeltis stim psonii ( W ood , 1862), I mab ari city

はじめに

アマミサιリモドキは日本に 1 科 2 種を産する大型の
クモガタ類の 1 種で，一見サιリのように見える体形を
しており，尾がฬ状になっているのが特徴である．本種
は日本列島の固有種であり，徳之島以北のླྀٿ列島と۝
भ南部に分布するほか，伊౾ॾ島のീৎ島にも移入個体
が定ணしており，本भ・四国各地でもۮ発的に発見され
ている．ఱ૲下島南端の旧ਂڇ市域に生息する本種は北
限の個体群といわれ，۽本県のఱ然記念物に指定されて
いるが，移入である可能性が指ఠされている．四国島内
にも高知県西南部の഼多郡大月町に生息確認地があり，
高知県版レッドデータブックでは絶滅危惧 I B 類（EN）
に指定されていたが，県内の他地域でも定ணが確認され
たため 2017 年の改定で除外されている．

本種は愛媛県でも今治市の一部で 1990 年以後࿈続し
て確認されており，定ணしていると考えられている（੨
木・ਿ山，1995）．博物館では標本が収蔵されていなかっ
たが，今回一ൠの方より本種を採集したとの࿈བྷがあり，
博物館で標本として収蔵したので報告する．

Ң　　ܦ

2017 年 11 月 8 日に愛媛県今治市に在ॅの長井޺仁氏
より「ఉでサιリモドキとࢥわれる昆虫を捕獲した．ۦ
除したいが۽本県ではఱ然記念物にも指定されており，
どうすれ͹いいか教えてほしい．」との࿈བྷがあった．
ૹ付されたը૾を確認したとこΖアマミサιリモドキで

R ecord  of the T ypopeltis stim psonii ( W ood , 1862) from I mab ari C ity, Ehime Prefecture, Japan
O H NI SH I  T suyoshi

 * 愛媛県総合科学博物館　学芸課　自然研究άループ
　C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum

あることが確認されたため，11 日に氏が採集した 1 個
体を館に寄ଃしていただいた．採集場所近くには์置さ
れたカナリーヤシの大木があり，もともとこのような観
葉植物にࠞ入して移入された個体がྦྷ୅ൟ৩している可
能性が考えられる．同個体は数日でࢮ๢したため博物館
で標本とし，登録番号 EPSM-815-1 として保管している．

EPSM-815-1　アマミサιリモドキ
2017. 11. 9　愛媛県今治市中ࣉ　長井޺仁

謝　　辞

本種を採集し寄ଃしてくださった長井޺仁氏にお礼申
し上げます．

ߟ　　ࢀ

国立環境研究所，৵入生物データベース．（https:/ / w w w .
nies.g o.j p/ b iod iv ersity/ inv asiv e/ ）（2018 年 5 月 30 日
閲ཡ）．

੨木淳一・ਿ山　ོ（1995）：「愛媛県に生息するサιリ
モドキについてʦߨԋ要ࢫʧ」．Acta Arachnolog ica, 
44（2）：193

高知県林ۀৼڵ環境部環境ڞ生課（2017）：「高知県レッ
ドリスト（動物編）2017 改訂版」．pp.76
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図 1　採集されたアマミサιリモドキ（EPSM-815-1）

図 3　採集場所近くにあるカナリーヤシ

図 2　アマミサιリモドキ生体（2017. 11. 9）
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ྉ　　ࢿ

աڈの͓ࠃ࢛ΑͼѪඤݝに͓͚るϗンドΪπネ7ulQes WulQes jaQonica のੜଉ記録

稲葉　正和 *

Abstract： I t is said  that there used  to b e a limited  numb er of the R ed  F ox  V ulpes vulpes japonica inhab iting  Ehime 
Prefecture or ev en Shik ok u I sland . I n fact, there ex ist only a few  record s of their inhab itation in Shik ok u. H ow ev er, 
recently, an old  specimen of the R ed  F ox  V . vulpes  japonica has b een found  at Ehime Prefectural O z u senior hig h 
school. Accord ing  to the specimen, the fox  w as caug ht in G orou, O z u v illag e, in Nob emb er, 1927, and  it is hig hly 
lik ely that it is the old est specimen record  mad e in Ehime Prefecture. I n this paper, I  w ill report on the past hab itat 
record  of the R ed  F ox  V . vulpes  japonica in Shik ok u I sland  and  Ehime Prefecture, b ased  on the specimen and  literature 
search.

キーワード：イψ科，ホンドギツネ，標本，過去の生息記録，四国島，愛媛県
Key words： C anid ae, V ulpes vulpes japonica, Specimen, T he past hab itat record , Shik ok u I sland , Ehime Prefecture

はじめに

キツネ V ulpes vulpes は，北海道，本भ，四国，۝भ，
国後島，୒ଊ島，୶࿏島に分布している（ถ田，2008）．
亜種については，北海道産はキタキツネ V . vulpes 
schrencki，本भ，四国，۝भ産はホンドギツネ V . vulpes 
japonica と分類されており（૿田・茂原，1997），四国
におけるホンドギツネ（以下キツネ）の個体数は少ない
とされている（ถ田，2008）．

四国のキツネの個体数が少ないことについては，様々
な記録で確認される．徳島県におけるキツネの৘報は
昭和 55 年（1980 年）以લには昭和 32 年（1957 年）に
໐門市木௡で捕獲された個体のΈとされており（野口，
2004），キツネは徳島県版レッドデータブック 2001 で準
絶滅危惧種に指定されていた（徳島県版レッドデータ
ブックܝ載種ݕ౼委員会，2001）．高知県でのキツネの
৘報も 22 区ըで生息が確認されたツキノϫάマや 25 区
ըで生息が確認されたカモシカについで少ない 35 区ը
でしか確認されていなかった（ݹ屋ほか，1981）．また，
஑田・小野（1981）は，キツネの生息区ը཰，絶滅区ը
཰ともに௿い県として，本種が自然分布しないԭೄ県と
ともに，徳島県，愛媛県，高知県とࣛࣇ島県をあげている．
さらに，これらの地域に加えて，߳川県も生息区ը཰の
௿さで໰୊の残る県としている（஑田・小野，1981）．

I nv estig ation of the R ed  F ox  V ulpes vulpes japonica I nhab ited  in Shik ok u I sland  and  Ehime Prefecture.
I NABA Masak az u

 * 愛媛県総合科学博物館　学芸課　自然研究άループ
　C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum

これらのことから，四国のキツネの個体数はかなり少な
かったと考えられる．

愛媛県ではઓ後ܹٸにキツネの個体数がݮ少したた
め，昭和 47 年（1972 年）12 月から昭和 57 年（1982 年）
11 月までキツネの捕獲をࢭېしていた（森川・ਆ࡚，
1976）．愛媛県レッドデータブック 2014 でも特徴的に生
息数が比較的少ない種としてキツネがあげられている

除をۦ愛媛県の林੓課では，ノネζミの．（本，2014ٶ）
目的に昭和 40 年（1965 年）からຖ年 6 市町村をબんで
キツネのつがいの移入を行っており（愛媛県，1978），
森川・ਆ࡚（1976）では，昭和 48 年（1973 年）と昭和
49 年（1974 年）に 6 つがい，昭和 50 年（1975 年）と
昭和 51 年（1976 年）に 12 つがいが移入されたことが
報告されている．しかし，どの地域のキツネがどこに࣋
ちࠐまれたかは明らかにされていない（山本，2004；ٶ
本，2014）．そのため，移入された他の地域のキツネが
ൟ৩して分布を֦げた可能性があり，愛媛県に分布する
キツネは自然分布であるのかが資料不଍のため不明であ
るとする意見もΈられた（ネイチϟーاը，2010）．

筆者は，愛媛県内の公立学校に保管されている様々な
標本の収蔵状況を調査し，標本の保存状態を確認すると
ともに，発見した標本を可能な限り本館に移管する活
動を行っている（稲葉，2018a，2018b ，2018c，2018d ）．
その過程で，昭和 2 年（1927 年）11 月に大ऱ村ޒ࿠（現



過去の四国および愛媛県におけるホンドギツネ V ulpes vulpes japonica の生息記録

－ 58 －

大ऱ市ޒ࿠）で採集されたと考えられるキツネの標本を
確認した．これは愛媛県内において৘報の少ない本種の
重な標本に基づく記録であるとともに，本種の標本とو
して愛媛県において最もݹい時୅に得られたものと推定
される．そこで，発見された標本の記録について報告す
る．あわせて，明治時୅から昭和初期にかけて愛媛県内
で発ץされた文ݙの調査に基づく愛媛県内のキツネの分
布記録と農林省・林野ிが発ץしたङྌ統計に基づくઓ
લ，ઓ後の四国におけるキツネの捕獲記録およびキツネ
の移入に関わるॾ໰୊についても報告する．

標本について

標本は，平成 29 年（2017 年）4 月 4 日に実施した愛
媛県立大ऱ高等学校の標本調査の過程で発見された（写
真 1）．標本は保存状態を確認した後，許可を得て愛媛
県総合科学博物館標本として移管した．その後，写真撮
影を行い，頭胴長・尾長を計測した．なお，ണ製の計測
஋であるため，その計測஋には多少の誤ࠩが含まれると
考えられる．

標本のラベルには，「大ऱ高等ঁላ校標本，名᜝ キツ
ネ，ᄡೕ類－೑৯類，産地 大ऱ村ޒ࿠，採集年月日 昭
和 2 年 11 月」と記されていたが，採集者は記載されて
いなかった（写真 2）．そのため，この標本の採集者は
不明である．

大ऱ高等ঁ学校は明治 39 年（1906 年）に大ऱ町立大
ऱ高等ঁ学校として૑立され，大正 11 年（1922 年）に
愛媛県立大ऱ高等ঁ学校，昭和 23 年（1948 年）に愛媛
県立大ऱ第ೋ高等学校となり，昭和 24 年（1949 年）に
学੍改ֵにともなって愛媛県立大ऱ第一高等学校などと
ซ合され，愛媛県立大ऱ高等学校となった（愛媛県立大
ऱ高等学校，2018）．愛媛県内の他の学校においても，
当時の教員によって作製された鳥類の標本が確認されて
いる（稲葉，2018a）．この標本も大ऱ高等ঁ学校の教員
によって授ۀ用の標本として作製され，愛媛県立大ऱ高
等学校の設立時に移管されたものであると考えられる．

標本が採集された大ऱ村は，明治 41 年（1908 年）か
ら昭和 8 年（1933 年）まで存在したت多郡の自治体で，
昭和 9 年（1934 年）1 月 1 日に大ऱ町へ合ซされた（「֯
川日本地名大ࣙయ」編ࢊ委員会，1981）．その後，大
ऱ町は昭和 29 年（1954 年）に近ྡの 9 ケ村と合ซし
大ऱ市になった（「֯川日本地名大ࣙయ」編ࢊ委員会，
1981）．大ऱ市誌編ࢊ会（1972）によると，昭和 25 年（1950
年）頃まで大ऱ市の各地でキツネの໐き੠を聞いたり，
ときにはその࢟をΈかけたりしたとされている．これら
のことから，大ऱ市近߫にはઓલよりキツネが生息し
ていたと考えられる．標本は，平成 29 年（2017 年）12
月 7 日に愛媛県総合科学博物館ᄡೕ類標本 EPSM ( Ehime 

Prefectural Science Museum) -MA-1354 として登録した．

標本の記録

ネコ目　C arniv ora
イψ科　C anid ae
ホンドギツネ　 V ulpes vulpes japonica G ray, 1868（写真 1）
標本番号：EPSM ( Ehime Prefectural Science Museum) -MA 
-1354
採集日：昭和 2 年（1927 年）11 月
採集場所：愛媛県大ऱ村ޒ࿠（環境省標準メッシュコー
ド：50322434）
頭胴長 70cm・尾長 38cm

に͓͚るキπネݝに͔͚てのѪඤظ୅͔Βত࿨ॳ࣏࣌໌
の෼෍記録について

筆者は過去の愛媛県におけるキツネの分布を調べるた
め，明治時୅から昭和初期にかけて愛媛県内で発ץされ
た文ݙの調査を行った．その結果，大正 6 年（1917 年）
に発ץされた愛媛០誌稿において，キツネは੉ށ内海に
઀する松山ෟ近および西条地方に生息するとの記ड़を確
認した（愛媛០，1917）．愛媛県は，౦༧，中༧，南༧
に区分され，西条地方は౦༧，松山ෟ近は中༧に含まれ
る．そこで，この記ड़をもとに，明治時୅から大正時୅
にかけて発ץされた౦༧と中༧のڷ౔誌を確認した．そ
の結果，౦༧では新居郡（現西条市・新居඿市），೫万
村（現今治市），ཾ 岡村（現今治市），中༧ではԹઘ郡（現
松山市，౦Թ市），岡田村（現松લ町），原町村（現౐部
町），౐部村（現౐部町）にキツネが生息するとの記ड़
を確認できた（愛媛教ҭ協会Թઘ部会，1909；伊༧郡岡
田村，1910；原町村誌編ࢊ委員，1911；愛媛០新居郡໾
所，1923；今治ڷ౔史編さん委員会，1987；愛媛県立図
書館，2005；愛媛県立図書館，2012）．

愛媛០（1917）には，南༧におけるキツネの分布記録
は記ड़されていない．しかし，今回の標本の発見により，
愛媛県の林੓課がキツネの移入を։࢝する以લにも，南
༧にはキツネが生息していたことが明らかになった．ま
た，森川・ਆ࡚（1976）ではかつて南༧にキツネが広
く分布していたことが図示されている．さらに，愛媛
県（1978）は，キツネが以લは南༧一帯にいたし，三࡚
൒島の৘報もあったが，宇和町（現西༧市）南部やَϲ
৓山付近，河辺村（現大ऱ市）方面などでわずかに残っ
ているようであるとしている．南༧には，かつてت多
郡，౦宇和郡，西宇和郡，北宇和郡，南宇和郡の 5 つの
郡が存在していた（「֯川日本地名大ࣙయ」編ࢊ委員会，
1981）．そこで南༧における過去のキツネの分布を調査
するため，明治時୅から昭和初期にかけて各地域の自治
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体や小学校から発ץされたڷ౔誌の記録を確認した．
明治時୅にت多郡の自治体が発ץしたڷ౔誌を調査し

た結果，明治 44 年（1911 年）に発ץされた༄沢ڷ౔誌に，
ノウサギ・ノギツネを࢝めとし所々にアナάマを認Ήる
に過͗ずとの記ड़を確認した（༄沢ਘ常小学校，1911）．
この記ड़により，༄沢村ではキツネが比較的多く見られ
ていたと考えられる．༄沢村は現在の大ऱ市༄沢にあた
り，標本が採集された大ऱ村ޒ࿠（現大ऱ市ޒ࿠）とは，
直ઢڑ཭で໿ 8k m ほどのڑ཭である．これらのことか
ら，ت多郡にはキツネが自然分布していたと考えられる．

౦宇和郡にଐしていた多田村（現西༧市宇和町）が明
治 44 年（1911 年）に発ץした村誌には，近年ळౙのީ
に時々キツネの出຅することがあると記されている（ༀ
多田村は౦多田，河内，伊Ԇ，岡山村の．（1911，ࣉࢣ
4 ケ村が明治 22 年（1889 年）に合ซして成立した村で
あり（「֯川日本地名大ࣙయ」編ࢊ委員会，1981），現在
の西༧市宇和町౦多田付近にあたる．多田村に分布を֦
大してきたキツネはおそらく大ऱຍ地に生息していたキ
ツネであると考えられる．

西宇和郡にଐしていた町見村（現伊方町۝町・ೋ見）
が明治 45 年（1912 年）に発ץした町見村ڷ౔誌には，
キツネが分布していることを示す記ड़はなかった（愛媛
០西宇和郡町見村໾場，1912）．また，同じ西宇和郡に
ଐしていたٶ内村（現ീ഼඿市保内町）が大正 2 年（1913
年）に発ץしたڷ౔誌では，キツネ・タψキ・カϫウι
の類は絶えて見ることなしと記ड़されている（愛媛០西
宇和郡ٶ内村，1913）．しかし，昭和 7 年（1932 年）に
発ץされた町見ڷ౔誌には，キツネが分布していること
が記されており（愛媛០西宇和郡町見村໾場，1932），
西宇和郡にଐする地域において大正時୅から昭和初期に
かけてキツネの分布が֦大していた可能性が示ࠦされ
た．

北宇和郡にଐする地域では，多くの記録が確認された．
立ؒ村（現宇和島市吉田町）が明治 45 年（1912 年）に
発ץした村誌には，かつて見られなかったキツネが見ら
れるようになったとの記ड़があり（宇和島・吉田旧記ץ
行会，2009），ت佐方村（現宇和島市吉田町）が明治 43
年（1910 年）に発ץした村誌の中にも，近年キツネを
見ることありと記されている（宇和島・吉田旧記ץ行会，
2009）．また，明治 43 年（1910 年）に発ץされたѴ村（現
َ北町）のڷ౔誌ではシカ，イノシシ，タψキ，カϫウ
ιなどはݮ少するஹしがあるが，近年かつて見なかった
キツネを見ることありと記ड़されており（宇和島・吉田
旧記ץ行会，2011a），好藤村（現َ北町・宇和島市三ؒ町）
が明治 44 年（1911 年）に発ץしたڷ౔誌でも，かつて
多かったタψキやテンはほとんど絶滅し，近時ԟ々キツ
ネを見ることありとされている（宇和島・吉田旧記ץ行
会，2011b ）．同様の記ड़は，下೾村（現宇和島市）が発

અによってキツネが౉来ق，した村誌の中にも見られץ
する（ਗ਼Ո，1998）やാ地村，ਗ਼ຬ村（現宇和島市௡島
町）の村誌には，近年キツネを見ることあり（௡島町，
2000a，2000b ）と記されている．これらの記ड़から，北
宇和郡にଐする各地域においても，明治 40 年（1907 年）
頃にٸ଎にキツネの分布が֦大していた可能性が示ࠦさ
れた．

今回の文ݙ調査の結果から，౦༧，中༧においてはキ
ツネが広く分布しており，南༧では明治 40 年（1907 年）
頃にキツネの分布がٸ଎に֦大した可能性が示された．
これらの結果は，森川・ਆ࡚（1976）や愛媛県（1978）
で示された愛媛県におけるキツネの分布記録と一கする
ことから，過去の愛媛県においてキツネは各地域に広く
分布していたものと考えられる．しかし，動物の分布に
ついての記ड़が見られた南宇和郡の౦外海村，৓辺村，
྘ૐ౎村（現愛南町）の村誌には，キツネの分布につ
いての記ड़が見られなかった（愛媛県立図書館，2010a，
2010b ，2010c）．キツネはおもに森林とാ地がࠞ在する
田園環境を好Έ（ถ田，2008），人ཬに近いࢹքの։け
た場所に営૥する޲܏があることが報告されている（大
ാ，2018）．そのため，南宇和郡の地域にキツネの分布
が֦大していれ͹，Կらかの記録が残っているものと考
えられるが，今回の調査では確認することができなかっ
た．

ઓલのङྌ౷ܭにࠃ࢛ͮ͘جでのキπネのั֫記録につ
いて

昭和 6 年（1931 年）に発ץされた愛媛០動物誌には，
愛媛県下でよくङྌされるᄡೕ類として，アナάマ，イ
タチ，キツネ，シカ，タψキ，イノシシ，クマ，サルが
あげられている（ീ木，1931）．このことより，昭和初
期の段階では，愛媛県内においてキツネがङྌされてい
たことがわかる．過去のᄡೕ類の生息状況を調査するた
めの資料として，農林省が発行していたङྌ統計を活用
したઌ行研究が多く見られる（ே日，1978，1979；ؒ
野，1998；҆田，2007）．ङྌ統計に示された各地域の
動物の捕獲数は，ङྌ登録者数による捕獲努力ྔのҧ
い，ङྌ者の獲物への関心のҧい，ॐثの性能や道࿏໢
の੔උ状況，生息地の環境改変によるङྌޮ཰のҧいな
ど，ෳ数の要Ҽが影響を༩えていると考えられる（ؒ野，
1998）．また，明らかな集計記録の誤記が見られ，ઓ後
のࠞཚ期の記録は正確性をܽく可能性も指ఠされている

（ே日，1978，1979）．しかし，かつての動物相を調査す
る資料として，その有ޮ性は高いと考えられるため，本
稿でも利用することとした．

本稿では，まずઓલの四国におけるキツネの生息状況
を調査するため，国立国会図書館デδタルコレクション
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に収蔵されている大正 12 年度から昭和 14 年度までの
農林省ङྌ統計に示された四国のキツネの捕獲記録に
ついて調査した（農林省ச産局，1930a，1930b ，1932a，
1932b ，1933；農林省山林局，1935，1936，1937，1938，
1939，1942）．なお，昭和 8 年度の記録については，確
認できなかったため，本稿では省ུした．

ङྌ統計の調査結果から，ઓલの四国におけるキツネ
の捕獲数は少ないものの各県で捕獲されていること，四
国 4 県のうち愛媛県でのキツネの捕獲数が最も多く，高
知県でのキツネの捕獲数が最も少ないことがわかった

（表 1）．このことから，自治体によってキツネの移入が
行われる以લより四国にキツネが分布していたことが確
認された．また，他の 3 県と比べて高知県でのキツネの
捕獲数がۃ端に少ないことから，੉ށ内海側のキツネの
個体数に比べて，ଠ平༸側のキツネの個体数は少なかっ
た可能性が示ࠦされた．

キツネの捕獲数は北海道が最も多く，全国の総捕獲数
に༩える影響が大きい（ே日，1979）．そこで，キツネ
の捕獲数が多い北海道とキツネが分布していないԭೄ県
を除く 45 ෎県と四国 4 県の大正 12 年度から昭和 14 年
度までの各年度の平ۉ捕獲数をࢉ出した．その際，キツ
ネの捕獲数が報告されていない෎県の記録は平ۉ஋のࢉ
出に利用しなかった．

その結果，各年度の全国のキツネの平ۉ捕獲数は昭和
11 年度を除きすべて 30 頭以上であった（図 1）．一方，
四国 4 県の大正 12 年度から昭和 14 年度まで各年度の平
を大きく下回ったۉ捕獲数は，いずれの年度も全国平ۉ

（図 1）．ङྌ統計に示された捕獲数には様々なバイアス
がかかるため断定はできないが，四国のキツネの個体数
は他の地域と比較してかなり少なかった可能性が高いと
考えられる．

ઓޙのङྌ౷ܭにࠃ࢛ͮ͘جでのキπネのั֫記録につ
いて

森川・ਆ࡚（1976）は，愛媛県内のハンターへのアン
ケート調査の結果から，キツネがੲは県下全体にかなり
生息していたが，ઓ後ܹٸにキツネの個体数がݮ少した
ことを報告している．愛媛県においてઓ後にキツネの
生息数が大きくݮ少したことは，ਗ਼水（1961）やീ木

（1963）でも報告されており，昭和 34 年（1959 年）に
։設された愛媛県立博物館では愛媛県産のキツネの標本
をなかなか収集することができず，やΉなく大分県産の
キツネを標本にしてల示したことが記録されている（ീ
木，1967）．その後も愛媛県産のキツネの標本は長らく
入手されなかったが，昭和 47 年（1972 年）1 月 3 日に
大野ϲ原にて捕獲された 2 頭の愛媛県産のキツネがണ製
となって愛媛県立博物館に収蔵されたことが報告されて

いる（ೇ，1972）．これらの事例からも，愛媛県におい
てキツネの個体数が大きくݮ少していたことがわかる．

ே日（1979）では，西南日本におけるキツネの捕獲数
は昭和 31 年度から昭和 32 年度にܹٸにݮ少したとして
いる．そこで，ઓ後の四国におけるキツネの捕獲数を調
査するため，国立国会図書館デδタルコレクションに
収蔵されている林野ிが発ץした昭和 24 年度から昭和
35 年度のङྌ統計に示された四国のキツネの捕獲記録
について調査した（農林省林野ி，1951，1953，1954，
1956，1960；林野ி指ಋ部଄林保護課，1961，1962a，
1962b ）．なお，昭和 27 年度，昭和 29 年度，昭和 30 年
度のङྌ統計は確認できなかったため，全国で捕獲され
たキツネの個体数のΈ示した．

ઓ後のङྌ統計の調査により，愛媛県でキツネの捕獲
数が報告されているઓ後の調査年度数は 9 ݅とઓલの
15 ݅に比べて少ないにも関わらず，キツネの総捕獲数
は૿加していることが分かった（表 1，表 2）．とくに昭
和 26 年度には 60 頭，昭和 28 年度には 80 頭が捕獲され
ている（表 2）．この年度にલ後する昭和 27 年度，昭和
29 年度，昭和 30 年度の記録が確認できないため断定は
できないが，昭和 20 年୅後൒に愛媛県内でキツネの捕
獲が大規模に実施されていた可能性がある．しかし，昭
和 31 年度以߱のキツネの捕獲数は大きくݮ少し，昭和
33 年度の 4 頭の記録を最後に昭和 34 年度，昭和 35 年
度には捕獲記録が報告されていない（表 2）．キツネの
捕獲数は全国的にも昭和 27 年度の 7,000 頭ऑのϐーク
以後ܹٸにݮ少しており，これはङྌ者の૿ٸによるた
めと考えられている（黒田，1969）．ถ田（1979，1981）は，
北海道౦部におけるキタキツネの個体群において，ङྌ
ѹが高まったことで地域内のൟ৩個体がݮ少したことを
報告している．また，捕獲されたキツネのྸ査定の結果
から，若ྸ個体のほうが老ྸ個体よりも捕獲されるׂ合
が高いことを明らかにし，ङྌѹが૿加すると個体群
の生存཰が௿下することも指ఠしている（ถ田，1979，
1981）．これらのことから，愛媛県内においてもङྌ者
の૿ٸにともなうཚ獲によってキツネの個体数が大きく
少によりൟ৩཰も௿下ݮ少するとともに，若ྸ個体のݮ
していたものと考えられる．

四国の他の 3 県ではઓલに比べキツネの捕獲数が大き
くݮ少していることがわかった（表1，表2）．徳島県では，
ઓલには記録のない昭和 8 年度と昭和 14 年度を除いて
ຖ年キツネが捕獲されていたが（表 1），ઓ後では昭和
26 年度の 3 頭の捕獲記録しか報告されていない（表 2）．
これは，徳島県におけるキツネの৘報は昭和 55 年（1980
年）以લには昭和 32 年（1957 年）に໐門市木௡で捕獲
された個体のΈであるとする記録（野口，2004）とほ΅
一கする．ઓલに徳島県に分布していた個体群は，ઓ後
Կらかの理༝で絶滅に近い状態にؕっていた可能性が高
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い．同様の޲܏はもともとキツネの個体数が少なかった
と考えられる高知県でも確認される（表 2）．高知県で
は昭和 31 年度に 17 頭が捕獲された後，キツネの捕獲記
録が報告されておらず，個体数が大きくݮ少していた可
能性がある．ਗ਼水（1961）は昭和 35 年（1960 年）頃に
川之江近߫でキツネが 1 頭捕獲されたことを報告してい
る．川之江（現四国中ԝ市川之江町）は߳川県との県境
にある地域であり，その近߫にはキツネが少数ながら生
息していた可能性がある．四国において昭和 34 年度と
昭和 35 年度にキツネの捕獲記録があるのは߳川県のΈ
であり（表 2），ਗ਼水（1961）が報告した捕獲記録はこ
の中に含まれるのかもしれない．

昭和 30 年୅લ൒に全国のキツネの捕獲数は 2,000 頭
程度までݮ少した（表 2）．しかし，昭和 35 年（1960 年）
以߱全国におけるキツネの捕獲数や໔許登録者一人あた
りのङྌによるキツネの捕獲数は૿加しており（ே日，
1979；ؒ野，1998），全国的にはキツネの個体数は回෮
していると考えられる．ただ，四国におけるキツネの個
体数の回෮はॱ調にਐまず，第 2 回自然環境保全基ૅ調
査において生息区ը཰は 13.8％と全国最௿の஋を記録し
た（環境省自然環境局生物多様性センター，2018）．四
国においてキツネの個体数の回෮がॱ調にਐまなかった
理༝については，ノネζミۦ除用の農ༀによる中ಟࢮ（ਗ਼
水，1961）が考えられる．また，ઓ後のཚ獲によるキツ
ネの個体数のݮ少や道࿏等の։発による生息域の分断に
よってキツネのൟ৩が๦げられ，キツネの個体数が回෮
しなかった可能性も考えられる．昭和 26 年（1951 年）
から昭和 50 年（1975 年）までのؒに年平ۉ 30 頭以上
のキツネの捕獲があったのは合計 30 ෎県であること（ே
日，1979）を考えると，ઓ後の四国のキツネの捕獲数は
ඇ常に少なく，四国のキツネの個体群は絶滅の危ػにව
していた可能性も考えられる．

につگに͓͚るキπネの෼෍ঢ়ݝΑͼѪඤ͓ࠃ࢛のࡏݱ
いて

現在の愛媛県では౦༧・中༧・南༧のそれぞれの地域
でキツネの分布が確認されている（山本ほか，2006；谷
地森，2008；金৓ほか，2010；高ڮほか，2011；松田・
岩田，2011；ٶ本ほか，2013）．これらの記録のうち，
高ڮほか（2011）は，調査者による目ࢹと幼्の໐き੠
の確認によってキツネの生息を確認している．その他の
記録は，自動撮影૷置によるものである．໷行性の޲܏
がڧいᄡೕ類の調査は，自動撮影૷置のಋ入によって，
従来の聞きऔり調査やࠟ੻調査と比べてより確実性が૿
した．そのため，キツネが愛媛県内各地で確認されるよ
うになったと考えられる．一方，愛媛県内でキツネの分
布がٸ଎に֦大していることも考えられる．昭和 24 年

度から昭和 35 年度にかけてキツネの捕獲数が四国で最
も少なかった徳島県においても，昭和 55 年（1980 年）
以߱キツネの৘報が県内各地で報告されている（野口，
2004）．環境省が行った第 6 回自然環境保全基ૅ調査に
よると，愛媛県でのキツネの分布状況は，昭和 53 年（1978
年）に発表された第 2 回自然環境保全基ૅ調査時と比較
して，生息区ը཰が + 55 ϙイント૿加し，日本国内で
最も大きな૿加を示している（財団法人自然環境研究セ
ンター，2004）．四国の他県でも，徳島県で + 47 ϙイント，
高知県で + 43 ϙイント，߳川県で + 24 ϙイントとキツ
ネの分布状況が大きく૿加している（財団法人自然環境
研究センター，2004）．これらのことから，四国内でキ
ツネの分布がٸ଎に֦大していることがわかる．

環境省はかつてノネζミまたはノウサギによる଄林木
等のඃܹ֐ਙ地区については，イタチやキツネを必要に
Ԡじ์्することを༰認しており（環境省，2018），伊
༧三島市（現四国中ԝ市）や新ٶ村（現四国中ԝ市），
新居඿市，内子町，小田町（現内子町），৓川町（現西
༧市）でキツネのつがいを移入したと考えられる記録が
確認された（伊藤，1980；ླ木，1986；山本，1986；新
，会ࢊ委員会自然部会，1991；内子町誌編ࢊ村村誌編ٶ
1995；Ԙ࡚，1999）．新ٶ村は徳島県と高知県との県境に，
伊༧三島市や新居඿市，৓川町は高知県との県境にྡ઀
していた地域であり，移入した個体や移入後にൟ৩した
個体が他県へと分布を֦大した可能性がある．また，高
知県や徳島県においてもノネζミやノウサギのۦ除のた
めキツネを移入したとする৘報も存在する（谷地森लೋ
氏ࢲ信）．これらのことから，四国においてキツネの分
布域がٸ଎に֦大した要Ҽとして，他地域のキツネのつ
がいを移入した影響が考えられる．しかし，自治体によ
るキツネの移入が行われた昭和 50 年（1975 年）લ後か
ら，四国におけるキツネの分布の֦大が確認され࢝めた
2000 年୅までには໿ 25 年ؒものタイϜラάがある．そ
のため，自治体が移入した他地域のキツネのつがいが四
国で確認されているٸ଎なキツネの分布֦大にどの程度
影響を༩えたのかは不明な点が多い．

キπネのҠೖにؔ͢るॾ໰୊について

四国の自治体が他地域からキツネを移入したことで，
もともと生息個体数が少なかった四国のキツネの分布記
録が確認しづらくなる໰୊が生じている．従来から四国
に生息していたキツネと自治体が移入したキツネを判
別する方法としては，DNA 分ੳが有ޮであると考えら
れる（ネイチϟーاը，2010）．これまでに行われたイ
タチやアナάマ，カモシカのミトコンドリア DNA を用
いた系統解ੳにおいて，四国の個体群にはಠ自のҨ఻的
変異が生じていることが報告されている（中西，1998；
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T ashima et al., 2011；૿田，2017）．また，四国に生息す
るツキノϫάマも，ミトコンドリア DNA の解ੳ結果か
ら，本भに分布している౦日本άループ，西日本άルー
プとは異なり，ل伊൒島に生息するツキノϫάマを含Ή
南日本άループを形成することが明らかになっている

（大西，2011）．しかし，キツネのミトコンドリア DNA
の分ੳ結果では，北海道に生息する亜種キタキツネに
は，本भ，۝भに生息する亜種ホンドギツネとは異なる
ハプϩタイプが存在するが，本भと۝भの個体群のハプ
ϩタイプは同じάループにଐすることが報告されている

（I noue et al., 2007）．その後，૿田（2009）はキツネのミ
トコンドリア DNA の分子系統解ੳの結果から，本भ，
四国，۝भに生息するキツネの集団ؒでのҨ఻子のҧい
はタψキほど明ྎではないとしており，黒੉ほか（2010）
でも亜種ホンドギツネの地域個体群ؒでのミトコンドリ
ア DNA の明確なҨ఻的分化は確認されていない．その
ため，四国にもともと生息していたキツネと自治体が移
入したキツネの判別をミトコンドリア DNA の系統解ੳ
で行うことはࠔ೉であることが༧૝される．

近年は，ミトコンドリア DNA よりҨ఻的多型に෋Ή
マイクϩサテライトマーカーを利用した研究により，キ
タキツネやアカギツネの地域個体ؒのҨ఻的解ੳが実施
されている（૿田，2017；多田，2017）．キタキツネの
道南集団は，マイクϩサテライトҨ఻子の分ੳにより，
北海道内の他地域の集団からҨ఻的に཭れていることが
報告されている（૿田，2017）．また，K ato et al. （2017）
はマイクϩサテライトҨ఻子を用いた集団Ҩ఻学的解ੳ
によって，ࡳຈ市内およびその周辺に生息するキタキツ
ネは南部，北部，西部の 3 つの集団にわけられることを
報告している．マイクϩサテライトҨ఻子の解ੳによっ
て，同一地域に生息する個体群ؒでのҨ఻的分化が報告
されていることから，マイクϩサテライトҨ఻子の解ੳ
は，地域集団のҨ఻的関܎性を調査するのに有ޮである
と考えられる．今後はこの手法を用いて，四国内におけ
るキツネの地域個体群ؒのҨ఻的関܎性を調査し，四国
内で生じたキツネの分布の֦大に，移入したキツネの個
体群がどのような影響を༩えているのか調査する必要が
ある．ただし，四国のキツネの個体群には，他地域のキ
ツネが移入されているため，Ҩ఻的᎟ཚが生じている可
能性が高い．そのため，自治体によるキツネの移入が行
われる以લから四国に生息していたキツネの標本を準උ
する必要がある．今回発見されたキツネの標本は，自治
体による他地域のキツネの移入が行われる以લに捕獲さ
れた個体であるため，Ҩ఻的᎟ཚをडけるલの四国の個
体群のҨ఻子を保࣋していると考えられる．今後も，調
査を継続し，キツネが移入されるલに四国内で採集され
たキツネの標本の収集に努める必要がある．

キツネはサルやシカ，イノシシのように農作物にඃ֐

をあたえることは少なく，ノネζミやノウサギなどの林
除する໾ׂを期଴され，他地域より四ۦを्֐ۀ農・ۀ
国の各地へ移入された．四国におけるキツネの生息区ը
཰の૿加཰はඇ常に高く（財団法人自然環境研究セン
ター，2004），その個体数は近年ॱ調に回෮していると
考えられる．そのため，徳島県で準絶滅危惧種に指定さ
れていたキツネは，最新の徳島県版レッドリストでは除
外されている（徳島県，2018）．しかし，四国内でٸ଎
に分布域を֦大したキツネが絶滅危惧種であるアカウミ
ガメの卵を৯֐した事例が報告されている（౉邊ほか，
2017）．キツネは生態系の最上位にあたる種であり，下
位の生態的地位の種に影響を༩える可能性も考えられ
る．また，過去の四国におけるキツネの分布৘報のࠞཚ
やҨ఻的᎟ཚなどの໰୊も引きىこされており，今後野
生動物の移入を行う際には，より৻重なରԠがٻめられ
ると考える．
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写真 1　愛媛県立大ऱ高等学校に保管されていたホンドギツネ V . vulpes  japonica の標本
　　　   EPSM : Ehime Prefectural Science Museum-MA-1354

写真 2　発見された標本の୆࠲に貼付されていたラベル
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図 1　大正 12 年度から昭和 14 年度の全国と四国のキツネの平ۉ捕獲数
˞੨が全国の平ۉ捕獲数，੺が四国の平ۉ捕獲数
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表 1　ङྌ統計に基づいたઓલの四国におけるキツネの捕獲記録

˞大正 13 年度の愛媛県・高知県の記録は報告されていなかったため，ۭཝとした．
˞昭和 8 年度の記録は確認できなかったため，ۭཝとした．
˞昭和 2 年度の全国の捕獲数は 4,156 頭とされていた．しかし，各෎県の報告数の合計は 3,956 頭であった．そのため，本稿では
　昭和 2 年度の全国の捕獲数を 3,956 頭とした．

徳　島 ߳　川 愛　媛 高　知
四国での
捕獲数

全国での
捕獲数

大正 12 年度 7 9 － － 16 1,414

大正 13 年度 8 7 15 2,298

大正 14 年度 7 18 24 － 49 3,226

昭和ݩ年度 9 8 10 13 40 3,587

昭和 2 年度 8 17 21 2 48 3,956

昭和 3 年度 9 19 33 － 61 4,220

昭和 4 年度 4 23 12 － 39 4,272

昭和 5 年度 2 7 22 3 34 2,119

昭和 6 年度 2 12 17 1 32 1,982

昭和 7 年度 17 7 43 9 76 2,175

昭和 8 年度

昭和 9 年度 4 7 7 2 20 2,122

昭和 10 年度 16 11 6 8 41 2,017

昭和 11 年度 7 1 10 － 18 1,448

昭和 12 年度 3 － 4 1 8 1,694

昭和 13 年度 2 3 5 － 10 1,654

昭和 14 年度 － 10 13 － 23 2,100

合　計 105 159 227 39 530 40,284
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表 2　ङྌ統計に基づいたઓ後の四国におけるキツネの捕獲記録

徳　島 ߳　川 愛　媛 高　知
四国での
捕獲数

全国での
捕獲数

昭和 24 年度 － 14 44 － 58 5,460 

昭和 25 年度 － 10 31 1 42 5,657 

昭和 26 年度 ̏ 10 60 － 73 5,995

昭和 27 年度  6,985 

昭和 28 年度 － 12 80 6 98 5,710 

昭和 29 年度     5,814 

昭和 30 年度    3,389 

昭和 31 年度 － 8 18 17 43 2,272 

昭和 32 年度 － 5 13 － 18 2,226 

昭和 33 年度 － － 4 － 4 2,269 

昭和 34 年度 － 5 － － 5 2,099 

昭和 35 年度 － 2 － － 2 2,166 

合　計 3 66 250 24 343 50,042

˞昭和 27 年度，29 年度，30 年度の四国の記録は確認できなかったため，ۭཝとした．
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੢৚ཱࢢ੢৚ڷ౔ത෺ؗにอ؅されていたχϗンΧϞシΧ$aQricornis crisQus の標本

稲葉　正和 *

Abstract： It is confirmed that Japanese serow Capricornis crispus were inhabited in the Ishizuchi Range in Ehime 
Prefecture. Nevertheless, the extant specimens preserved in Ehime Prefecture were officially only two specimens, 
which I discovered in 2017. However, in Saijo city local museum, I have recently discovered one more specimen of the 
species, which was caught in Kamo village (now Saijo city-)ujinoishi). In this paper, I will report on the past habitat 
status of  Japanese serow C. crispus in Ehime Prefecture, based on the specimen and documentary search．

キーワード：ニホンカモシカ，愛媛県，標本，過去の生息地
Key words： Japanese serow Capricornis crispus, Ehime Prefecture, Specimen, The past habitat status

はじめに

ニホンカモシカ Capricornis crispus（以下カモシカ）
はウシ科にଐする日本の固有種で，本भ，四国，۝भ
に分布している（三Ӝ，2008）．カモシカはݹくからङ
ྌのର৅であり，明治ҡ新後に੍定された近୅的法規で
ある鳥्ྌ規ଇでもङྌ्として扱われていた（常田，
2007）．カモシカの個体数は明治以߱のさかんなङྌに
より大きくݮ少し，国は大正 14 年（1925 年）にカモシ
カを捕獲्ࢭېに指定した．さらに，カモシカは昭和 9
年（1934 年）に史੼名উఱ然ل念物保存法によりఱ然
記念物に種指定され，զが国固有の動物として文化財の
一つに位置づけられた（常田，2007）．常田（2007）は，
このような動きの背ܠとして，資源としてのカモシカの
少を危惧するだけでなく，オオカミݮ Canis lupus の絶
滅に৅徴される近୅化にともなう文化としての自然の૕
ࣦにରする危ػ意ࣝがあったのではないかと指ఠしてい
る．しかし，山地では࿑ಇ力となるڇഅを৯えず，カモ
シカは山の޾であった（小原，1969）．当時のශしい山
村ではカモシカはґ然として重要な資源であり，生活の
ためのີྌは൒͹公然と行われていた（常田，2007）．
カモシカが昭和 30 年（1955 年）に特別ఱ然記念物に指
定された後も，この状況は大きく変わらず，カモシカは
高Ձなໟൽや׽方ༀのࡐ料となる֯ৌなどをٻめたີྌ
により，その個体数の回෮が๦げられていた．

Specimens of Japanese Serow Capricornis crispus Preserved in Saijo City /ocal Museum.
I NABA Masakazu

 * 愛媛県総合科学博物館　学芸課　自然研究άループ
　Curatorial Division, Ehime Prefectural Science Museum

昭和 34 年（1959 年）に岡山県のスϙーツళでカモシ
カのしりൽがചり出されたのをきっかけとして，全国一
੪カモシカີྌऔりకりが実施された（田村，2017）．
岡山県に端を発したこの事݅では，26 ౎෎県におよぶ
૞査が実施され，カモシカのໟൽの流௨ルートがյ滅す
るとともに，マスコミ報道によってカモシカ保護のࢥ૝
がීٴした（མ合，2016）．この結果，カモシカの個体
数の回෮を๦げていたङྌѹが除かれることとなった．
また，国の֦大଄林੓ࡦの推ਐによって生じた若い଄林
地はカモシカに๛෋な৯物をఏڙし，カモシカのີ度
૿加をもたらした（མ合，2016）．これらの要Ҽによっ
て，カモシカの個体数はॱ調に回෮し，その分布域も֦
大した．しかし，近年はシカとのڝ合や森林環境の変化
にともない，カモシカの個体数はݮ少޲܏に転じている
地域も存在する（三重県教ҭ委員会ほか，2010；金৓，
2012a；大分県教ҭ委員会ほか，2013；མ合，2016；田
村，2017；ڮ本・森，2018）．四国でもカモシカの個体
数の回෮はे分にਐんでおらず，四国地方のカモシカは
絶滅のڪれのある地域個体群（/P）に指定されている（環
境省，2018）．

愛媛県内においては，カモシカがかつて石鎚山系に分
布していたことが報告されている（森川，1960，1975）．
また，森川・ਆ࡚（1976）は，愛媛県内の様々な地域に
おいてカモシカが生息していたと考えられる聞きऔり調
査の記録を報告している．しかし，愛媛県内の確実な記
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録は，本館に収蔵されているઓ後まもなく高瀑方面で捕
獲された個体のໟൽのΈであった（ٶ本，2014）．筆者
は，愛媛県立西条高等学校の標本調査において，新居郡
加茂村大保子谷で捕獲されたカモシカのໟൽを新たに確
認し，愛媛県におけるカモシカの生息地の記録について，
発見した標本と文ݙ調査および聞きऔり調査の結果をも
とに報告した（稲葉，2018）．その後の調査で，西条市
立西条ڷ౔博物館にも石鎚山で捕獲されたカモシカのໟ
ൽが収蔵されているとの৘報を得た．これは愛媛県内に
おいて৘報の少ない本種のو重な標本に基づく記録であ
る．また，愛媛県内のカモシカの分布に関する新たな৘
報を文ݙ調査で確認したため，ここに報告する．

標本について

標本の৘報は，愛媛県博物館資料総合目録第 1 集（自
然史部門）の西条市立西条ڷ౔博物館の動物資料の部に

「カモシカのໟൽ（石鎚山）」との記ड़があったこと（ೇ，
1978）から得られた．西条市立西条ڷ౔博物館に໰い合
わせたとこΖ，カモシカのണ製の写真（西条市立西条ڷ
౔博物館動物標本 323）とカモシカのໟൽ（西条市立西
条ڷ౔博物館動物標本 359）が収蔵されていることが確
認できた．そこで，同博物館の許可を得てそれぞれの資
料の写真撮影を行った．その後，カモシカのໟൽの全長
を計測するとともに，ໟൽにऔり付けられていた֯ৌの
調査を行った．

標本の調査記録

カモシカのണ製の写真（写真 1）は，୆ாの記ड़およ
び一ॹに保存されていたラベルから加茂村大保ڷ谷（現
大保子谷）で捕獲されたものであり，西条市ே日町の高
ल実氏によって寄ଃされたものであることがわかっڮ
た（写真 2，3）．しかし，採集日や採集者についての記
録は残されていなかった（写真 2，3）．また，写真のണ
製についても現在の所在は不明である．愛媛大学山岳会

（1973）には，西条市の記念館にカモシカのണ製が௠列
されているとの記ड़がΈられる．このことから，かつて
西条市内の施設にカモシカのണ製が௠列されており，そ
の施設は西条市立西条ڷ౔博物館であった可能性が高
い．しかし，今回の調査ではその真ِを確認することは
できなかった．

カモシカのໟൽに関しても，୆ாの記ड़から西条市ே
日町の高ڮल実氏が寄ଃしたことが明らかになった（写
真 4，5，6）．このໟൽは収蔵ݿにて保管されているが，
かつてはల示されていたようで，その際に利用していた
と考えられるキϟプションも保管されていた（写真 7）．
そのキϟプションによると，ໟൽにされた個体が捕獲さ

れた場所も大保ڷ谷（現大保子谷）であったようであ
る．しかし，୆ாには正確な採集地・採集日・採集者を
示す৘報は記ड़されておらず，ໟൽにもラベルはఴ付さ
れていなかった．そのため，そのৄ細な৘報を確認する
ことはできなかった．確認されたカモシカのໟൽの全長
は 136cm であった（写真 8）．

確認されたカモシカのໟൽには同一個体のものと考え
られる֯ৌもऔり付けられていた（写真 9）．֯ৌの内
部には֯ਊが残されており，֯ਊのࠜݩから੾断された
後，ໟൽにऔり付けるために加工されたものであると考
えられる．֯ৌのઌ端部はܽけておらず，ほ΅完全な状
態で保存されていた．֯ৌの全長はࠨ側が 12.2cm，右
側が 12cm であった．

カモシカの֯は生え変わることなく৳び続け，成長す
る͝とにࠁまれるߔ（֯ྠ）が形成されるため，֯ྠを
数えると大まかな年ྸを推定することが可能である（田
村，2017）．最初の֯ྠは 1.5 のౙに形成され，以後ࡀ
ੵΈ重なっていくことから，֯ྠの数に 1 を଍すとその
個体の年ྸが推定できる（三Ӝ，1996）．ただし，カモ
シカの֯には細いߔ状の੾れࠐΈとなっている （ྠ֯ྠ）
と੾れࠐΈをともなわないઙいತԜ状ないし೾状のଠい
ྠ（ଠྠ）が存在する（མ合，2016）．そのため，カモ
シカの֯ৌから年ྸ査定を行う場合には，֯ྠとଠྠの
区別を行うことが重要である（མ合，2016）．また，オ
スの֯の成長ྔは加ྸとともにݮ少し，しだいに一定の
幅を示すのにରし，メスはൟ৩にともなうශӫཆによっ
て֯の成長ྔが௿く཈えられる部分が生じることから，
֯ৌによりࣁ雄の判別も行える（三Ӝ，1996）．そこで，
このໟൽに残されていた֯ৌの֯ྠ数と֯ྠؒの成長ྔ
を確認した．

֯ৌのલ面はかなりইがついており，֯ྠ数の計測が
೉な状態であった．མ合（2016）は，野生のカモシカࠔ
の行動を観࡯し，カモシカが個体ؒで֯つきあわせ，֯
つきを行うこと，頭をさげてथװに֯をあて，くりฦし
．くこすりつける֯こすりを行うことを報告しているڧ
この個体もおそらくそのような行動を܁りฦしていたた
め，֯ৌのલ面にইがついていたものと考えられる．そ
こで，ইがつきにくいと考えられる֯ৌの裏側の֯ྠ数
を計測した．このໟൽにऔり付けられていた֯ৌの֯ྠ
数はどちらも 4 本であった．そのため，この標本は推定
年ྸ 5 ．のときに捕獲された個体であると判定したࡀ

三Ӝ（1991）は，岐ෞ県と長野県で捕ࡴされたカモシ
カのメス 410 頭の֯ৌをݕ౼し，カモシカのメスのൟ৩
։ྸ࢝は 2 からࡀ 6 までの幅をもち，4ࡀ で初産をしࡀ
た個体が最も多く，初産の平ۉ年ྸは 3.7 であったこࡀ
とを報告している．また，中西（2005）は，野生下での
四国産のカモシカの幼्のಠ立は本भ産よりもૣい޲܏
を示すことや動物園での四国産カモシカのࣂҭ個体の観
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事例から，野生下での四国産のカモシカは࡯ 1 のळにࡀ
は性成ख़にୡし，メスの野外における೛৷཰も高い可能
性を報告している．そのため，推定年ྸ 5 のこの標本ࡀ
がメスであった場合，௨常であれ͹初産をݧܦしており，
֯ৌの成長ྔが௿く཈えられている部分が存在すると考
えられる．

この標本の֯ৌの成長ྔを確認したとこΖ，ほ΅一定
の஋を示したことから，オスの個体であった可能性が高
い．しかし，出産ྺがないメスの個体では，೛৷にとも
なうශӫཆ状態にならないため，֯ৌの成長ྔはオスと
同様にほ΅一定の஋を示すと考えられる．また，愛媛県
のようにカモシカの個体群ີ度が௿かったと考えられる
地域では，೛৷・出産をݧܦするલに捕獲された個体で
あった可能性も否定できない．そのため，性別判定につ
いては，今後のݕ౼課୊とした．

標本が確認された西条市立西条ڷ౔博物館は，西条市
大町の田中大༞氏が自らのࢲඅを౤じて収集した様々な
資料を西条市に寄ଃされたことで昭和 28 年（1953 年）
7 月 21 日に設立された博物館である（久門，1966）．当
初寄ଃされた総資料数は 2,339 点で，そのうち動物類の
資料は 318 点と記録されている（久門，1966）．西条市
立西条ڷ౔博物館所蔵の標本の୆ா番号が 323（カモシ
カのണ製の写真）と 359（カモシカのໟൽ）であること
から，これらの資料は博物館設立後に寄ଃされたもので
あると考えられる．また，昭和 36 年（1961 年）発ץの
愛媛の博物館によると西条市立西条ڷ౔博物館の一ൠ動
物類の資料点数は 365 点と記録されている（愛媛県博物
館協会，1961）．これらのことから，カモシカに関する
資料は昭和 28 年（1953 年）から昭和 36 年（1961 年）
のؒに寄ଃされたものであると考えられる．

これらの資料の寄ଃ者は，西条市ே日町の高ڮल実氏
とされている（写真 3，5，6）．西条市内でே日町とよ
͹れる地域は，西条市大町と西条市ණ見に存在する．そ
こで，昭和 30 年（1955 年）頃からその地域に居ॅされ
ているෳ数のॅ民の方に聞きऔり調査を行った．しかし，
高ڮल実氏に関する৘報を得ることはできなかった．カ
モシカは，良質な೑，ෑ物や๷פ۩にదしていたໟൽ，
料となる֯をもつなど利用Ձ஋のࡐ方ༀやカツオ֡の׽
高い動物であり，ݹくからङྌのର৅となってきた．国
はཚ獲によってݮ少したカモシカの保護を図るため，大
正 14 年（1925 年）にはङྌ法によってカモシカをङྌ
्から除外している．そのため，この標本は大正 14 年

（1925 年）以લに捕獲されたものであると考えられる．
しかし，今回の聞きऔり調査ではৄしい৘報を明らかに
することができなかった．

標本の記録

ウシ科　Bovidae
カモシカ Capricornis crispus T emminck , 1845
西条市立西条ڷ౔博物館動物標本 323　
カモシカのണ製の写真
採集場所　加茂村大保ڷ谷（環境省標準メッシュコード：
50335176，77，78）

西条市立西条ڷ౔博物館動物標本 359　
ໟൽ　全長：136cm　
֯ৌ　全長：12.2cm（ࠨ）・12cm（右）　
推定年ྸ　5 ࡀ

論　　議

1� ੢৚ཱࢢ੢৚ڷ౔ത෺ؗに収蔵されていたΧϞシΧ
の標本について

今回確認されたໟൽの全長は 136cm であった．本भ
産のカモシカは体重が 35kg ～ 40kg で比較的大型であ
るのにରし，四国産のカモシカは体重が 30kg をこえな
い小型の個体が多いと報告されている（中西，1995）．
本館に収蔵されている高瀑方面で捕獲されたとされる
カモシカのໟൽ（EPSM-MA-1362）の全長は 110cm で
あり，愛媛県立西条高等学校で発見された大保子谷産
のໟൽ（EPSM-MA-1327）の全長は 104cm である．ま
た，金৓（2006）が報告した高知県߳ඒ市でᏒࢮした頭
胴長 107cm・推定年ྸ 8 -のオスの個体のໟൽ（EPSMࡀ
MA-1005）の全長を計測したとこΖ，128cm であった．
本館に収蔵されている四国産のカモシカのໟൽと比較す
ると，今回発見されたໟൽは大きいҹ৅をうける．また，
四国のカモシカは本भのカモシカに比べて体色が黒い個
体が多いとされているが（中西，1995），今回発見され
たໟൽはかなり明るい色調である（写真 8）．四国には
本भで捕獲されたカモシカのໟൽもかなり多く流入して
いることから（稲葉，2018），今回発見されたໟൽは本
भ産のものである可能性も否定できない．

今回発見されたカモシカのໟൽにऔり付けられていた
֯ৌの全長は 12.2cm と 12cm であった．金৓（2012b）は，
四国地方のカモシカの֯長の平ۉ஋は 12.2 ʶ 0.6cm（サ
ンプル数 16），白山のカモシカの֯長の平ۉ஋は 14.1 ʶ
0.5cm（サンプル数 61），۝भ山地のカモシカの֯長の
平ۉ஋は 10.6 ʶ 0.4cm（サンプル数 20）であることを
報告している．今回発見された標本の֯ৌの長さは四国
地方のカモシカの֯長と最も近い஋を示している．ただ
し，サンプル数や比較に用いた地域が少ないことから，
あくまで参考記録として考えるべきである．

西条市立西条ڷ౔博物館に所蔵されている大保ڷ谷
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（現大保子谷）産とされるカモシカの標本については，
今回の調査ではその産地を正確に特定することはできな
かった．中西（1998）は，本भと四国のカモシカのҨ఻
子レベルでの変異を調べるため，カモシカのミトコンド
リア DNA のチトクϩーϜ b Ҩ఻子を解ੳし，本भの個
体群と四国の個体群のؒでは，最大で 3 ϲ所，最小で
2 ケ所のԘ基഑列の置׵があることを報告している．ま
た，山৓・山৓（2012）は，四国，ل伊൒島，੩岡に生
息するカモシカの個体群ؒのҨ఻的分化を調査し，ل伊
൒島と੩岡の集団ؒよりも，四国の集団と本भの集団ؒ
の方がҨ఻的なڑ཭が཭れていることを報告している．
今後は，今回発見されたໟൽや֯ৌ内の֯ਊを利用した
DNA の分ੳを行い，西条市立西条ڷ౔博物館に収蔵さ
れているカモシカの標本が四国産のカモシカであるかを
確認する必要がある．

2� Ѫඤݝ಺のΧϞシΧの෼෍記録について
愛媛県におけるカモシカの分布記録については，新居

郡加茂村川来ਢ（現西条市藤之石）と久万山地方にݹく
から生息しており，その地方では「にく」とよ͹れてい
ると報告されている（ീ木，1931）．稲葉（2018）では
加茂村（現西条市）の大保子谷で高ڮ吉଄氏によって捕
獲されたカモシカのໟൽについて報告した．今回発見さ
れた写真のണ製と標本の産地も，加茂村大保ڷ谷（現大
保子谷）とされている．これらのことから，かつて加茂
村（現西条市）にはカモシカが生息しており，近ྡのॅ
民によって捕獲されていたと考えられる．

新居郡におけるその他のカモシカの記録については，
文ݙ調査によって黒森山や۹ֻ山にも生息していたと考
えられることを報告した（稲葉，2018）．今回，౦平ਘ
常小学校が明治 43 年（1910 年）1 月 31 日に発ץしたڷ
౔誌の中に，カモシカの生息地に関する記ड़を新たに確
認した（౦平ਘ常小学校，1910）．ڷ౔誌の動物の項目
には，「ニク」と記載があり，「大Ӭ山雑木ノ群生セル岩
石地ニ棲メドモ少ナシ用్同લ」とある．લ項はアナά
マであり「ൽハෑ物トシ೑ハ৯用トス」とある．このこ
とから，この地域の人々もカモシカの೑を৯用とし，ໟ
ൽはෑ物として利用していたことがわかる．大Ӭ山（現
新居඿市大Ӭ山）は，カモシカの分布記録がある黒森山
や۹ֻ山を含Ή地域であり，これらの地域にはかつて少
数ながらカモシカが生息していたと考えられる．森川・
ਆ࡚（1976）は，西条市吉居のྌࢣへの聞きऔり調査に
より黒森山，۹ֻ山から主谷にかけてカモシカが生息し
ているらしいと報告している．これらの৘報は，標本に
基づく記録ではないため断定はできないが，昭和 50 年

（1975 年）頃まで黒森山，۹ֻ山から主谷にかけての地
域にカモシカが生息していた可能性が示ࠦされた．

本稿では，西条市立西条ڷ౔博物館に収蔵されている

大保ڷ谷（現大保子谷）産とされるカモシカの標本につ
いて報告した．その調査の過程で，森川・ਆ࡚（1976）
が，׈চ渓谷のֲ公岳や日吉村અ҆（現َ北町෕野川上）
にもカモシカが生息していたとする聞きऔり調査の結果
を報告していることを確認した．ૣ見（2005b）は，َ ϲ
৓山系で昭和 27 年（1952 年）にカモシカが捕獲された
ことを報告している．同様の記ड़は，広見町誌でもΈら
れ，昭和初期まではカモシカが捕獲されており，一時生
息が不明となっていたが，昭和 27 年（1952 年）にほか
の獲物をねらったわなにカモシカがかかったことで生息
が確認されたことが記されている（広見町誌編さん委員
会，1985）．また，現在もಸ良（現َ北町ಸ良）Ԟにカ
モシカが生息しているとの記ड़がΈられた（広見町誌編
さん委員会，1985）．

َϲ৓山系は，َϲ৓，ീ面山，三本ߌ，高月山，ݖ
現山などの 1,000m 成されている（宇和島ߏの山からڃ
市観光物産協会，2018）．َϲ৓山系にはブナやカエデ・
シデ類の茂るྫྷԹ帯थ林が広がっており，かつてはカモ
シカやツキノϫάマが生息していた（ૣ見，2005a）．宇
和島市三Ӝ西にある田中Ոに఻存している田中Ո文書に
は，「ๅྐྵޒ年े月ेೋ日　一౦三Ӝೋࣕ۽औࠩ上ީ者
江ඨ数ޒඨඃ下置」，「҆Ӭ࿡年ࣣ月೓۝日　一۽౼ީ
ハʍ۽ᢇ可ࠩ出事」，「ఱ保े三年三月೓࿡日　一۽ଧީ
અ，以来直様ଖྌࢣ郡所江ࠩ出，（以下ུ）」などの記ड़
がΈられる（田中Ո文書調査会，2001）．これらの記ड़
から，َϲ৓山系でのツキノϫάマの生息は，江ށ時୅
より確認されていたと考えられる．ૣ見（2005a）は昭
和 34 年（1959 年）頃までَϲ৓山系にツキノϫάマが
生息していたとしており，高田（1962）は׈চ渓谷付近
でのツキノϫάマの捕獲記録やᏒࢮ৘報を報告してい
る．また，ݹ林ほか（1979）も，高知・愛媛県境の南西
部にツキノϫάマが生息しているとするアンケート結果
を示しており，森川（1975）は，َϲ৓山系で確認され
たツキノϫάマは高知県の黒ଚ山地の一群と考えられる
としている．

མ合（2016）は，カモシカとツキノϫάマの分布は類
しており，このࣅ 2 種の分布はブナ・ミζナラ等のམ葉
広葉थ林の分布と一கするとしている．ݹ屋ら（1981）
も，高知県内のブナ林とサϫάルミ林にツキノϫάマと
カモシカが高いબ୒度を示すとしている．َϲ৓山系の
ブナ林は四国の南限にあたり，かつてツキノϫάマが生
息していたとする記録がΈられることから，カモシカが
生息していた可能性は否定できない．しかし，ݹ林ほか

（1979）は，四国のカモシカは݋山系を中心とした分布
域と石鎚山系の小さな分布域に生息しているが，四国地
方のカモシカの分布は౦にภっていて西部ではかつて生
息していたという৘報さえ得られないとしている．また，
常田（2016）の示したカモシカの分布域の変動の記録で
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も，四国南西部でのカモシカの分布৘報は確認できない．
َϲ৓山系周辺でのカモシカの分布記録は，すべてア

ンケートや聞きऔり調査によるものであるため，その真
ِを判断することは೉しい．َϲ৓山系の動植物にৄし
いૣ見ᤈ之助氏に聞きऔり調査を行ったとこΖ，現在の
َϲ৓山系は林道։発の影響によって，自然環境がߥ廃
しており，カモシカが生息している可能性はほとんどな
いこと，َϲ৓山系のカモシカの捕獲記録は文ݙ調査の
結果によるもので，カモシカの捕獲記録を裏付ける標本
に基づく記録は確認できていないことが明らかになった

（ૣ見ᤈ之助氏ࢲ信）．しかし，َϲ৓山系におけるカモ
シカの生息記録については，ৄ細な調査が行われている
とはいえない．そのため，愛媛県内には石鎚山系で捕獲
されたカモシカの標本だけでなく，َϲ৓山系で捕獲さ
れたカモシカの標本も保管されている可能性がある．今
後も継続的に調査を行い，その発見に努めることが重要
である．
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写真 1　西条市立西条ڷ౔博物館に収蔵されているカモシカのണ製の写真
（西条市立西条ڷ౔博物館動物標本 323）
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写真 2　西条市立西条ڷ౔博物館の୆ா（西条市立西条ڷ౔博物館所蔵）

写真 3　カモシカの写真とともに保管されていたラベル（西条市立西条ڷ౔博物館所蔵）
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写真 4　昭和 28 年 7 月寄ଃ者芳名録（西条市立西条ڷ౔博物館所蔵）

写真 5　寄ଃ者芳名録に記されたカモシカのໟൽの寄ଃ記録

07稲葉　ȫɢȷȫ.indd   78 2019/02/28   8:33



稲葉　正和

－ 79 －

写真 6　西条市立西条ڷ౔博物館の୆ா（西条市立西条ڷ౔博物館所蔵）
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写真 7　カモシカのల示の際に使用されていたと考えられるキϟプション
（西条市立西条ڷ౔博物館所蔵）

写真 8　西条市立西条ڷ౔博物館に収蔵されているカモシカのໟൽ（西条市立西条ڷ౔博物館動物標本 359）　
スケールは 1m
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写真 9　西条市立西条ڷ౔博物館に収蔵されているカモシカのໟൽの֯ৌ（西条市立西条ڷ౔博物館動物標本 359）
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愛媛県総合科学博物館研究報告　Bulletin of Ehime Prefectural Science Museum, No.23（2018）, p.83－88

ࠂ報ۀࣄ

ࠂ報ࢪʁʯ࣮ྨەըలʮ஍ҥྨ ʙコέ͚ͩͲコέじΌͳい　૶ྨʁا

઒ຢ　໌ಙ *

Abstract： Special ex hib ition ʠL ichens Alg a?  F ung us? ʡ w as held  in the Ehime Prefectural Science Museum in 2017. 
T he purpose of the ex hib ition is to introd uce L ichens.

キーワード：地衣類，ల示
Key words： L ichens, ex hib ition

はじめに

地衣類は，ە類と૶類の 2 つの生物がڞ生をしている
と定められている．愛媛「類ە特घ化した」，であり࢟
県では 2014 年に絶滅のおそれのある野生生物をまとめ
たレッドデータブックが発ץされ，国内で確認されてい
る໿ 1,600 種の地衣類の内，愛媛県では 331 種が確認さ
れ，その中で絶滅危惧種に 81 種が指定されている（愛
媛県و重野生動植物ݕ౼委員会編 2014）．地衣類はこの
ように県のレッドデータブックにऔり上げられているも
のの，一ൠ的には認知度が高い生物とは言い೉い．そこ
で愛媛県総合科学博物館では，地衣類の理解ଅਐとීٴ
を図る目的で，平成 29 年のय़اقըలとして「地衣類
～コケだけどコケじΌない～૶類ʁە類ʁ」を։催した．
本稿ではそのల示の֓要について報告する．

లࣔの֓ཁ

当館において地衣類のاըలを実施するのは 2 回目で
ある．લ回 2009 年に։催したاըల「地衣類のੈք」
では，県下での調査研究の成果発表としての意ຯ合いが
少種の発見について大きくऔり上رく，絶滅危惧種やڧ
げた．ల示内༰としては࿩୊性があったものの，ઐ門的
な内༰にภったల示となった．今回のల示ではその൓省
を౿まえ，਎近な所にも地衣類は生ҭしていることを఻
えるためあえて絶滅危惧種にはこだわらず，市֗地やॅ
୐地等に生ҭするී௨種をऔりあげてల示をߏ成した．
ల示։催 3 ϲ月લから各所に഑布されるϙスターやチラ

R eport on the Special Ex hib ition ʠL ichens Alg a?  F ung us? ʡ
K AW AMAT A Ak inori 

 * 愛媛県総合科学博物館　学芸課　自然研究άループ
　C uratorial Div ision, Ehime Prefectural Science Museum

シでも，見かけるػ会の多い地衣類の中から目を引く色
合いの種を中心にબ定しデβインを行った（図 1）．ల
示は 2017 年 2 月 18 日から 4 月 9 日までの 51 日ؒにわ
たり։催され 6,903 人の入館者が観ཡした（表 1）．

లࣔのߏ੒

ల示は，当館のاըల示ࣨ（300ᶷ）の൒面で実施し，
10 コーナー区分に分けて໿ 100 点の標本と 26 点の写真
パネル，12 点の解説パネルでߏ成した．۩体的なߏ成
は表 2，ల示レイアウトは図 2 のとおりである．

ಋ入部のᶃ「地衣類ってԿだΖう」では，地衣類を知っ
ている人にも知らない人にもこれはԿだΖうとࢥっても
らうため，子ثをݦඍ撮影した写真パネル（写真 1）を
഑置した．そして，ᶄ「地衣類とはʁ」では，地衣類の
生物学的な定義や各׭ثの名শと໾ׂを֦大写真や୎上
ルーϖを用いて示した（写真 2）．ᶅ「3 つのタイプ」では，
葉状・थ状・ᙧ状の 3 種類に分けられる体のタイプを標
本で示した（写真 3）．そしてɺ誤認を๷͙ため，ᶆ「地
衣類Έたいな生き物たち」で࢟形が地衣類のように見え
るཟ૶や྘૶，一部のە類をల示した（写真 4）．またɺ
来館者のڵຯを引くために，ᶇ「光る地衣類」として，
紫外ઢによってܬ光する種類を暗ࣨ内に഑置し（写真
5），紫外ઢরࣹثにより地衣類の色の変化を観࡯できる
体ݧల示とした（写真 6・7）．ᶈ「地衣類の利用」では
地衣類を原ࡐ料としたお஡や手芸඼，છ物を紹介し，リ
トマスࢴݧࢼについてはܝ載されている教科書も示した

（写真 8）．ᶉ「਎近にいる地衣類たち」は，県内で਎近
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に観࡯することのできる地衣類໿ 30 種類をల示した（写
真 9）．ల示手法は，生ҭするथ木や石からണ͗औらず，
屋外での生ҭ状態そのままを観࡯できるよう工夫した．
ᶊ「地衣散า」では，人௨りの多い松山市内を中心に地
衣類がී段の見׳れた場所に生ҭする様子を写真パネル
で紹介した（写真 10）．ᶋ「こんな所に地衣類がʂ」は，
地衣類がथ木や石，コンクリートだけではなく，条݅が
良けれ͹ガードレールや屋ࠜݹ，נタイヤ，Ϗン等にも
生ҭすることをᶉ「਎近にいる地衣類たち」と同様に生
ҭ状態のままల示した（写真 11）．最後のᶌ「地衣類と
環境」は，地衣類が大ؾԚછやࢎ性Ӎにऑく人ؒ活動の
多い౎市部では生ҭしづらい事を紹介した．

లࣔ方法の࡯ߟ

๯頭にも記した௨り，地衣類は県のレッドデータブッ
クにऔり上げられている生物の中でも，一ൠには知られ
ていない生き物である．ಋ入部のݦඍ撮影した写真パネ
ルは，៉ྷ，可愛いといった正のҹ৅をもつ者，࣋ؾち
わるいといったෛのҹ৅をもつ者と様々ではあったが，
地衣類を知らない来館者とっては，これはԿだΖうとࢥ
うきっかけ作りに有ޮであった．

ల示の中心部である「਎近にいる地衣類たち」のコー
ナーでは，લ回のاըల「地衣類のੈք」での൓省を生
かしల示方法を 2 点改ળした．まず 1 点目は，地衣類を
थ木や岩石からണがしてల示するのではなく，ண生して
いるथ木や岩石をそれ͝と採集し，そのままల示した（写
真 12）．લ回のల示では，野外でथ木や岩石などのண生
基物からஸೡにണがしԚれをऔった標本をల示したが，
े分に地衣類を認ࣝしていない来館者にとっては，それ
が生き物なのかどうかも分からない様子であった．しか
し，थ木や岩石͝とల示することで，「見たことがある」
といった൓Ԡが多くあり，改ળできたのではないかと考
えられる．2 点目として，できる限りల示ケースに入れ
ず，إを近づけて観࡯できるように഑置した．લ回は絶
滅危惧種やそれに準ずる種類を扱った౎合もあり，ల示
ケースに഑置せ͟るを得なかった．ただ，ల示ケースに
഑置することでഁଛの心഑はなくなるが，来館者がॆ分
に地衣類のඍ細なߏ଄を直近で観࡯することができなく
なった．今回は基本的にී௨種を扱ったので，ඍ細でյ
れやすい種類を除いては，৮れることのできるڑ཭に഑
置することでإを近づけて観࡯できるよう഑ྀした．種
名ラベルについては，थ木に生ҭする種類には，まち
਑を利用して表示し観࡯しやすいよう心がけた（写真
13）．

なお，લ回から引き継いだ方法として，ల示背ܠは黒
色とした，このほうが白っΆい地衣類の種類が異なるこ
とによるඍົな色のҧいを観࡯できるためである．

͓ΘΓに

ըاӡにも地衣類をメインテーマとしてऔり扱った޾
లを 2 回։催するػ会を得た．લ回の൓省を౿まえ，生
ҭ状況をそのままల示することで観ཡ者には地衣類とい
う生き物の存在を理解してもらえたと考えている．今後
も資料収集・੔理保管をしっかり行い，新たな੾り口で
地衣類のັ力を఻えて見たいと考えている．

引用文献

愛媛県و重野生動植物ݕ౼委員会編（2014）：愛媛県レッ
ドデータブック．愛媛県県民環境部環境局自然保護
課，623pp.
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図 1　広報物

表 ։催結果「類ʁە地衣類 ～コケだけどコケじΌない　૶類ʁ」ըలا　1

タイトル 地衣類

会　　期 平成 29 年 2 月 18 日（౔）～ 4 月 9 日（日） 

会　　場 愛媛県総合科学博物館 اըల示ࣨ 

入場者数 6,903 人 

観 ཡ 料 無　料
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表 2　ల示ߏ成

コーナータイトル パネル

　館長あいさつ ͝あいさつ
ᶃ地衣類ってԿだΖう 地衣類ってԿだΖう
ᶄ地衣類とはʁ 地衣類とはʂ

地衣類の体の中はʜ
ᶅ̏つのタイプ ̏つのタイプ
ᶆ地衣類Έたいな生き物たち 地衣類Έたいな生き物たち
ᶇ光る地衣類 光る地衣類

地衣成分について
地衣成分の有用性

ᶈ地衣類の利用 地衣類の利用
ᶉ਎近にいる地衣類たち ਎近にいる地衣類たち
ᶊ地衣散า 地衣散า
ᶋこんな所に地衣類がʂ こんな所に地衣類がʂ
ᶌ地衣類と環境 地衣類と環境

図 2　ల示レイアウト

写真 1　ᶃ「地衣類ってԿだΖう」 写真 2　ᶄ「地衣類とはʁ」
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写真 3　ᶅ「3 つのタイプ」 写真 6　紫外ઢরࣹલ

写真 7　紫外ઢরࣹ後写真 4　ᶆ「地衣類Έたいな生き物たち」

写真 8　ᶈ「地衣類の利用」写真 5　ᶇ「光る地衣類」
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写真 9　ᶉ「਎近にいる地衣類たち」 写真 12　थ木や岩にண生したままのల示

写真 13　まち਑を利用したラベル写真 10　ᶊ「地衣散า」

写真 11　ᶋ「こんな所に地衣類が」
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Ѫඤݝ総合Պ学ത෺ؗڀݚ報ࠂ　౤نߘఔ
平成 26 年 10 月改訂

愛媛県総合科学博物館研究報告編集委員会

1　ʮѪඤݝ総合Պ学ത෺ؗڀݚ報ࠂʯのର৅෼໺とݪ
のछผߘ

1� 1 ର৅෼໺
「愛媛県総合科学博物館研究報告」（以下「研究報告」）

の原稿ܝ載ର৅となる分野は，愛媛県の自然史，科学ٕ
術，愛媛県の産ۀ史，博物館事ۀに関࿈する分野とする．�
1� 2 のछผߘݪ

（B）原著論文
オリδナルな研究論文で，ະ発表のもの．

（C）総　　説
ある研究分野に関してಠ自の立場から総ׅ・解説・
紹介するもの．

（D）୹　　報
研究の༧報や中ؒ報告等の୹い論文であり଎報性を
必要とするもの．

（E）資　　料
調査記録・資料目録が中心となるもの．

（F）事ۀ報告
教ҭීٴ活動や博物館活動の報告．ただし報告のର
৅は当館主催事ۀに限る．

（G）ٕ術報告
新たに։発した標本作成方法やల示物などのٕ術的
な新知見の報告．

これらを以下「論文」と記す．

のࣥචཁྖߘݪ　2
2� 1 標୊ʢ࿨文ɾӳ文ʣ

研究内༰を۩体的かつ的確に表す．標୊の中には，原
ଇとしてུޠ・ུশは用いない．ӳ文表記は，冠ࢺ・લ
置ࢺを除き単ޠの第̍文字を大文字にする．
2� 2 ஶऀ໊ʢ࿨文ɾӳ文ʣ

੏・名をུさずに記載する．ӳ文表記は，੏の文字の
すべてと名の頭文字を大文字とし，「੏ô名」のॱとする．�
2� 3 ஶऀのॴଐ໊ؔػʢ࿨文ɾӳ文ʣ

著者の所ଐػ関は，当֘研究の行われたػ関名を正ࣜ
名শで記載する．著者がෳ数で所ଐػ関が異なる場合は，
アステリスクを用いそれらをରԠさせる．博物館の館員
以外は，所ଐػ関の所在地ٴびホーϜϖーδの̧̡̪等
を記載する．その際，༣ศ番号，番地等を省ུせずに記
載する．�
2� � ঞ録ʢӳ文ʣ

論文のུ֓をਝ଎に೺Ѳできるよう，主観的な解ऍや
൷判を加えず，内༰を؆ܿに記す．一人শは使わず，図・

表の引用は行わない．原著論文・総説については，ӳ文
100 ～ޠ 200 ・報告ۀを標準とする．୹報・資料・事ޠ
ٕ術報告については，ӳ文 70 ～ޠ 100 ．を標準とするޠ
文頭に「"CTUSBDU：」と表記する．
2� � キーワードʢ࿨文ɾӳ文ʣ

論文内༰をద੾に表す用ޠをいくつか記載する．文頭
にそれぞれ「キーϫード：」「,FZXPSE：」と表記する．
2� � 本文
2� �� 1 論文ߏ੒ɾ಺༰

論文ߏ成は，「はじめに，ࡐ料，方法，結果，考࡯（お
わりに）」でߏ成することを基本とするが，論文の分野
によってはこの限りでない．この大項目の頭には見出し
番号を付けず，ゴシック体でセンタリンά表記する．内
༰は，論理的かつ明確なߏ૝に基づいて記ड़し，研究の
目的，学術上の意義，ઌ行研究との関࿈性も明示する．
同分野をઐ門とする研究者がಡんでূݕ可能なように記
ड़し，結果とそれにରする分ੳは，明確に区別して記載
することが๬ましい．
2� �� 2 文ମɼ用ࣈ用ޠɼ記߸ɼූ߸ɼ୯Ґ౳のج४

文体は，口ޠ常態（である体）とし，現୅かなづかい・
常用׽字を用いるが，固有名ࢺ等はこの限りでない．ಡ
Έ誤るおそれのある׽字については，その直後にؙׅހ
でׅった;りがなを付ける．۟ಡ点は「，」と「．」を用
いる．ӳ数字と記号は൒֯を使用する．学術的名শ（動
植物の学名，化合物名等）はイタリック体で記す．その
他の用字用ޠ，記号，ූ号，単位ฒびに学術用ٴޠび学
術的名শの表記は，基本的に *40 等の標準化関࿈国際
૊৫ٴび論文の各分野において׳用されている基準に従
うこととする．
2� �� 3 ਤɾࣸਅɾදɾਤ൛

図・表・図版は，本文に出てくるॱに，それぞれ一࿈
番号を付ける．また，番号に続けて和文のキϟプション
を付ける．写真は原ଇとして図に含めるが，論文の分野
によってはこの限りでなく，「写真 1　˓˓˓˓，写真 2
˓˓˓˓」と一࿈番号を別に付し図に含めないこととし
てもよい．図・写真のうち，必要なものにはスケールを
入れる．図・写真・表の本文中へのૠ入は，編集段階で
行う．ૠ入位置に関して特にر๬がある場合は，論文౤
稿時に編集委員会に申し出ること．図版は，原稿຤尾に
．載するܝ
2� �� � ग़͠の൪߸෇͚ݟ

見出しの番号付けが必要な場合，ষ，અ，項等のల
։はϙイントシステϜによって記載するのが๬ましい．
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（例：第 1 ষ　第̍અ　第 1 項ˠ̍� ̍� ̍）項以下の細
項については，ׅ 付き数字を用いて細分する．（例：（1）ހ

（2）（3）・・・）Օ条書きの番号付けは，細項の表示と
ࠞ同しないようにするため，数字ではなくアルϑΝベッ
ト等（例：（B）（C）（D）・・・，B�C�D�・・・）を用いる．
ؙ数字等のػ種ґ存文字の利用は行わない．
2� � ஫

や文ষの意ຯを分かりやすく解説するために設け۟ޠ
ることができる．஫には௨し番号を付け，本文の֘当Օ
所の右ݞに数字をૠ入する．編集段階において，٭஫の
場合は同一ϖーδ内に，文຤஫の場合は本文の最後にૠ
入する．また，人文社会科学分野等においては，ँࣙの
後の文ݙཝを省ུし，஫に文ݙを含めることとしてもよ
い．
2� � 謝辞

研究の過程でԿらかのԉ助をडけた場合は，「ँࣙ」
のઅを設け，؆ܿなँ意を示す．その場合，そのԉ助者
．関の名শฒびにԉ助の内༰等を記載するػびٴ
2� � 文献

文ݙは，参র文ݙ・引用文ݙを指す．文ݙのద用ൣғは，
雑誌・図書・論文集・レϙート・学位論文・特許文ݙ・ウΣ
ブサイト等がある．文ݙと本文との関࿈付けは，基本的
に自然史分野の論文はハーバード方ࣜ，科学ٕ術分野の
論文はバンクーバー方ࣜに฿うが，論文の分野によって
は，その分野で׳用されている基準に従ってもよいこと
とする．著者名については，੏・名とも表記する．ӳ文
雑誌名と༸書名は，イタリック体とする．単数ϖーδの
場合は，「Q．˓．」，ෳ数ϖーδの場合は，「QQ．˓ � ˓．」，
総ϖーδの場合は，「˓ QQ．」と表記する．ి子ഔ体の
論文等もҹ࡮ഔ体同様に表記するが，入手ઌ（ウΣブϖー
δのアドレス等）と入手日付を付け加えなけれ͹ならな
い．入手日付は，「（参র　2010�9�24）」または「（BDDFTTFE�
2010�9�24）」と表記する．
2� �� 1 ハーόード方ࣜʢஶऀ໊ΞϧϑΝϕοτॱ方ࣜʣ

ハーバード方ࣜは，本文での引用Օ所に著者名と発
行年を記ड़する．例え͹，本文では「ŋŋŋ である（山田
淳 
1999B
1999C）．」
「ŋŋŋ に関しては，ٶ本直人（1998）
が報告している．」と表記する．੏のΈでなく名も記す
こと．著者が 2 名の場合は，「・」「BOE」で区੾る．著
者が 3 名以上の場合は，「～ほか」「～ �FU�BM�」を用いて
省ུしてもよい．文ݙがෳ数の場合は，「；」で区੾る．
文ݙཝは，著者名のアルϑΝベットॱに文ݙをܝげる．
同著者の場合は年号のॱとする．同著者名かつ同年号の
場合は，出版年の後に B
�C を付けてܝげる．2 行にわた
る場合の 2 行目のઌ頭は，全֯ 2 文字分ۭ白とする．࣍
に例を示す．

ʦ雑誌中の論文ʧ　著者名（年号）：論文名．誌名，ר号数，
ϖーδ数．

森山߶・小沢৻治（1999）：ϑΝδー੍御を用いたԻ
੠における৘ॹ性ධՁ法．ి子৘報௨信学会論文
誌 
10．QQ�1710�1720．

.J[VOP
L� 	1991
："MQJOF� 7FHFUBUJPO� 1BUUFSO� JO�
3FMBUJPO� UP�&OWJSP�NFOUBM�'BDUPST� JO� +BQBOFTF�
)JHI�.PVOUBJOT�(FPHSBQIJDBM� SFQPSUT� PG�5PLZP�
NFUSPQPMJUBO�VOJWFSTJUZ，26，QQ�167�218．

ʦ図書ʧ　編著者名（年号）：書名．発行所．総ϖーδ数．
藤井Ѵ（1994）：全ఱ੕Ӣ੕団ガイドブック．੣文ಊ新

光社．325QQ．
0EVN
&�1	1971
：'VOEBNFOUBMT� PG� &DPMPHZ
� 3SE�

FE�8�#�4BVOEFST．335QQ．
ʦ図書の部分引用ʧ　著者名（年号）：標୊．書名．編者名．

発行所．ϖーδ数．
川田ल雄（1996）：ۭؾのৼ動をԻと光で．いきいき物

理わくわく実ݧ．愛知・岐ෞ物理サークル．新生出
版ࣜג会社．Q�31．

෬見߁治（1942）：ʠ記ड़的統計学ʡ．確཰論ٴ統計
論．河出書๪．Q�24．入手ઌ，統計科学のための
ి子図書システϜウΣブϖーδ，IUUQ���XXX�TDJ�
LBHPTIJNB�V�BD�KQ��7&FCTB�
（参র　2006�05�19）．

2� �� 2 όンクーόー方ࣜʢ引用ॱ方ࣜʣ
バンクーバー方ࣜは，本文での引用Օ所右ݞに文ݙの

࿈番（引用ॱ）をৼる．例え͹，本文では「～国内で։
発された当時ੈք最高ً度の白色発光ダイオード̏）は，
～」と表記する．文ݙཝは，引用ॱに番号とその文ݙを
ܝが出てくる場合は，「5）�લݙげ，同じ文ܝ 3 に同じ」
等とུ記してもよい．࣍に例を示す．

ʦ雑誌中の論文ʧ　著者名．論文名．誌名．出版年，ר数，
号数，ϖーδ数．

岩ࡔହ信．黄࠭はԿをӡんでくるのか．科学．2008，
WPM�78，OP�7，Q�729�735．

ʦి子δϟーナル中の論文ʧ　著者名．論文名．誌名．出
版年，ר数，号数，ϖーδ数．入手ઌ，（入手日付）．

中島震，ۄ井఩雄．特集，ιϑトウΣア工学の基ૅ：
&+# コンϙーネントアーキテクチϟの 41*/ による
ৼ෣い．コンϐュータιϑトウΣア．2002，WPM�19，
OP�2，Q�82�98．

IUUQ���XXX�KTUBHF�KTU�HP�KQ�BSUJDMF�KTTTU�19�2�82�@QEG��
DIBS�KB�
（参র　2006�02�13）．

ʦ図書ʧ　著者名．書名．版表示，出版者，出版年，ϖー
δ数．

র明学会編．র明ハンドブック．第 2 版，オーϜ社，
2003，573QQ．

ʦ図書の部分引用ʧ　著者名．ʠ論文名．ʡ書名．編者名．
出版者，出版年，ϖーδ数．

村主๎ӳ．ʠ科学分野における動޲．ʡి子メディアは研
究を変えるのか．૔田ܟ子編．૲書๪，2000，Q�59�97．
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ʦウΣブサイト中の記事ʧ　著者名．ʠウΣブサイトの୊
名．ʡウΣブサイトの名শ．ߋ新日付．入手ઌ，（入
手日付）．

中ԝ教ҭ৹ٞ会．ʠ教ҭৼڵ基本計ըについてʕ「教ҭ
立国」の実現に޲けてʕ（౴申）．ʡ文部科学省．
2008�04�18��IUUQ���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�
DIVLZP�DIVLZP0�UPVTIJO�08042205�IUN
（参র 2008�
08�13）

3　論文౤͔ߘΒൃߦ·でのྲྀれ
3� 1 ౤֨ࢿߘ

論文を౤稿することができる者は，原ଇとして愛媛県
総合科学博物館の館員ٴび館員とڞ同で研究を行った者
とする．ただし，外部の者のΈの౤稿もडけ付けること
があるが，この場合，事લに編集委員会に࿈བྷをとって
論文の֓要（新規性・実用性等）を説明し，౤稿の許可
を得る必要がある．なお，౤稿者の所ଐが大学・ݧࢼ研
究ػ関・博物館等の場合，当館の収蔵資料を研究ର৅と
した論文を༏ઌする．
3� 2 論文の౤ߘ

上記「2�原稿のࣥ筆要ྖ」に従いࣥ筆した原稿を，̖
4 版の用ࢴに̍ϖーδあたり 45 字ʷ 35 行（文字サイζ
9 ϙイント）で 2 部ҹ࡮する．౤稿原稿੔理カード 1 部，
原稿（図・表・図版も全て含Ή）2 部を編集委員会へఏ
出する．�
ఏ出ઌ　〒 792�0060　愛媛県新居඿市大生Ӄ 2133ô2

　　愛媛県総合科学博物館�研究報告編集委員会
　　5&-0897ô40ô4100　'"90897ô40ô4101

3� 3 論文の৹査と採୒
原稿は，ࣥ筆要ྖに従って書かれた場合に限りडけ付

ける．そのडけ付けた日を原稿ड付日とする．論文は，
編集委員会がબ定した査ಡ者により，౤稿原稿の査ಡを
डける．館外の研究者による査ಡをر๬する場合は，事
લに編集委員会へ申し出ること．編集委員会は，査ಡ結
果に基づき原稿を৹査し，ܝ載可・要म正・ܝ載不可を
判断する．要म正の場合は，著者へम正・再ఏ出をٻめる．
ఏ出された最ऴ原稿が，編集委員会によりܝ載可と判断
された日をもって原稿ड理日とする．ܝ載可の࿈བྷをड
けた著者は，଎やかにి子データをఏ出すること．ܝ載
不可の場合は，その理༝を明らかにした上で原稿を著者
へฦ٫する．
3� � 論文の校ਖ਼

校正は，初校のΈを著者校正とする．再校以߱は基本
的に編集委員会が行う．
3� � の഑෍ࠂ報ڀݚ

発行された研究報告は，全国の主な博物館，県内の図
書館・高校・大学等へ഑布される．発行後，著者には研
究報告 1 部をଃఄする．また，ر๬する著者には別࡮

30 部をଃఄする．著者が࿈名の場合には，筆頭著者に
ଃఄする．30 部以上の別࡮をر๬する場合は，編集委
員会に相ஊすること．�

�　論文のஶݖ࡞について
研究報告にܝ載されるすべての論文の著作ݖは，ి子

ഔ体を含め愛媛県総合科学博物館にؼଐする．ただし，
著者自਎がෳ製，຋༁などで利用することはࠩし支えな
いが編集委員会に申し出た上で，本誌からの出యを明記
し言ٴすること．他誌から研究報告に౤稿する場合は，
その出版社の了ঝを得てそのࢫをँࣙの項目で必ず記載
すること．そのほか，著作ݖに関するॾ事が生じた場合
は，著者に直઀協力をґཔする場合がある．

̑　̬̗̚ެ։について
研究報告は，発行された後に当館のホーϜϖーδ上に

おいても公։する．よって論文に使用する資料を他から
借用してܝ載する場合，借用ઌにそのࢫ఻え，論文౤稿
લにঝ୚を得ておくこと．また，知的財産所有ݖ・著作
び個人৘報を含Ή内༰をٴ等が発生する内༰ݖ঻૾・ݖ
載する場合についても，論文౤稿લに著者において処ܝ
理をしておくこと．�

�　౤نߘఔのվగについて
愛媛県総合科学博物館研究報告౤稿規程は，主として

科学ٕ術৘報流௨ٕ術基準（4*45）に準ڌして作成し
ているが，改訂の必要が生じた場合は，編集委員会の৹
ٞをܦて改訂を行う．
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Ѫඤݝ総合Պ学ത෺ؗڀݚ報ࠂ　౤ߘݪߘ੔ཧΧード

発ૹ年月日 　　　　年　　　　月　　　　日

種別
（֘当するものを˓でғΉ）

原著論文　　総説　　୹報　　資料　　事ۀ報告　　ٕ術報告

和文表୊

和文著者名
（;りがな）

ӳ文表୊

ӳ文著者名

࿈བྷઌ
（校正࡮り・別࡮ૹ付ઌ）

〒　　　－

　　　　　5FM．
　　　　　'BY．
　　　　　&�NBJM．

ఏ出原稿
本　　　文�：　　　　ຕ　　　　　����図　　　版�：　　　　ຕ
図　　　表�：　　　　ຕ　　　　　　　　　　（カラー　　���ຕ）
　　　��（カラー　　���ຕ）　　　　　　図・表の説明�：　　　ຕ

別ر࡮๬部数 　　　　　　　　　部

උ　考

編集委員会記入ཝ
　ड付年月日　　　年　　　月　　　日　　ड理番号 /P�
　ड理年月日　　　年　　　月　　　日　　ड理番号 /P�
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